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史跡東部では、これまでの調査の成果により、平安時代を中心とした斎宮

跡の様相が明らかとなっていることに対し、史跡西部では解明が進んでいま

せんでした。このことを踏まえ、平成 14年度から史跡西部の状況を把握す

るために幅 4mのトレンチによる計画調査を 5ヵ年計画で実施しています。

平成 15年度については、 2ヶ所の計画調査を行ないました。史跡東部で

行なった第 140次調査は、主神司区画南部の状況把握を目的としたものです。

また、史跡西部で行なった第 141次調査は、「初期斎宮」の状況を把握する

もので、 5ヵ年の計画の 2年目に当たります。それぞれの成果については本

文のなかで各担当が述べておりますのでぜひ御味読ください。

史跡斎宮跡では約 30年間にわたり発掘調査を継続しており、かなりのデー

タが蓄積されているわけですが、それでも毎年の調査によって新たな発見や

疑問点が出てきます。地元は言うまでもなく、日本国民共通の財産として、

史跡斎宮跡に関する「知の情報」を今後も提供し続けていきたいと思います。

史跡斎宮跡の保存と調査研究・整備にあたりましては、地元明和町在住の

方々、明和町および関係機関、斎宮跡調査研究指導委員をはじめとする諸先

生方や文化庁から、有形無形の援助を頂いております。この場をお借りして

厚く御礼申し上げます。

2 0 0 5 (平成 17) 年 3月

斎宮歴史博物館

館長吉村裕之
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1 本書は、斎宮歴史博物館が平成 15年度に国庫補助金を受けて実施した史跡斎宮跡発掘調査

（第 140・141次調査）の概要をまとめたものである。

明和町教育委員会が、国庫補助金の交付を受け調査主体となって実施した史跡現状変更等に

伴う緊急発掘調査の第 142次調査報告書は、別途明和町教育委員会が刊行している。

遺構の実測にあたっては、日本測地系による国土調査法（旧国土座標）の第VI座標系を基準

とし、方位は旧国土座標による座標北で示している。

遺構時期区分の指標となる土器の分類と時期認定については、「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発

掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）による。

遺構表示記号は次のとおりである。

SB: 掘立柱建物 SD: 溝 SE: 井戸 SF: 道路

sx: 土城墓•墓 sz: 落ち込み• その他 p i t : 柱穴

遺物実測図は実物の4分の 1を基本とし、資料の性格に応じて変更したものもある。遺物写

真はとくに指定したもの以外は縮尺不同である。

出土遺物の色調は、日本色研事業株式会社発行『新版標準土色帖』 (1995年版）に拠る。な

お、施釉陶器の釉薬の色調については、大日本インキ化学工業株式会社発行「日本の伝統色」（第

5版）に拠る。

遺物の文字表現には、材質の差による漢字の偏に必ずしも従うことなく、「わん」は「椀」、「つ

き」は「杯」を用いている。

第II-2表の土器計測はSK8842全出土土器に対して行い、その方法については平成 13年

度発掘調査概報に準じた。第II-19図および第II-20図は本報告に掲載した土器のデータを

用いて作図した。

本書の執筆は、竹内英昭• 小濱 学・オ木薫があたり、目次および文末に記した。編集は

調査研究グループで行った。また、発掘調査および資料整理については、西村秋子•杉原泰子・

八木光代•長島悠子のほか、次の学生諸氏の参加があった。

清野陽一・大久保幸枝（以上、三重大学）

SH; 竪穴住居 SK; 土坑
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ー 前 言

ー 調査の経緯と概要

史跡斎宮跡は、後に斎宮歴史博物館が建設された

古里地区での宅地開発計画に伴い昭和45年に発掘

調査が始まり、文化庁の補助事業として昭和48年

から開始した範囲確認調査を経て、昭和54年3月

27日に国の史跡に指定された。県は史跡指定に伴

い斎宮跡調査事務所を設置して発掘調査に当たり、

平成元年からは斎宮歴史博物館を建設し、史跡解明

の計画調査を継続して実施している。

斎宮跡の発掘調査は、これまでの発掘調査成果の

蓄積から史跡東部に存在すると考えられる平安時代

の斎宮跡解明が中心となって進められてきたが、史

跡西部に所在すると想定されてきた飛鳥• 奈良時代

の斎宮跡を解明することも重要な課題として残って

おり、この課題解明のため平成13年度には第132

次調査として面調査を実施している。

発掘調査

史跡東部の調査では、斎宮寮の中枢部である内院

地区の可能性が強い牛葉・鍛冶山地区の調査、その

最北端の寮庫推定区画について、これまでの数次に

わたる調査で区画の解明がほぽ終了しているが、こ

の両者の区画間の神殿推定区画については、西半部

の解明が進んでいるものの、東半部については不明

な点が多いため、平成14年度の第136次調査に引

き続き、本年度は第140次調査を実施した。

史跡西部の飛鳥•奈良時代斎宮跡の調査は対象地

域が広いため、効率を考えてトレンチ調査による範

囲確認調査を平成14年度から5カ年計画で開始する

こととなった。今年度も引き続き斎宮歴史博物館南

側の旧竹神社周辺で第141次調査を実施した。なお、

各次数の調査内容については本文を参照されたい。

2
 
調査体制

史跡斎宮跡の調査・ 整備に関する業務は、斎宮歴

史博物館調査研究グループが担当した。当報告に関

わる組織は以下の体制で行った。

平成15年度

泉 雄二（主幹兼グループリーダー）

竹内英昭（主査）

伊藤裕偉（技師兼学芸員）

小濱学（主事兼学芸員）

平成16年度

新田 洋（主幹兼グループリーダー• 平成16年8

月31日迄）

竹内英昭（主査• 平成16年8月31日迄、主査兼

グループリーダー• 平成16年9月1日から）

小浪学（主事兼学芸員）

柴山圭子（主事）

才木薫（専門業務補助職員•平成 16 年 9 月 1 日

から）

3
 
調査研究指導委員会議

斎宮跡の調査・ 整備について指導・ 助言を得るた

め、斎宮跡調査研究指導委員会議を実施している。

平成15年度は、第1回を平成15年7月18日（金）、

第2回を平成 15年10月15日（水）に開催した。

指導委員の方々は下記のとおりである（順不同•敬

称略）。

上村喜久子（名古屋短期大学教授）

狩野久（京都橘女子大学教授）

北原理雄（千葉大学教授）

佐々木恵介（聖心女子大学助教授）

鈴木嘉吉（元奈良国立文化財研究所所長）

所京子（聖徳学園岐阜大学教授）

八賀晋（三重大学名誉教授）

町田章（奈良国立文化財研究所所長）

渡辺寛（皇學館大學教授）

4
 
発掘体験塾

今年度から、当館の体験事業として「みんなで掘

ろう斎宮ー発掘体験塾ー」と銘打ち、成人を対象に

一般公募を行なった。事業の内容としては、発掘調

査の実地体験、室内講義、整理作業といった、一連
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の発掘調査を、 8ヶ月（月 1-2回程度）・計15回

に分け行ない、好評のうちに終了した。第141次調

査と並行して行ない、計画調査を第141-1次、体験

発掘塾の調査部分を第 141-2次と便宜上分けたが、

本概報では、第141次調査として報告している。

上村安生（三重県生活文化部）、大川勝宏（三重県

教育委員会）、尾野善裕（京都国立博物館）、木野本

和之（亀山市教育委員会）、中野敦夫（明和町）、山

中章（三重大学）、渡辺博人（各務原市）、大川操・

角正芳浩•新名 強•萩原義彦（三重県埋蔵文化財

センター）•森川常厚（嬉野町教育委員会）

なお、本概報作成にあたり、下記の人の助言を得

た。（順不同•敬称略、所属は平成 15 年度当時）

調査次数 地区 面積 (rrf) 調査日時 位置

1 4 0 S 10 535.0 15.6.4 -15.8.12 明和町斎宮字西加座

1 4 1 G・H9 533.0 15.8.19 -15.11.12 明和町竹川字中垣内
1 4 2 -1 Mll 3.5 15.5.7 明和町斎宮字広頭
1 4 2 -2 Mll 33.0 15.6.19 -15.6.21 明和町斎宮字牛葉・木葉山
1 4 2 -3 K 13 30.0 15.7.22 -15.7.25 明和町竹川字南裏
1 4 2 -4 M6 136.0 15.7.31 -15 8.2 明和町斎宮字出在家

1 4 2 -5 R・S 7 236.0 15.8.18 -15.8.22、 明和町斎宮字西前沖1510.1 -15.10.2 
1 4 2 -6 S 12 33.0 16.11.4 -16.11.7 明和町斎宮
142-7 J 12 330.0 15.9.26 -15.10.18 明和町竹川字東裏
1 4 2 -8 Q9 13.0 15.12.17 -15.12.18 明和町斎宮字下園
1 4 2 -9 N 13 5.2 16.1.6 明和町斎宮
1 4 2 -10 Q 12 5.8 16.1.14、16.1.15 明和町斎宮
142-11 Q7 154.0 16.2.9、16.2.12 明和町斎宮字楽殿
1 4 2 -12 P 11・12 8.0 15.12.26 明和町斎宮
1 4 2 -13 S 10 3.0 15.7 24 明和町斎宮
1 4 2 -14 0 13 3.0 15.11.5 明和町斎宮
1 4 2 -15 Q6 3.5 15.4.22 明和町斎宮字楽殿

1 4 2 -16 K・L7 480.0 16.3.9 -16.3 31 明和町竹川字古里

1 4 2 -17 H 11 45.0 16.3.10 -16.3.12 明和町竹川字中煩内
1 4 2 -18 R 13 32.0 16.3.19 -16.3.23 明和町斎宮字中西
1 4 2 -19 N 13 3.8 16.3.30、16.3.31 明和町斎宮

第I-1表平成15年度発掘調査一覧
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（小濱学）

土地所有者 現状変更名 保区存区地分

明和町 計画発掘調査 2 
明和町・個人 計画発掘調査 1・2 
個人 住宅改築 4 
明和町 水道管布設 3 
明和町 水道管布設 3 
個人 建物建築 3 

個人 道路造成 4 

個人 建物建築 4 
個人 公民館改築等 4 
個人 住宅改築等 4 
個人 浄化槽設置等 4 
個人 浄化槽設置 4 
個人 建物改築 4 
個人 建物建築 4 
個人 浄化槽設置 4 
個人 浄化槽設置 4 
個人 住宅改築 4 

個人 発（住掘宅調増査築に伴う） 4 

個人 建物改築 3 
個人 建物建築等 4 
個人 浄化槽設置 4 
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II 第140次調在
(6AS10 西加座南区画）

1 調査の契機と経過

第140次調査区は、平成14(2002)年度に実施

した第136次調査区の南に隣接する位置にあたる。

現況は畑である。史跡東部に展開する方格地割の内

で、「西加座南」区画と呼ばれているブロックの道

路の東半にあたる。

「西加座南」区画は方格地割の中央部付近にあり、

その南の「鍛冶山西」区画は斎王の居所を想定した

「内院」と呼ぶ区画である。

「西加座南」区画は、平成元年の第83次調査等で

確認された正殿と脇殿とを柵で四周を囲んだ祭殿風

建物の存在から、斎宮寮十三司のうち、祭祀関係を

管掌する「主神司」の想定地でもあり、今回の調査

はその実態解明を目的として行なった。

調査は平成15(2003)年6月4日より開始し、

第1Iー2図
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第n-1図第140次調査区大地区・ゲリ9ド図 (1: 800) 
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7.5YR3/4暗褐色+7.5YR6/6橙色混砂質土

7.5YR5/4にぶい褐色砂質土

7.5YR4/2灰褐色砂質土

10YR5/3にぶい黄褐色砂質土

7.5YR4/2灰褐色砂質土 (5YR6/6橙色少混）

7.5YR5/3にぶい褐色砂質土 (5YR6/6橙色少混）
7.5YR3/1黒褐色砂質土

7.5YR3/1黒褐色+7.5YR7/6橙色混砂質土
10YR2/2黒褐色砂質土

10YR2/2黒褐色砂質土

遺構埋土

1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
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2
0
2
1
2
2
2
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10YR2/3黒褐色砂質土

7.5YR3/2黒褐色砂質土
7.5YR3/2黒褐色砂質土

7.5YR5/2灰褐色砂質土

7.5YR4/3褐色砂質土

7.5YR7/4にぶい橙色 +7.5YR3/2黒褐色混砂質土

7.5YR3/2黒褐色砂質土

7.5YR3/2黒褐色+5YR6/6橙色混砂質土
7.5YR3/2黒褐色+5YR6/6橙色混砂質土

5YR6/6 橙色+7.5YR4/2灰褐色混砂質土
7.5YR7/4にぶい橙色砂質土

7.5YR6/6橙色粘質土

第1Iー 3図 第 14 0次調査区

逍構埋土
辿構埋土
迎構埋土

土層図 (1 : 100)・ 平面図 (1: 200) 
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同年8月12日に埋戻しまで含めて終了した。最終

調査面積は535面で、 7月26日 (B)に現地説明

会を開催し、約 140名の参加があった。

2 調査区の層位

調査区は当初、南北33m、東西16.5mのほぼ座

標南北方向に設定し、耕作土から人力により掘削し

たが、検出された遺構の状況から判断し、北西隅部

と北東部に調査区を拡張した。

層位は、上層から耕作土、床土、床土直下で橙色

粘質土の地山に到達したため、地山面で遺構の検出

を行なった。

遺物は表土層から混入していたが、床土により多

く包含されていた。しかしながら全体的に遺構検出

面までの深度が浅いためか、ほとんどが遺構に伴う

ものであり、出土総量は遺物収納箱 130箱程度であ

る。

調査前の標高は 10.1mほどで、宅地化された箇

所を除くと、周辺で最も高所にあり、その北および

南側に向かうに従って低くなる。

3 遺構

今回の調査区では奈良時代から平安時代にかけて

の遺構を中心に確認している。遺構は掘立柱建物、

井戸、土坑、竪穴状遺構、溝のほか、現時点では建

物又は柵等の柱穴と捉えることができないピットが

多数検出された。なお、掘立柱建物の主軸方向は、

南北棟•東西棟を問わずすべて座標北 (N 軸）を基

準として表記している。

(1)掘立柱建物

確認された掘立柱建物は 11棟で、奈良時代末か

ら平安時代中期にかけて5回以上変遷すると考えら

れる。

SB 8853 調査区の北西隅付近で確認されたもの

で、建物の主軸はN1°W偏で、ほぼ南北方向を

とる。建物の規模は南北5間で、 10.7mをはかる。

東西方向は調査区外へ延びるため不明である。柱掘

形は方形で、一辺 0.8~1.0m程度の規模をもつ。

SB 8854 調査区の北東で確認されたもので、主

軸はNO゚ で南北方向の建物である。建物の規模

は南北4間、東西2間で、南北 10.4m、東西5.9m 

-9 -

となる。柱穴の重複関係から井戸SE8850及び土坑

SK8846より新しいことがわかる。柱掘形はやや不

整形な方形で、一辺0.8m程度の規模をもつ。

SB 8855 調査区の北半部で確認されたもので、

主軸がN3°W偏となる東西方向の建物である。

建物の規模は東西5間、南北2間で、東西12.1m、

南北5.0mとなる。柱穴の重複関係から SB8854よ

り新しいことがわかる。柱掘形は方形で、一辺1.0

-l.2m程度の規模をもつ。

SB 8856 調査区の中央西端付近で確認されたも

ので、主軸がN1°W偏の南北方向の建物である。

建物の規模は南北3間、東西2間で、東西3.7m、

南北5.6mとなる。柱掘形は円形で、径0.3-0.4m 

程度の規模をもつ。

SB 8857 調査区の中央やや南寄りで確認され

たもので、主軸がN4°W偏となる東西方向の建

物で、東西5間、南北2間の身舎の北面に庇がつ

く。身舎は東西 11.8m、南北5.2m、庇を含めると

南北7.8mとなる。柱穴の重複関係から、 SB8858・

SB8859・SB8860のいずれよりも新しいことがわか

る。柱掘形は方形で、一辺0.6m程度の規模をもつ。

SB 8858 調査区の南東、東壁沿いに確認された

もので、主軸がN1°W偏の南北方向の建物である。

建物の規模は南北3間、東西2間で、東西4.5m、

南北8.6mとなる。柱穴の多くに柱の抜取り痕があ

り、焼土が含まれている。柱掘形は方形で、一辺0.8

-1.0m程度の規模をもつ。

SB 8859 調査区の中央やや南寄りで確認された

もので、主軸がN3°W偏となる東西方向の建物で

ある。建物の規模は東西5間、南北2間で、東西

10.7 m、南北5.0mとなる。 SB8860と柱穴の重複

が大きい。柱掘形は方形で、一辺0.7-0.9m程度

の規模をもつ。

SB 8860 調査区の中央やや南寄り、 SB8859と重

複する位置にあり、主軸がN3°W偏となる東西方

向の建物である。建物の規模は東西5間、南北2間

で、東西11.2m、南北4.0mとなる。柱掘形は方形

で、一辺0.7-0.9m程度の規模をもつ。 SB8859よ

り新しい。

SB 8861 調査区の南端近くで確認されたもので、

主軸がN5°W偏となる東西方向の建物である。建
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物の規模は東西5間、南北2間で、東西11.2m、

南北4.0mになるものと推定できる。東西方向中央

には束柱と思われる柱列が伴う。柱穴の重複関係か

らSB8862より新しいことがわかる。柱掘形は方形

で、一辺0.6-0.8m程度の規模をもつ。

SB 8862 調査区の南端近くで確認されたもので、

SB8861と大きく重複する位置にあり、主軸がN4° 

w偏となる東西方向の建物である。建物の規模は東
西5間、南北2間で、東西11.0m以上、南北5.0m

となる。柱穴の重複関係から SB8858より新しいこ

とがわかる。柱掘形は方形で、一辺I.Om程度の規

s 
_T 

→l 

b
 

HI 

/べ-::::d=亡-,-..__,911 
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模をもつ。

SB 8863 調査区の南端で確認された柱穴列で、

柱穴も小さく、柵または塀の可能性もある。東西方

向5間ないしそれ以上となり、建物跡とすればN3° 

w偏となる。柱掘形は円形で、径0.4m程度の規模
をもつ。

(2)井戸

SE 8850 周辺の状況から判断して、土坑ない

し井戸と推定したが、掘立柱建物SB8854及び

SB8855の柱穴と重複するために、掘削は行うこと

ができず、調査の最終時点に実施した溝掘り調査で、
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井戸であることが判明した。

井戸掘形は不整円形。長径4m、短径3mほどで、

井戸枠痕跡は方形となる。確認できた南北方向の大

きさ 1.7mをはかる。検出面より深さ lm程度まで

掘削を行った。検出できた範囲では井戸枠等の構築

物は確認できなかった。

出土遺物として土師器・須恵器•製塩土器があり、

後述する土坑SK8846より新しいことが重複関係の

検討から確認できた。

(3)竪穴状遺構

SH 8845 調査区の北東隅で確認された東西方向

6.lm、南北方向2.6m、深さ約0.2mの長方形の遺

構で、土坑SK8846と重複し、 SK8846より新しい。

底面は平坦で竪穴住居跡に類する構造だが、これに

伴うとみられる柱穴は遺構内には存在しないが、遺

構周辺に小規模なピットがあり、 SH8845に関連す

る可能性はある。

遺構内から土師器・須恵器・ 土錘が出土した。

(4)土坑

調査区内からいくつかの土坑が確認されたが、近

現代の土取り穴を除くと、奈良後半の土坑3基、平

安前期の土坑2基および後期の土坑l基に分かれ

る。

SK 8842 調査区の南西隅近くで確認された土坑

で、長径4.0m、短径約2.7m、深さ 0.2mほどの

楕円形となり、底面はほぼ平坦である。多量の土師

器のほか、須恵器・緑釉陶器・灰釉陶器が出土した。

SK 8843 調査区の中央やや西寄りで確認された

長辺2.8m、短辺2.3m、深さ約0.3mの長方形の

土坑で、底面はほぽ平坦である。出土遺物は少量で、

土師器・須恵器が出土した。

SK 8844 調査区のほぼ中央、SK8843と隣接する。

長辺3.3m、短辺 1.4m、深さ 0.3mの狭長な長方

形の土坑で、底面の中央付近が0.1m弱ほど一段掘

り窪められている。出土遺物は少なく、土師器が少

量出土したのみである。

SK 8846 調査区の北東隅付近で確認された長径

7m以上、短径4.2mの楕円形の土坑だがSB8854

などの掘立柱建物の柱穴と重複するため、上面のみ

の検出に留めた。したがって、当遺構が土坑以外の

ものである可能性も否定し難い。出土遺物は土師器・

須恵器• 土錘などである。

SK 8851 調査区の南西、 SK8842に接して築かれ

た土坑で、 SK8842とかろうじて重複すると思われ

るが、新旧関係は明らかでない。出士遺物も土師器・

黒色土器・ 須恵器・灰釉陶器• 製塩土器などがあり、

SK8842との時期差も見出しがたい。

SK 8852 調査区の中央やや東寄りで確認された

長径1.2m、短径0.55mの楕円形に近い土坑。埋土

中に土師器皿と陶器小椀が入れ子状となり、さらに

回転台土師器などとともに伏せて並べられた状態で

出土しており、墓であった可能性もある。

(5)溝

調査区内からいずれも南北あるいは東西方向をと

る溝が9条ほど確認された。これらはいずれも出土

遺物が限られ、時期を比定することが困難なものが

ほとんどであり、なかには斎宮とは直接関係のない

比較的新しいものも含まれていると思われる。ただ、

重複する遺構との関係から、すべてがそうした新し

い時期のものとも判断し難いものである。

SD 8836 調査区の東壁近くを寸断しながら南北

に延びる溝で、幅0.25-0.7 m、深さ 0.05-0.1m 

I← 

a_ 

ざ

て,I~ ゚..... E 
- . 

.'-

~ 

瓜

~ 
b 
10.6m 

“ 第1Iー7図第140次調査区 SB 8856 平面•断面図 (1 : 100) 
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をはかり、かなり削平を受けているものと思われる。

奈良時代から平安時代にかけての土師器・須恵器片

を含む。

SD 8837 調査区の北東隅近くでのみ検出された

SD8836に沿う南北溝で、幅0.2m、深さ 0.05m程

度をはかる。埋土中に少量の土師器・須恵器片を含

む。

SD 8838 調査区の北壁近くで検出された東西溝

で、削平が著しいため、部分的に寸断している。

幅0.15-0.3 m、深さ 0.05mほどで、南北溝の

SD8839と連結するとみられることから、 SD8839

と一連のものかもしれない。埋土中に平安時代の土

師器片を少量含む。

SD 8839 調査区中央を南北に延びる溝で、幅0.2

-0.3m、深さ 0.05-0.1mをはかる。埋土中に平

安時代の土師器・須恵器・緑釉陶器片などを含む。

SD 8840 調査区の西壁に沿って検出された南北

溝で、幅0.8-1.0m以上、深さ0.15-0.2mをはかる。

埋土中には平安中期までの土師器・ 須恵器• 黒色土

器・灰釉陶器• 製塩土器片などの遺物が含まれてい

る。

S D 8841 調査区の北西で検出された幅0.4m、

深さ 0.05mほどの溝で、 SD8840から派生して延び

る。埋土中に土師器片等が含まれている。

SD 8847 調査区の北東で検出された東西溝で、

幅0.25-0.35m、深さ 0.05mをはかる。埋土中に

は土師器・須恵器片が含まれている。

S D 8848 調査区の北東で検出された溝で、

SD8847と平行する。幅0.4m、深さ 0.05mをはかる。

埋土中に平安時代の土師器• 黒色土器・須恵器片な

どを含む。

S D 8849 SD8848のすぐ南で検出された東西溝

え
a
 

立

b 
10.0m 

゜
lm 

で、幅0.25m、深さ 0.05mをはかる。 SB8855と重

複し、 SB8855より古いと考えられる。土師器片が

出土している。 （竹内英昭）

4 出土遺物

ここでは主な遺物について、『斎宮跡発掘調査報

告I』Ill、都城編年121および猿投窯の編年(3)をもとに

記述する。なお遺構出土遺物の種類に関しては、第

II -3表も併せて参照されたい。

SH 8845出土遺物 (1-31) 1-18、23-31は

土師器。 1・2は杯G。調整は粗雑で、胎土に雲母

や砂粒を多く含む。 3-11は杯Aで口径が 13.7-

15.2cmのもの (3-8)と、18.0-19.1cmのもの (9

-11)とに分かれる。 7は底部外面をヘラケズリし、

口縁部をヨコナデする b手法で調整され、他はいず

れも底部未調整のe手法で調整されている。 12は椀

Aで、口縁部のヨコナデの範囲が端部付近に限られ

る。 13-18は皿A。形態的には口縁部が内弯して

立ち上がるもの (15・16)、垂直気味に立ち上がる

もの (17・18)、口縁部を強くヨコナデした結果外

反する新しい要素を持つもの (13・14)に分けられ、

ほとんどのものがヨコナデ・ナデで調整されるが18

のみ底部外面をヘラケズリしている。 23-27は甕

Aで、外面はタテハケ、内面は上半をヨコハケ、下

半をケズリ調整する。多くは外面に二次被熱の痕跡

と煤の付着が見られる。 28・29は甕Cで、共に口径

が体部最大径より大きく、口縁部が外方へ大きく開

くのが特徴で、 8世紀終わりごろの所産と考えられ

る。 30は鍋B。31は甑。 19は須恵器盤。 20は須恵

器壺Eで外面下部 1/4程を回転ヘラケズリし、底部

には回転糸切り痕が残る。 21・22は管状土錘。

これらの遺物は概ね斎宮 1-3-II-l段階まで

の範疇に収まる。

SK 8846出土遺物 (32-43) 32 -40・42は土

師器。 32-35・37は杯Aで口縁部内外面を強くヨ

コナデする 32-34と、内面に斜放射状暗文や螺旋

状暗文が施される 35・37がある。 36は椀Aで内面

に退化した粗雑なミガキが確認できる。 38・39は

皿Aで口縁部が内弯気味に外上方へ立ち上がるも

の。 38は底部外面をケズリ調整されている。 40は

甕Aで内外面とも細かいハケメで調整される。口縁
第Il-9図第140次調査区 SK 8852 平面•断面図 (1 : 40) 
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部は鈍くつまみ上げられ、肩部から体部にかけてな

だらかに広がる。 8世紀後半のものか。 42は甕A

に把手の付く甕B。41は管状土錘。 43は鉄釘で腐

食が激しく断面形態は不明である。

これらの遺物は斎宮 I-4段階に相当すると考え

られる。

SE 8850出土遺物 (44,.., 71) 44 -63・65は土

師器。 44-49は杯Aで、調整は多くが口縁部の広

い範囲をヨコナデする e手法によるものである。 46

は外面をヘラケズリし、口縁端部のみヨコナデする

c手法で調整されている。50は杯G。51-54は椀A。

多くは口縁部のヨコナデが端部付近に限られる。 55

-59は皿A。57・58はほぽ平らな底部に強く外反

する口縁部を持ち、 55・56に比べ新しい要素を持

つものである。 59は口径21.5cmと大形で、口縁部

のヨコナデの範囲が比較的狭く端部に明瞭な面を持

つ。斎宮では皿Aのbタイプに分類されているもの

である。 60は土師器の蓋。ハケやヘラミガキなど

の調整は見られない。 61は鉢。 62・63は壺E。62

は外面を粗雑なミガキ、内面をナデ調整されている。

63は内外面ともナデ調整されており、内面には粘

土紐積み上げ痕が明瞭に残る。 65は壺Bで体部内

面を粗いハケメ、外面は上半の磨耗が激しく明瞭で

はないが、底部付近のみヘラケズリしているようで

ある。口縁端部が若干内側に肥厚する。 66-71は

須恵器。 66は杯B蓋。 67は皿A。68は杯B。69は

甕A。70は口縁部に自然釉の付着が見られる壺で、

猿投編年NN-32号窯式期のものであろう。 71は

甕B。64は志摩式製塩土器。

これらの遺物は斎宮 I-3-II-1段階の範疇に

収まる。

SK 8842出土遺物 (72,..,353) 一括して廃棄さ

れたと考えられる資料である。 72は土師器杯G。

73-181は土師器杯A。薄手で焼き歪みしている

ものが多い。いずれも口縁部をヨコナデ、底部をナ

デ・ユビオサエで調整し、口縁部が外側へ強く屈曲

するものが多く認められる。法量差は見られない。

182-236は土師器椀A。口縁部のヨコナデの幅は

杯Aに比べ狭く、内面に粗雑なミガキの見られるも

のがある。大部分が口径14-17cm内外に収まるが、

口径20cm前後の大形品や 12cmの小形品など規格

-18 -

外のものも認められる。なお杯・椀には口縁端部に

湘煙痕の残るものが若干ある。 237-318は土師器

皿A。aタイプ、 bタイプのものが見られる。 bタ

イプのものは口縁部が大きく外へ開くものと、内弯

気味に立ち上がり、口縁端部に明瞭な面を持つもの

とに分けられるようである。法量差は見られない。

319-325は土師器皿B。ハの字に開く脚部に大形

のbタイプの皿がつくもので、口径は皿Aに比べ大

きく、皿部の底部外面に板やヘラ状工具による調整

の痕跡が残るものが多い。 326・327は土師器高杯。

脚部は9面に面取りされる。 328-331は土師器甕

A。小形のものは底部内面のケズリが省略されてい

る。 336-339は土師器壺B。口縁端部が内側へ肥

厚し、端部は外傾した面をもつ。 332は胴部が短小

化した土師器甕C。333-335は甕Cもしくは大形

の甕A。340は甑。内外面とも底部付近をケズリ調

整している。 341-344は灰釉陶器。 341・343は椀、

342は段皿、 344は皿である。いずれも猿投編年K

-90号窯式期のものと考えられる。 345-350・ 

352は緑釉陶器。 345・346は段皿。 348-350は椀。

348・349は貼り付け輪高台で、底部内外面に三叉

トチンの痕跡が残る。 350は内面に陰刻花文が施さ

れる。 347は皿で、削出しの円盤高台となり、京都

産のものと思われる。 352は時期的に長岡京期～平

安京初期までさかのぼる初期緑釉陶器の火舎。軟質

焼成で、淡い黄緑色の緑釉がかかる。 351は須恵器

盤A。353は鉄鎌。

これらの遺物は緑釉陶器の火舎を除き、斎宮II-

3段階に相当するものである。

SK 8851出土遣物 (354-363) 354 -360は土

師器。 354-357は杯Aで口径13cm強の小形のも

の (354・355)と、15.0-16.3cmの大形のもの (356・

357)に分けられる。口縁部のヨコナデが2段にな

るものは端部内面がやや窪む。 358・359は椀A。

360は大型の皿A-aタイプのもの。これら土師器

供膳具は先出のSK8842のものと比べ全体的に厚

手の作りとなっている。 361・362は灰釉陶器の皿で、

やや厚手の器壁に外方へ開く角高台を持ち、共に三

叉トチンの痕跡が見られる。 362は底部外面に「十」

字形のヘラ記号が刻まれている。いずれも猿投編年

K-14号窯式期2段階-K-90号窯式期 l段階の
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ものであろう。 363は平坦な底部に直線的に立ち上

がる口縁部を持つ須恵器杯A。

これらの遺物は斎宮II-3段階古相の時期に相当

すると考えられる。

SK 8852出土遺物 (364,.., 366) 364は回転台土

師器の台付小皿。台形状のいわゆる「柱状高台」部

分は裾広がりとなり、扁平な小皿が付く。 366は土

師器杯。胎土は黄白色で、口縁端部が外側へ屈曲さ

れ鈍い面を有する。以上2点は斎宮皿ー 2段階に比

定できる。 365は陶器小椀。無高台で底部外面の糸

切り痕が明瞭に残る。

SD 8837出土遺物(367) 器高が2.5cmと低いが、

口縁部外面のヨコナデが2段になる杯A。口縁端部

内面は強いヨコナデによりやや窪む。厚手の器壁に

外反度の弱い口縁形状は斎宮II-1段階のなかでも

古い要素をもつものであろうか。

SD 8840出土遣物 (368,.., 372) 全て土師器であ

る。 368-370は杯A。いずれも口縁部のヨコナデ

が2段となる。 371は皿Aのbタイプ。 372は甕A

で体部外面をタテハケメ、内面をナデ調整している。

これらの遺物は概ね斎宮II-3段階に相当すると

考えられる。

SB 8855出土遺物(373,..,378) いずれも土師器。

373・374は椀A。374は狭い底部に外上方へまっす

ぐ広がる口縁部を持つ。 376は皿Aのbタイプ。ロ

縁端部に明瞭な面をもつ。 375は口縁部が強く外反

する皿Aのaタイプ。 377は杯A。口縁部のヨコナ

デは幅広だが弱く、外面のユビオサエ痕が明瞭に残

る。口縁端部の外反度は小さい。 378は甕。口縁端

部が内側に肥厚し、外傾する面を持つ。体部外面は

やや粗いハケメで調整されるが、内面のヨコハケメ

は細かVヽ。

これらの土器は概ね斎宮II-3段階に比定でき

る。

SB 8860出土遺物 (379・380) 379は土師器甕A。

口縁端部が内側に肥厚しほぼ水平となる面を持つも

ので、体部外面をハケメ、内面をナデ仕上げされる。

380は黒色土器A類。ヘラミガキは省略され内面には

工具ナデによる調整痕が残り、全体的に粗雑な感を

うける。また斎宮跡の黒色土器ではII-4段階から一

般的に見られる口縁端部内面の沈線が欠落している。

これらの土器はともに斎宮皿ー 2段階に相当する

と考えられる。

SB 8856出土遣物 (381) 回転台土師器の台付小

皿。高台部分は台形状を呈し、底部には糸切り痕が

残る。斎宮皿ー 2段階に相当する。

SB 8859 出土遣物 (382• 383) 382は須恵器杯

B蓋。断面三角形の口縁端部は内傾し、外側に端面

を持つ。猿投編年0-10号窯式期のものであろう

か。 383は土師器皿Aで口径20.1cmと大形のもの
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である。口縁部は緩やかに外上方へ立ち上がり、底

部外面をヘラケズリ、口縁部をヨコナデする b手法

で調整されている。斎宮 1-3-4段階に比定でき

ると考えられる。

SB 8861出土遣物 (384・385)384は狭小な底部

に直線的に立ち上がる長い口縁部を持つ士師器の椀

A。外面のユビオサエが明瞭に残る。 385は土師器

杯A。器壁がやや厚く口縁部の外反度が大きい。

これらの土器は概ね斎宮II-3-4段階に相当す

ると考えられる。

SB 8858出土遺物 (386,..,,, 388) 386・387は土

師器椀A。386は底部から口縁部にかけて緩やかに

内弯しながら立ち上がり、口縁端部の狭い範囲をヨ

コナデされる。器壁は若干厚い。 387は口径 16.9cm

と大形で、器壁が薄く口縁端部は強くヨコナデされ

外反する。これらは斎宮Il-3段階のものと考えら

れる。 388は緑釉陶器の輪花皿。外面にはヘラによ

るキザミ目が、内面には陰刻と断面三角形の粘土を

貼り付けた輪花が施される。猿投窯系で9世紀後半

のものであろう。

SB 8862出土遺物 (389,..,,, 401) 389 -399は土

師器。 389-394は杯A。口縁形態はヨコナデの強

弱により外反度が強いタイプ (389-391・393) と

それほど外反しないタイプ (392・394)に分けられ

次数 地区 グリッド 遺構・層名 破緑片釉数 備考

140 S 10 vll 表土 1 

140 S 10 vl3 pitlO 1 

140 S 10 vl4 表土 1 

140 S 10 vl5 pitl I 

140 S 10 vl6 SB8860 I 

140 S 10 vl8 S08840 I 

140 S 10 vl8 SK8842 22 （第II-16圏345-350・352) 

140 S 10 vl8 包含層 3 内l点は図示（第II-17図408)

140 S 10 wl5 SD8839 1 

140 S 10 wl7 pit4 1 陰刻花文あり

140 S 10 wl7 包含層 1 皿の見込み部分に陰刻花文あり

140 S 10 wl8 SB8861 1 

140 S 10 wl9 pit8 I 

140 S 10 wl9 S88862 I （第II-17図401)

140 S 10 yl2 5B8854 I 

140 S 10 y]4 撹乱 I 

140 S 10 yl7 撹乱 4 

140 S 10 yl7 SB8858 1 （第II-17図388)

140 S 10 yl7 包含層 1 

第IIー 1表 第140次調査区緑釉陶器出土地点・破片数一覧
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るが、法量差は見られない。 395は椀A。396・397

は皿Aのaタイプ、 398・399はbタイプとなる。

これらの土師器供膳具は斎宮II-3段階に比定でき

る。 400は灰釉陶器皿。薄手の皿にやや幅広でくず

れた三日月高台が付く。猿投編年K-90号窯式期

のものであろう。 401は京都産の緑釉陶器皿。口縁

部は体部中ほどで僅かに内側へ屈曲し、端部内面は

肥厚する。斎宮II-3段階のものと思われる。

ピット出土遺物 (402-407) 402は土師器杯G。

丸い底部から口縁部が大きく内弯して立ち上がり、

口縁端部がヨコナデされる。斎宮 I期に相当する

ものであろう。 403-407は同一ピット出土遺物で

ある。 403・404は土師器杯A。405は土師器椀A。

406は土師器皿Aのbタイプ。いずれも斎宮II-3 

段階に比定できる。 407は小形の土師器甕A。口縁

端部内面がやや肥厚する。斎宮II-2-3段階のも

のであろう。

包含層出土遺物 (408) S K 8842直上で出土して

おり、本来はSK8842に伴う可能性が大きい緑釉

陶器皿である。素地は硬質で赤紫色、釉は濃緑色を

呈する。高台は削り出しの蛇の目高台となる京都産

のもので、斎宮II-3段階に比定できる。（オ木薫）

5 まとめと検討

(1)掘立柱建物群の変遷について

今回の調査で確認された掘立柱建物は11棟で、柱

掘形の重複や建物方位、そして出土遺物を参考にし

て、所属時期の不明なものを除き、おおむね建物群

として以下の5時期の変遷を考えることができる。

第1期 SB8853・SB8854が相当し、ほぼ座標方向

に近い N1° W偏の建物方位をもつ南北方向の建

物群で、建物規模は梁行2間で、桁行が5間のもの

と4間のものがある。

柱掘形の重複関係からするともっとも古く位置づ

けられるもので、奈良時代末期～平安時代初期の I

-4~II-l 段階に相当する可能性が高い。

第2期 SB8859・SB8860が相当し、座標北から 30

w偏方向に建物の主軸をおくもので、 5間X2間
の東西方向建物である。平安時代前期前葉のII-1 

段階頃に建てられた可能性が高い。 SB8860は重複

関係から SB8859より新しい。ただし柱穴柱痕と思



われるピットの埋土上面からIIIー 2段階の黒色土器

椀などが出土しており、これがSB8860の下限を示

すものだとすれば平安時代後期まで下る可能性をも

つことになる。

しかしながら、柱掘形は方形で大きく、建物方位

はSB8859とほぼ同じで、しかも後述するが第136

次調査区等で確認されているように、西加座南区画

の平安時代前期の建物群と同一規格の建物となるこ

とから、この時期の建物として認識しておきたい。

1期 2期

第3期 SB8855・SB8862が相当し、 N3-4°W 

偏する建物の主軸をおく 5間x2間の東西方向の建

物群で、ほぽ同じ大きさの建物が南北に並ぶ。 II-

3段階に相当し、平安時代前期中～後葉にあたる。

なお、 SB8858も柱穴内の遺物からすると当該期

に属する可能性が高い。 3間x2間の南北建物で、

方位はN1°W偏の主軸をとり、 SB8855・8862

とは方位も建物規模も異なる。この建物は、柱抜き

取り痕に焼土を多く含むなど、火災を被った可能性

3期

SB祁54

SB8860 ニ SB8859

SB8855 

SB8862 

4期 5期 ④
 

o~ 

0. 
20.m 

第ll-18図第140次調査区建物変遷図 (1: 500) 
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があり、重複関係からすると SB8862より古く位置

づけられる。

第4期 SB8861が相当し、 N5°W偏に主軸をお

く5間x2間の東西方向の建物で、束柱を伴う。 II

-3-4段階の平安時代前期後葉～中期前葉にあた

る。

第5期 SB8856が相当し、 N1°W偏と、建物主

軸が再び座標北に近くなる。 3間x2間の南北建物

で、柱掘形が以前のものと比べ、円形で小さくなる。

皿ー 1段階以降のものと思われ、平安時代後期にあ

たる。

SB8857については、遺構の重複関係から第2期

のSB8859より新しい建物であるが、出土遺物に乏

しく、時期比定が困難である。柱掘形が円形でやや

小さくなることから、平安中期以降に下る可能性が

ある。

三
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SK 8842土師器供膳具法量敬布図
第1Iー2表第140次調査区
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(2)土坑SK8842出土土器について

土坑SK8842から多量の土器類が出土したが、そ

のうちの97%は土師器で、さらにその97%程度が

杯• 皿・椀などの供膳形態のものである。

この一括の土器群は、斎宮跡の土器編年でいう第

II期第3段階として捉えられるもので、この段階の

土師器供膳具は、法量の規格化が進み法量分化が明

瞭でなくなるとともに、次第に杯A・椀Aの形態上

の差も不分明となっていく傾向にある。

SK 8842出土の土師器の供膳具もそれぞれの法

量がきわめて近似し、杯Aと椀Aの区別も形態を一

見するだけでは区別し難いものが含まれるが、口縁

部と底部の境や底径の大きさなどの形態上の特徴に

加え、杯Aでは椀Aと比べ口縁部のヨコナデの範囲

が広いなどの手法上の特徴から区別が可能である。

また、椀Aの一部には内面にごく粗いヘラミガキが

施されているものがみられ、口径20cm以上の大形

のものがある。

杯 A は口径 14~15cm、器高 3cm 前後、皿 A

についても口径15cm前後、器高2cm弱が最も集

R
 

57,210 
I 

57,220 
I 

第2期建物群

鵬第3期建物群

゜
20m 

第n-21図 第140次調査区 西加座南区画東半北部建物群配置図 (1: 400) 
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中する。椀Aについても杯Aと近似する。これは

II -3段階の基準資料となっている SK7430出土資

料と比べてもほぽ同じ傾向にある。

施釉陶器は、 K-90号窯式のものが主体である

が、緑釉陶器のうち円盤状高台となる皿 (347)は

京都産とされるものである。また、特筆すべきもの

に緑釉陶器の火舎 (352)がある。これは喫茶の風

習と関連させるなど、椀• 皿などの供膳具に緑釉が

用いられる以前の特殊な用途で製作されたものとさ

れる。

これまで火舎などの初期の緑釉陶器は、斎宮跡で

は同じ西加座区画の86次調査区からも出土してい

るが、奈良時代末～平安時代初期に京都洛北で生産

されたもので、今回の場合小破片のみの出土だが、

50年近く伝冊されて後、廃棄されたことになる。

(3)西加座南区画の課題について

昨年度に引き続き西加座南区画の調査を実施し、

方格地割内の建物配置が次第に明らかとなりつつあ

る。

西加座南区画は、区画内を中央道路によって東西

に分断されることが判明しており、方格地割施工直

後の状況として、西半区画には東西140尺、南北

遺構名 遺構の種類 地区 グリッド （斎宮時期編年）

120尺の掘立柱塀に囲まれた祭殿風の建物があり、

140次調査地のある東半区画には、西加座南区画の

北側にあたる西加座北区画と同様、東西方向の建物

がある時期に東西二棟並びで整然と配置されている

可能性を考えた。今回の調査で確認されたSB8860

はまさにこれに合致する配置となることが判明し

た。第136次調査で確認されたSB8543の南側柱列

とSB8860の北側柱列との距離は2,430cmほどで、

尺度でいえば81尺にほほ相当することとなる。

平安時代前期前葉での建物の規格は明らかとなり

つつある。しかしながら、西加座南区画全体の建物

がどのような変遷を経ていくのかまでは、現時点で

は把握しきれていない。

また、西加座北区画の場合、整然とした建物群を

側柱倉庫群と捉え、斎宮寮の寮庫に当てているが、

同じような建物配置をとる西加座南区画東半区画

を、これと異なる性格のものと考えるか否かは判断

できていない。

建物方位は、ほぼ座標方向に沿うものと、 N4° 

w前後偏るものとに大別できる。第136次調査も
これとほぽ同様の結果を得ている。これに対し、斎

宮の遺構変遷を考える上で重要な指標となる斎宮の

出土遺物 遺構の性格•重複関係

SD8836 溝 S10 yll -16 平安～ 土師器（杯•皿·蓋・甑・甕），須恵器（杯蓋·杯身・壺•甕） SK8846・SH8845より新。

SD8837 溝 S10 yll 平安前期～ 土師器（杯•皿•甕） SH8845より新。

SD8838 溝 S10 v 12.w 12,xl2,y 12 平安前期 土師器（杯·皿•甕） SK8846より新。

S08839 溝 S10 
wl2-19 

平安～ 土師器（杯lil1類），須恵器（甕），緑釉陶器 SB8862・SK8844より新。xl8・19 

S08840 溝 S10 ull -19 平安～ 蓋土師・壺器・甕（杯） •．高灰杯釉・陶蓋器·甕（）椀．黒•段色皿士）器，製A塩類土（杯器），須恵器（杯 SB8853・よSBり8856新。・SB8857・SK8842・ vl2 -19 SK8851 

S08841 溝 S10 vll・12 平安？ 土師器（杯皿類・甕）．灰釉陶器？

SK8842 土坑 S10 vl8・19 平(II安-前3)期 土・甕師）器．緑（釉杯陶•皿器·台（椀付·illlfill·・ 高段杯illl•·甕壺•）壺．·灰甑釉） 陶．須器恵（器椀•（段盤lll·壺) SB8857より古。 SK8851との関係不明。

SK8843 土坑 SlO vl4・15. wl4・15 奈(I良-3後)期 土師器（杯·皿·椀•甕•鼈），須恵器（壺·甕） SB8856より甘了。

SK8844 土坑 SlO wl4・15, xl4・15 奈良後期？ 土師器（杯皿類·壺•甕）

SH8845 竪穴状迫構 S10 xll・yll 奈(II良-後1以期前） 士器師），器須恵（杯器·皿（杯·椀身•高·鉢杯・壺·蓋•甕・壺） E，土·甕錘·把手甕•異形筒形土 SK8846より新。

SK8846 土坑 S10 xll・12 奈(I良-4後)期 土黒色師土器器（杯A ・類杯， B須・恵皿器•椀（杯•蓋蓋·壺·杯E身・•甕壺··把甕手）甕，土•錘長胴甕） ， 未掘（検出のみ）yll・12 

SD8847 溝 S10 w 13,xl3,y 13 平安～ 土師器（杯•甕），須恵器（杯蓋·杯身•壺）

S08848 溝 S10 yl2 世土陶師磁器器（類杯、1lil類・甕） ，黒色土器A類，須恵器 （甍） ，近：

508849 溝 S10 yl2 平安～ 土師器（杯皿類・甕）

S£8850 井戸 S10 xl2・13 奈(II良-1後以期前） 土蓋師•杯器身（杯•高·杯fill··椀皿••空芭杯·甕•蓋），•製鉢塩•壺土E器・ 甕・ミニ甕）．須恵器（杯 方形掘形の井新戸。．上層検出のみ。yl2・13 SK8846より

SK8851 土坑 S10 ul7・18 平(II安-2前・期3) 土身師•高器杯（·杯甕）•皿，灰•高釉杯陶·蓋器•甕（椀）·，illl黒)色'土製器塩土A器類，須恵器 （杯vl7・18 

SK8852 土坑 S10 xl3・14 平（皿安-後2・期3) 土陶器師器（椀（）皿．•土台錘付椀・甕 •O ク0台付 llll) . 陶器 （小椀） ．灰釉 土城墓,SB8854・SB8855より新。

第Il-3表第140次調査区遺構一覧表
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度会郡への 16年間にわたる移転期間は、斎宮の土

器編年ではII-2段階のうちと考えている。

したがって第136次調査では建物方位の変化と関

連させ、 II-2段階からII-3段階にかけての時期

に建物配置に大きな変動があった可能性を考えたわ

けであるが、第136次調査でみた建物方位が40前

後西偏する方向から座標方向へという変化は、今回

は当てはまらない結果となり、再考の必要が生じた。

また今回の調査結果では、 II-3段階にあたる

第3期でも SB8855とSB8862の2棟が、建物方位

や規模、柱掘形の大きさ、梁行の柱揃いなど、ほ

ぼ規格的といってよいものであり、これに先行す

るSB8858を罹災建物とみると、この時期に西加座

区画で火災等が原因で数棟単位の官舎の建て替えが

あった可能性を示唆するものである。

なお、この時期に相当する斎宮の火災としては、

「日本三代実録」貞観9 (867)年の条に斎宮寮の官

舎12棟の焼失記事があるが、それとの関係は今後

の付近の調査の課題とし、即断は避けたい。

今回の調査区のなかでは、平安時代前期を通じて、

とくに他より規模の大きい中心的な建物となるよう

なものは確認できず、やはり西加座南区画東半区画

は、等質的な建物群からなる状況が確かめられた結

果となった。 （竹内英昭・オ木薫）

＜註＞

(1) 駒田利治・泉雄二•倉田直純「斎宮跡の土器」 (r斎宮跡発

掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館 2001年）

(2) 古代の土器研究会編『古代の土器2 都城の土器集成II』

(1993) 

(3) 齋藤孝正「越州窯青磁と緑釉・灰釉陶器 H本の美術6』(2000)

迎構名 地区 グリッド ピット番号 ピット辿物の時期 闘［東西間規(m)X南模北間 (m)l 東西柱—rn南i 北 主軸方向 (N方基位準） 備考

ull Pl・P2 

SB8853 S10 
ul2 P2 I -4 * X 5 (lQ.7) *-2.1・2.2 南北 N l OW  
vl2 pg 
vl3 P3・P4 
xl2 P2 S新Kし884い6。・SE8850より
xl3 P3 I -3-4 

SB8854 S10 xl4 P5・P8 I -4 2 (5.9) X 4 (10.4) 2.9 -2.4・2.9 南北 N0° 
lvl2 Pl・PS Pl: I -3 -4 
lvl4 P3・P7 
vl3 P6・P9 P9: JI -3 SE8850・SB8854より
wl3 P7 新しい。
wl4 P2・P3 

SB8855 S10 
xl3 Pl・P5 II -3 5 (12,1) X 2 (5.0) 2.4 -2.4 東西 N3°W 
xl4 P7・PlO 
lvl2 P3・P4 
lvl3 P3 
lvl4 P4・P6 
ul5 Pl SK8843より新しい。

SB8856 S10 vl5 P2・P6・P7 皿-2 2 (3.7) X 3 (5.6) 1.9 -1.9 南北 N l'W 
vl6 P4・P7・P8 P4柱痕跡： III -2 
vl6 pg 北面庇建物。
vl8 P3 S88858・よSり88新85し9・ 

SB8857 S10 
wl6 Pl・P2・P6 5 (l J.8) X 庇2 ((57.2.8) ) 2.3・2.4 -2.5・ 庇2.6 東西 N4°W S88860 い。
wl8 P2・Pll 
x16 P3・P7 
lvl7 PlO 
xl6 Pl・P4 P4: II -1-3 柱+.抜含取む。り痕あり。焼
lvl6 P6 

SB8858 S10 xl7 P6 II -3 2 (45) X 3 (8.6) 2.2・2.3 -2.8・29 南北 N l'W 
lvl7 P5 II -2・3 
lvl8 P8・P9 
wl7 P6・P7・PlO 
xl6 PZ・P4 

5B8859 S10 xl7 Pl・P7 11-1 5 (10.7) X 2 (5.0) 1.9・2.0・2.l -2.4・2.5・2.6 東西 N3'W 
lvl6 P5・P7 P5: II -1 
lvl7 P2・P4 P2柱痕跡 II-1 
vl6 P5 ill -2 SB8858・SB8860より

SB8860 S10 
vl7 P2・P4 P2柱痕跡： III -2 II -1 5 ([0.8) X 2 (4.6) 2.1・2.2 -2.3 東西 N3" W 新しい。
xl7 P4 
vl7 Pl・Pl! 
wl8 Pl・P6・Pl3 SB8862より新しい。
wl9 Pl・P3 

5B8861 SlO 
xl8 P2・P5 Il -3 5 (l) 2) X 2 (4.Q) 2 1・2.2・2 3 -2.0 束西 N5°W 
xl9 P2 II -3・4 -4 
vl8 Pl・P7・Pll Pl: lI -3 
vl9 P4・P6 P4: II -4P6: II -2-3 
wl8 P5・P8・P9 SB8858より湘tしい。
wl9 P9・Pl4 

SB8862 S10 
xl8 Pl II -3 5 (1)) + X 2 (5.Q) 2.4 -2.5 東西 N4°W 
xl9 P8 
vl8 P2・P6 
vl9 P2・P5 
wl9 P3 

S38863 S10 xl9 P3・P6・P7 5 (JO) x * 2.0 -* 東西 N3°W 
vl9 Pl・P7 

第Ilー 4表第140次調査区掘立柱建物一覧表

- 30 -



胎 土 焼成 色 潟 残Ii段 慌i 考 n 
S 10 -yll 

浅黄橙IOYRB/4 3/12 046-08 SH8845 

2 ば匝器 杯G
S 10 -yll 

橙7,5YR7/6 2/12 049-04 S118845 

3 :l: 師器 杯A SS H88410 -5 yll 橙5YR6/8 2/12 049-03 

4 J師器 杯A S IO -xll 黄橙7.5YR7/8 10/12 045-04 SH8845 

5 t師器 杯A S 10 -yll 黄橙7.5YR7/8 4/12 049-06 SH8845 

6 土師器 杯A S IO -xii・yll 14.0 橙5YR6/8 9/12 04&01 SH8845 

7 .I師器 杯A
S 10 -yll 

橙5YR6/8 4/12 04~05 SH8845 

8 !・. 師器 杯A S 10 -xii 橙5YR618 9/12 a1S-02 SH8845 

9 :l: 師器 杯A
S 10 -yll 

橙5YR6/8 2/12 016-07 SH蹴 5

10 t師器 杯A
S 10 -yll 

18.0 4.0 橙5YR6!8 8112 蜘 lSH8845 

ll土師器 杯A
S 10 -yll 19.1 3.8 橙5YR6!8 4/12 引邸2SH8845 

12上師器 椀A SS H88410 -5 yll 橙5YR6/8 4/12 ()I細

13土師器 皿A
S 10 -xii 

橙7.5YR6!8 9/12 ()16-01 SH8845 

14上師器 皿A
S 10 -yll 

19.0? 椒柑7.5YR7/8 1/12 IM6-05 SH8845 

15土師器 皿A SS H88410 -5 yll 打!5YR6/8 2/12 016-06 

16」：師器 皿A S 10 -yll 橙7.5YR7/6 2/12 04糾03SH8845 

17上師器 皿A
S 10 -yll 17.8 2.1 橙5YR7/8 6/12 OSQ.03 SH8845 

18土師器 皿A
S 10 -yll 
SHll845 22.0? 橙5YR6/8 1112 底部内iHiに,,ケiの痕粉 047-03 

19須恵器 盤
s lO -yll 

外内 灰灰(NI6N/ 1! 甜台2/12 ()17.()1 SH8845 

20須恵器 壺E s JO -yll 軟 橙25YR6!8 LI底柑部部完2I/f12 047おSH8845 

21 t製品 土錘
S IO -yll 

淡黄2.5Y8t4 完1,: ()18-04 SH8845 

22土製品 土錘
S IO -yl! 

浅黄橙 IOYR814 完Ii 04紐1SH8845 

23 t師器 甕A S 10 -xii にぷい黄橙 IOYR714SHll&l5 

24 J: 師器 甕A
SID -yll 

17.1 - にぶい黄橙 !OYR7/4SH8845 

25土師器 甕A
s lO -yll 

浅黄橙 lOYRS/4SH8845 

26土師器 甕A
s lO -yll 
SH8845 叫黄褐 IOYR1/6

27 I: 師器 甕A
S 10 -yll 18.8 - 良好 11<1がiれ1IOYRS/4 SH8845 

28 I: 師器 甕
S 10 -yll 

砂粒 ウンモ多〈含む 良H 叫黄褐 IOYH116 2/12 049-01 SH8845 

29 :!: 師器 甕
S 10 -yll 27.7 - 砂粒多く含む 良好 fH5YR7/6 3/12 047-02 SH8845 

30 J: 師器 絹B
S 10 -yll 22.8 - 橙5YR6i8 2/12 050-02 SH即 5

31土師器 甑 S IO -xii 
浅黄橙 IOYR8/4 043引SH8845 

32 J: 師器 杯A
S 10 -yl3 

橙5YR6!8 5/12 四SK8846 

33 t師器 杯A S 10 -xl2 良If 橙5YR6/8 5112 如 2SK8846 

34 t師器 杯A
S IO -xl2 

明黄褐 IOYR7!6 2112 006-()j SK沈46

35 :t: 師器 杯A S lO -xl2 橙 2~YR6/8 2/12 外面に煤!Hi 036-02 SKll8-16 

36 :l鋪器 椀A S 10 -yl3 橙5YR6/8 2112 036-03 SK8846 

37土師器 杯A
S 10 -xl2 

橙5YR6/8 5/12 o:1&01 SK8846 

38 I: 師器 皿A S 10 -yl2 lfi.4 2.5 橙5YR6/8 2/12 0、36-05SK8846 

39」：師器 皿A S 10 -,12 18.1 2.2 橙5YR6/8 3/12 038-03 SK8846 

40土師器 甕A S 10 -xl2 if.vii~7.5YR8/6 5/12 I二I緑部外rfrirこ煤付li 03砂ISK8846 

41 :l駁品 土錘
S 10 -,12 

ift7.5YR6/6 9/12 038-04 SK8846 

42土師器 翌B S 10 -xl2 黄橙 IOYRS/8 4112 037-01 SK8846 

43金属製品 鉄釘
S 10 -'12 

完if 糾3-02SK8846 

H 土師器 杯A
S IO -xl2・13 

橙5YR618 3/12 042-09 S寧

45上師器 杯A SS E8850 IO -x!2・13 前橙7.5YR718 2/12 ~11-03 

折土師器 杯A
S IO -xl2・13 

橙5YR6/8 4/12 ~12-01 S寧

、17JI匝器｝ 杯A S 10 -xl2 橙7.5YR7/6 5/12 042.QS SEll850 

~8 l: 師器 杯A
S 10 -xl2 

橙7.5YR6/8 1/12 039-07 S寧

~g 1:n屈!, 杯A
S IO -xl2・13 

橙5YR6/8 5/12 041-05 S寧

50 1-. 師器 杯G
S 10 -x12 

明黄褐 !OYR7/6 6/12 SE8850 

51 18屈!, 椀A S 10 -,12・13 黄橙7.5YR7/8 2/12 041-07 SE8850 

52 JJIがi 椀A
S 10 -,12・13 

t登5YR7/8 1/12 04io2 SE8850 

53 f: 師器 椀A S lO -xl3 橙5YR6/8 2112 041-06 SE8850 

団上師器 椀A S lO -xl2 橙5YR6/8 2/12 041-08 ,r: 郎引
55 I: 師器 皿A

S IO -xl2・13 
橙5YR6/8 2/12 042-04 Wl¥<¥'11 

56 I: 師器 皿A S 10-xl2・13 162 2.3 橙5YR6!8 4/12 M2-05 S寧

57 I: 師器 皿A S JO -xl2 橙5YR7/8 4/12 039-05 S呻

58 t師器 皿A S IO -xl2 17.0 1.6 橙5YR6/8 6/12 039-06 SE8850 

59 !:Iii器 IllA 
S 10 -xl2 

橙5YR6/8 1/12 042-06 SE8850 

60 1-. 師器 lt SS E8850 10 -xl2 橙5YR6/8 1/12 042-07 

第l1ー 5表第140次調査区出土遺物観察表 (1)
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番サ
1/¥ :I: 退物 Il退l楕t 法

Ii! (cm) 
調整• 技法の特徴 胎 上 焼成 色 潟 残存 I史 佃 考 畠り器帷器形 口径 器高 その他

61 J. 師器 鉢
S 10 xl2・13 12.0 - ' 日[]紺緑部部3'"/仔デ.、11料料部もtザデ I 赤ウ色ン斑モ粒多く• 含白色む砂粒． 良好・ 橙75YR7/6 4/12 ()![--01 
SE88.IO 

62 :I: 師器 壺E SS 寧10 -xl2・13 I凹口5比.0 打／『！菰"サ、 w部柑いミカキ、高台,.,171廿 I'ゥ"足／モ大冊に含む 良If 橙5YR6/8 高台9/12 042-10 

63 I: 師器 壺E S 10 -xl2 7.9 - 3J口籍行・部3Jサ 、1柑部仔 赤ン色モ斑多粒く含•白む色粒・ウ 良好 橙5YR6/8 2112 帖残土る紐積み上げ痕明瞭1こ041-02 S臨 t

針製堪I:器 S 10 -x12・13 サか？ 白枇色含粒む多く、 ウンモ少 良好 橙5YR6/8 小片 志磨式製塩t器 Oll-04 S臨 'iO .. ,1 

6ii l:C戟器 壺B S 10 yl2 24.0 10.4 10.1 DIJ縁緑部部"a,ザtデ、 体体部郎下'"ヽ1ケ1｝5,う底ケズ郎りサ・ 白色砂粒多く含む 良好 橙5YR6/8 9/12 044-01 SE88.IO 

66須慰器 杯Bi!t S 10 -x12 14.1 

閲犀9大●転屈如げ如'"丘阻i叩.閾.... 伽"''い吟畑
白色柁多く含む 良H 灰N6/ 2/12 039-03 SEll850 

67須患器 皿A S JO -xl2 14~ 2.0 12.0 白色粒多く含む /!If 灰白5Y7/l D底柑部部311/1212 039-0'2 SE8850 

68須息器 杯B SS E88.IO IO -xl2 I0.7 白色砂粒多く含む 珀f 灰N6/ 7112 039-01 

S 10 -xl2 

69 がiJY.閉ふ 甕A SKll816 23.0 - 外 I村 口籍部1,;1転ザ 白色粒多く含む JW Iii 5Y5/l 4/12 037-02 
SS E8810 閲-xl2 13 

10 imy,; 器 壺 S 10 -xl2 24.8 - 外• 内屈l転tデ 白色粒多く含む Ml ツ内ト 栂灰灰5YlO6/YlR4/l 1/12 LI象粒部にi!l!t釉付滸 039-04 SE汎11)

71 J/i慰器 甕B
S IO -yl3 
SE8850 45.4 一 日[J縁縁部邸1囮m転転t仔テ’、 ：；謡部判位l心illPlキ状｝の当て具痕 白色粒多く含む 良好 灰7.5YR6/l 1/12 040-01 

72 I. 師器 杯G S IO -vl8 14.6 3.2 
口 3命、 一一底底部部ザ竹・lt til 白色粒若,-含む 良好 にぷい黄橙10YR7/4 6112 024-05 

SKll842 

73 :I. 帥器 杯A
S 10 -,18 

114 14 、．，1．み ．～部底-,i け9部デザ・,n・北,',lli 赤含色むIll粒・ウンモ多く !Hf 浅黄橙7.5YR8/6 3112 058-07 
SK8842 

74 I: 師器 杯A S 10 -v18 13.6 3.4 • .'--11 ,, '准"行ザ・,,村l 微な白色粒含む 良If 橙5YR6/6 3/12 

“ SK8842 

75上師器 杯A S IO -vl8 13.6 2.9 .. -l 』竹 lttt1 赤ン色モ斑多粒く含•日む色粒 ウ 良好 黄橙75YR7/8 3/12 052-05 SK8842 '-r, ザ・1t'tt,

76 1: 師器 杯A S 10 -v!S 118 10 サ、 -1, 'tr・lttll ウンモ• 石英粒含む 良好 明赤褐25YR5/8 6/12 n樟瑚郎3引所に煤付行 016-08 SK8842 No.46 • , -Ii ザ・1t'tt1

77 t師器 杯A S 10 -vl8 13.7 26 .'-,, 竹 ・ltttl 赤若干色斑含粒む多く、 Fl色fl良好 橙75YR7/6 完形 004-08 
SK8842 No.i4 ～！ サ・•北·tt,

78 1: 師器 杯A S 10 -vl8 14.0 11 --11 , ササ・' , , t tt, 赤若色干斑含粒む多く、 n巴f<良If 淡橙5YR8/4 完形 003-08 
SK8842 No.77 

79上帥器 杯A S 10 -vl8 14.0 a2 ～-！ ! u仔 ll:tf1 赤色斑粒若千含む 虹f にぶい橙7.5YR7/4 8/12 如
SK81l42 No23 けデ

80 J: 師器 杯A S 10 -vl8 SK祁42 14.0 2.6 -'' • /' ,-/lビ氏す,,けilピす,, 赤色斑粒極多 良好 浅黄橙!OYRS/3 4/12 011-04 

81 !JI沿§ 杯A S 10 -vl8 14.0 2.7 了_, ヽ n -～,; 伯）サ.,,廿
l

徴細なH色粒若—r含む 良好 橙7.5YR7/6 ほぼ完形 仏Hill一部開変 012-08 
SK8842 ，ザ

82 J: 師器 杯A S 10 -vl8 13.1 3.2 
f、 '-r, 1行 ll:'.村l 赤ン色モ斑若粒干含・日む色粒• ウ 虹f 橙5YR7/6 3/12 外面iiこ:1.1!11 018-02 

SK8842 No.20 -1, ザ

8.1 t・. 師器 杯A SS K88410 -2 vl8 13.8 3.0 , --IIi i ， 仔ザ. l t す, , 屯tむは"・ウンモ多く 良好 明黄掲 IOYR7/6 5/12 日柑郁［勺面～外面黒化 052-06 

84且I器 杯A S 10 -vl8 14.0 3.1 fi --11 Ii '惰"ザザ lt ti ょ 赤色斑粒多く含む 良If 浅黄橙7.5YR8/4 ほぼ完形 011-09 
SK8842 

85 I: 師器 杯A S 10 -vl8 14.0 32 
た i屈罰サtデ.・北,,・柑す,l, ＂色粒多く含む 良H 橙 7~YR7/6 9/12 01邸

SK8842 No.8 -fi 

86 I: 師器 杯A 55 K884IO -2 Nvol8 J2 14.0 2.6 ’喜
＂；サ・ 11'..柑l

白色粒若干含む 良II— 橙5YR6/6 2/12 018-05 D .lオデ、 ザ

87 J: 師器 杯A S IO -vl8 14.0 2.8 
IJ。3市、 Ii

, ．,サザ竹仔～～··底底,,•・,,北北部部tt''ザサ・，すttす11,’紅, i , • i t tti 

[I含-む2mmの砂粒多く 良好 橙5YR6/6 ほぼ完形 IJ柑瑚部の一部に煤付紆 020-06 
SK8842 ..、 Ii

88 I: 師器 杯A S 10 -vl8 14.0 3.3 
サ、

赤色斑粒多く含む 良好 にぷい橙75YR714 2112 021-09 
SK8842 竹・`

S9 I: 師器 杯A 5 10 -vl8 14.0 - 竹、 9
白色粒• 石英粒含む 良If 橙にぷ25いYR黄6橙/6IO-YR7/3 5/12 内に開面斑一部、 ""'" 血1/3亨

SK蹴 2No.67 ザ

90 1師器 杯A S IO -vl8 14.1 3.1 
サ、

＇ ～～底底部部ザザ北北・す1111, I赤白色色斑粒粒若干多含く、むウンモ Jl好 橙5YR7/6 8/12 00碑
SKll&l2 No.49 ザ、

91 :!:ft屈i, 杯A S JO -vl8 14.2 3.0 tllの "竹，体邸俯底部竹 ・lttll 白色粒多く含む 良好 にぶい黄橙IOYR7/4 完形 外ffli及ぴ内而一部黒変 ooioo 
SKll&12 

-,. 
92 till, 杯A S 10 -vl8 14.2 3.2 、. I"--底底部部竹ザ ，1t tt1 赤色l!I粒多く含む !!if- 浅黄橙7.5YR8/4 ほぽ完形 00:J.02 

SK8842 No. 町 -' 
93 JC雁i, 杯A SS K884lO -2 Nvlo8 .36 142 3.0 -' . ， -～1底,,部部ササ•• 北北·~柑11i, "赤"色え斑粒若干含む 良H 橙7.5YR7/6 7112 005-09 

94 :t:n~ 器i 杯A SID -vl8 142 2.9 、、 /1!,1～t底tt部1竹 1ttt1 赤色斑粒多く含む 良If 橙5YR7/6 7/12 010.01 
SK糊 2No56 ,, 

95 I」M凡器 杯A S 10 -v!B 142 3.0 -~\. 、月／， ザザl t t l l 

翫
良好 浅黄橙 !OYR8/4 6/12 013-09 

SKll842 No44 

96」；師器 杯A SS K88410 -2 vl8 14.2 3.1 ' -•' , H-Iiif(部部ザtデ・"村l 良好 橙5YR6/8 6/12 025-06 

97 J: 師器 杯A S 10 -vl8 143 33 ． 

鸞祁~蔀ザ～=底塁＇部靡～ザ部・-,竹1nピtl.,,,l , tt, 良If 橙5YR6/8 7/12 009-08 
SK8842 No.46 

98 I: 師器 杯A S IO -vl8 143 28 白含色む粒• 微細なウンモ 珀I 橙2.5YR6/6 6/12 内面に開斑 009-06 
SK8842 No67 

99 J: 師器 杯A S IO -vl8 14.3 29 --・ 2 赤若色干斑含粒む多く、 日色11虹f 橙5YR7/6 8112 Oll-01 
SK8842 

100 I: 師器 杯A S 10 -vl8 143 11 - j尤籍
、 目-Ii!部"t和、体部と底部の現1こ 精良

良好 橙 7~YR716 はI!完形 012-05 
SK8842 、；肖-,瀦廿'

101 J:Gfl, 杯A S IO -vl8 14.3 2.8 ．． "ヽ-,, 行・lt"' 赤色斑粒多く含む 良If にぶい橙7.5YR7/4 9/12 015-06 
SK8842 '-I ザ

102 I: 師器 杯A S 10 -v18 14.3 28 -・ -II 、サ・北村l
赤色斑粒多く含む 良if 橙5YR6/6 5112 017-02 

SK8842 No90 -I! 行 ・lどす,,

103 1:l~i, 杯A S lO vl8 14.4 3.0 ．． ～屈 ,tt'If 1ltビttll11 ・ヽ叫F既含双む多く、 Ell!ll< 良好 橙5YR6/8 6/12 007-07 
SKll842 No80 , -Ii 

叫 I師器 杯A S 10 -v!B 14.4 3.0 ザ I
，ザ-1;'行 lttll 、斑む粒多〈、 ii英砂 良好 橙7.5YR7/6 ほぼ完形 011-08 

SK8842 

105 ]. 師器 杯A S lO -vl8 14.4 2.5 ザtデ、底1， サ・北柑1 • .瀑,斑含粒む多く、 El色粒 良H 橙75YR1/6 2/12 012-02 
SK8842 仔’

1116 J: 師器 杯A S 10 -vl8 14.4 2.4 
竹、 讀， 仔仔. lt す, , 白色粒含む 良好 橙5YR7/6 3/12 016-03 

SK8842 -' 
101 r. 伯i伶i 杯A S 10 -vl8 14.4 3.1 

-,, 
ゥII ザ仔ll ピピ*" 柑l 白色粒含む 良好 橙5YR7/6 2/12 内外価一祁開変 016-05 

SK8842 -Ii 

108 :I. 帥器 杯A S 10 -vl8 14.4 3.2 ご腐 仔仔・ , u , , 赤i'if色斑含粒む多く、 El色粒 良If 橙5YR1/6 完形 II縁端節2ヶ所に煤付粁 017-03 
SK8842 ー内

109土師器 杯A S IO -vl8 14.4 2.9 ｀ . . "~" i --1・ , gサ・lttll 赤ンモ色斑含粒む 日巴.,.ウ 良好 1こぶい橙5YR714 3/12 021-08 
SK8842 行・

110土師器 杯A S IO -v!8 14.4 2.8 ＿ 外内 、．ば,i～-也・ 
”竹 ・1t:H1 白色粒・石英粒含む 良奸 橙5YR6/6 9/12 02.碑

SK8842 No.16 ザ・,n,,

Ill土師器 杯A SS KIO 884-2 v!S 14.4 一 一腐
'"ff・ll::tfl 白色粒若干含む 良好 橙5YR6/6 5/12 025-02 
．`＂ザ

112 :t師器 杯A S JO v!8 14.5 3.2 
、.-

gnサザ・llt°t /l什ll 赤含色む斑粒・ロ巴な9ク＜ 良好 橙邸YR6/8 完形 口籍郎歪みあり 005-01 
SK8842 

113土師器 杯A S!O-v!8 14S 2.5 
サ lt柑l 白む色粒 ウンモ多く含 良好 橙5YR6/8 8112 009-09 

SK8842 No.63 ～ サ・

111上師器 杯A SSK ID -vl8 14.5 3.1 
サ・北什1 精良 良好 橙5YR7!8 底部のみ欠損 011-09 

8842 - v- - 'サ・

115土師器 杯A S lO -vl8 14.5 2.7 、ヽ、 "！ ・涌"ザザ, t tll I赤含色む斑粒 白色粒若,-良好 橙5YR6/8 9/12 023-10 
SK8842 

116 J. 師器 杯A SS KIO 884-2 v!S 14.5 2.4 
、 丼～底部仔北 j!I

白色粒少祉含む 良好 橙7.5YR7/6 5/12 釦 l

117土師器 杯A S 10 -v!S 14.5 2.6 、．．体、 屈本～部底～llll底ti'剖Itデ・lt t!l 日む巳粒 ウンモ多く含 良好 橙5YR6/8 4/12 058-06 
SK8842 

118土師器 杯A SS K88410 -2 Nv!o8 .48 14.6 3.5 ザ、 昴屈l～t底・オ,郎,抒 • 北*'' 赤色斑粒目立つ 良好 淡橙SYRS/4 完形 ~11-03 

119 :t師器 杯A SS K88410 -2 NvolB .52 14.6 3.l ザ、 岱名～～底底部部t竹i’・,', " すす,,,, 赤含色む斑粒多く、日色粒 良好 浅黄橙 lOYRS/4 完形 やや歪む 003-01 

120土師器 杯A S IO -vl8 SK8842 14.6 3.1 ー内 盟： 郎部～～底底部部仔竹'" 什l Fむl色粒・ウンモ若十含 良好 橙25YR7/6 ほぼ完形 004-04 

第Il-6表第140次調査区出土遺物観察表 (2)
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番号
出 1:遺物

遺出 構I・ 法 lit km) 
調整• 技法の符徴 胎 ± 焼成 色 潟 残存度 備 考 Jl¥f. 器種 器形 Iii苔 器硲 その他

121土師器 杯A S 10 -vl8 14.6 3.1 一符 サ．、` 体体部部～～底底部部ササ•. 北ll::'tttれ1 赤色斑粒多く含む 良好 にぶい橙5YR7/4 ほI巧E形 005-05 SK8842 No.Bl 

122土師器 杯A S IO -vl8 14.6 3.0 ザザ、、体体部部一底一底部部tfサ ll:'. th 白色粒若干含む 良奸 黄橙75YR7/8 8/12 D舷部歪i1!J 的 lSK8842 No9'2 

123土師器 杯A S 10 -vl8 14.6 3.0 外内 日縁柑部郎,3,コザザ、 体f本部部～底Ji,部郁ザ,t・ す,,
'Iむ'"白"色粒 ウンモ若干含 やや飲 外内 橙明黄5Y褐R7JO/6YR716 8/12 00~!0 SK8842 No.45 日 ｀ ～ ザ・北't,l

124土師器 杯A S 10 -vl8 14.6 3.3 日口縁舷部部3J3Jザザ、、 "," g --／底氏ffi郎ltザテ •・ llピt' すHhi 赤色斑粒• 白色粒含む 良好 浅貨橙7.5YR8/4 9/12 006-06 SK8842 No.75 

125上師器 杯A S 10 -vl8 14.6 3.4 日"サ、 '--,r, i 湘湘けtテデ ・ll:'.H1 戸むL ウンモ若干含 良好 橙5YR7/6 完形 007-06 SK蹴 2No.14 

126土面器 杯A S 10 -v!B 14.6 2.9 、. '," 1, --,Ii , 滞湘ザザ・・北北'IlIlll 精良 良好 橙5YR6/6 5/12 0!~09 SK羽42

lZI土師器 杯A S 10 -vl8 14.6 3.7 、、";" i --1,, , t 仔サ'＇ • l l:'. す, 1 赤色斑粒多く含む 良好 浅黄橙7,5YR8/4 完形 外面l/2近(!.'.',斑 01010 SK8842 

128土師器 杯A SS K884IO -2 vl8 14.6 2.7 .、 'C 部部-～ , Itテ・Jttfl ltfl白且色粒若干含む 良好 橙7BYR7!6 4/12 021-06 ＿内
'ft 

129土師器 杯A S IO -vl8 14.6 3.9 詣,: 営こ
，サ ・lttll 赤含色む斑粒•口巴,,c,y( 良好 橙 7~YR7/6 5/12 024-09 SK8842 No.46 ，ザ

130土師器 杯A S 10 -vl8 14.7 2.9 
詣、

渚虚;維lt,itザ-翡底底・歴,部nザt~:;,;,・.1,'t,し：t11 白色粒若干含む 良好 橙 7~YR7/6 完形 llll紐2SK8842 No64 J竹、

131土師器 杯A S IO -vl8 14.7 3.0 
出、 111 赤含色む斑粒多く、ウンモ 良好 橙5YR6/6 完形 邸 .JOSK8842 No3'1 ・111 

132土師器 杯A S 10 -vl8 14.7 3.1 : Ii 赤色斑粒多く含む 良好 浅黄橙10YR8/4 ほぼ完形 012-03 SK8842 ー内

133土師器 杯A S IO vl8 14.7 3.0 -・ " " --底底5 1, 
サ・1ttl1

白色粒含む 良奸 橙5YR6/8 4/12 01遥SK8842 サ

134上師器 杯A S 10 -vl8 14.7 3.1 :r: , " --1底,Hfl 仔竹・ ・・ l t H z 微細なウンモ含む 良好 橙7.5YR6/6 4/12 018-08 SK拗 2

135 1: 帥器 杯A S 10 -vl8 14.7 3.1 一仇
サ、
' -～ 底底fl t 
tt lt t11 I赤ウ色ン斑モ粒若干多含く、む白色粒・ 良好 橙5YR718 1/12 019-01 SKll842 ザ、 itt' 

136 :I: 師器 杯A S 10 -vl8 14.7 3.4 一腐
竹、 l11 tf lt Hl IRむ色粒 ウンモ若干含 良好 橙5YR6/6 8/12 021-08 SK蹴 2 ザ、 1'if 

面土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 3.2 杞' "-,,'屈サ北すれ 白色粒少趾含む 良好 橙5YR6/8 完形 内面わずかにm変 002-05 SK8842 No I r< 

138上師器 杯A S 10 -vl8 14.8 3.0 外内 [［且Jlf.点llll1111DヨJザザ、、 体底部部ザ～底部ザ・北'H1 白色粒若干含む 浪焼あ好きりむら 橙2.5YR6/6 完形 体口縁部外沿面部にに煤熱付斑あ府り 002-09 SK8842 No.7 

139土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 2.8 一腐 、' 部"～-底底I I 
itテlttll 白色砂粒若；「含む 良好 にぶい橙7.5YR6l4 完形 001-01 SKlll¥!2 ，サ・•北·111

140士師器 杯A S 10 -vl8 14.8 3.3 " "--底r,HH 
tt・lttll

flTゥJ<ノモ若干含む やや軟 橙75YR7/6 7/12 蜘 7SK8842 No6 ザ・,n,,

141 :t師器 杯A S 10 -,18 14.8 3.2 ー闘 、"-! 』tテ・1tt11 白色粒含む 良好 橙5Y7/6 7/12 006-03 SK8842 No.42 • -b ＂ザ・ 11:'.'tb

142土師器 杯A SIO-v!S 14.8 3.2 .. " -～ 底底I, H 廿 •lt tr 赤含色む斑粒・ウンモ石干 良好 橙5YR7/6 ほほ完形 007-01 SK8842 No.46 tテ'・lt'竹＇

143土師器 杯A S10-vl8 14B 3.2 "-, ，サザ・・,,nn,,,, 白色砂粒含む 良好 橙5YR7/6 7112 U畑SK羽42No.59 "_, 
144土師器 杯A S!O-v!S 14B 3.0 ．． 

_, 
，, サti'・-,,nn,,,, 日む巴粒• ウンモ若干含 良好 橙75YR716 3/12 008-09 SK8842 No8.J -l 

145土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 2.9 T_,、1,' .舟,ti'-1, ltit'i す9エlt tll 赤ウ色ン斑モ粒若多干含＜、む白色粒・ 良好 橙7.5YR7/6 8/12 口縁やや歪む 011-05 SK8842 

146土師器 杯A S 10 -vlS 14.8 3.3 '・、、{1 , ～-底lie爵郎Iザザ・・北北＇柑柑ll 赤含色む斑粒多く、日色粒 良好 ltt7.5YR7/6 ほぽ完形 内面黒変 012-01 SK8842 

147土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 :l.3 J.. [I :!Jttテ．、'イf ・肖.,',-_底底部剖Iザtデ・北 /ll 白色粒• ウンモ含む 良好 橙5YR1/6 3/12 012-09 SKll842 

148上師器 杯A S 10 -vl8 14.8 2.6 外内 lこl希粒引部部"ザ...、底底部部ti' ・ 北＇す,, 赤色斑粒若干含む 良好 浅質橙1.5YR8/6 ほぽ完形 具内血訓面に中をよ心描る"糀くり付が近斯に統板的状に」： 013-116 SK8842 [] "ナi, ti' 

149土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 :w -' ザザ、9 稀c部剖けtt、，北,t'すす,9,ェ 微細な白色 良好 明赤褐色2.5YR5/8 7/12 013-117 SK8842 No.26 、1i

150 J. 師器 杯A S 10 -vlS 11.8 3.l ＿ 外内 サ、 . -Ii i屈litt'tデ・1とす,, む く、日色粒 良好 にぶい黄橙 !OYR7/4 5/12 014-111 SK8842 ザ、 "-Ii 

151土師器 杯A S 10 -vl8 14B 2.8 サ、
'埠"-～,，' , 』Iサザ. • l t: t, 1 白色粒若干含む 良好 浅黄橙75YR8/4 5/12 01&09 SK蹴 2No.91 I ザ．

152土師器 杯A S 10 -v!S 14B 32 仁： ド~!I -Ii 竹,,n, 赤色斑粒若干含む 良好 橙5YR6/6 4/12 016-10 SK蹴 2No.00 -Ji ，竹・

153土師器 杯A S 10 -v18 14B 3.3 ザ． 11 -Ji 』サ・ltttI 
赤色斑粒多く含む 良好 浅黄橙 IOYRS/4 3/12 OI碑SK8842 I ザ、 -1, ，ザ・,n,,

154土師器 杯A S 10 -vl8 14.8 3.1 - i” 内
サ、 "nザ-r, 竹 •ltl!I 赤若色干斑含粒む多く、 ウンモ 良好 橙5YR7/6 3112 020-01 SK閲42 ザ．

155土師器 Ir-A S 10 -vl8 14B 3.2 ＂サ 赤色斑粒・白色粒含む 良好 橙5YR7/6 10/12 020-10 SK8842 

156土師器 杯A SS K 10 -vl8 14B 3.1 、、 部～～ 底底， サ ltt,1 赤色斑粒含む 良好 橙5YR7/6 2/12 日縁姐部の一部に煤fすれ 021-05 蹴 2 I ，げ

157 J: 師器 杯A S 10 -vl8 11.8 3.0 - 13/ 
、. -r,; 

", ザtr・"すれ 梢赤艮色斑粒多く含む 良好 橙5YR716 3/12 底部黒斑大 021-07 SK8842 I 、 -1,

158土師器 杯A S 10 -vl8 11.8 3.2 ｀口～底,itナ・lttll 赤色斑粒若干含む 良好 橙5YR7/6 2/12 024-01 SK8!142 I -le 竹＇

159土師器 杯A S 10 -vl8 14.9 2.9 、、・,-～II 蘭，竹•北す,, 白色砂粒含む 良好 橙5YR6/8 ほぼ完形 003-05 SK8842 No.57 I ザ

160土師器 杯A S lO -vl8 14.9 3.1 、、 ；闘＂～～ 屁庇
竹•北tll

精良 良好 にぶい黄橙 IOYR7/4 8112 009-02 SK8842 No.44 ，仔’

161土師器 杯A S lO -vl8 14.9 3.1 、, ドH--/IJ i , If'tデ・ 北tll 赤ウ色ン斑モ粒若多干含く、む口巴紅・ 良好 浅黄橙7.SYRB/4 5/12 017-05 SK8842 No.53 I 

162土師器 杯A S 10 -vl8 14.9 3.0 ー”内 .ヽ '' --底紅
， サザ・ -, t tll 赤含色む斑粒 白色粒若干 良好 橙7.5YR7/6 3/12 024-02 SK防42

163土師器 杯A S 10 -,18 14.9 3.4 -I仇 、、•堵o --m r,1 I TT•lt: tfl 赤白色色斑粒粒わず・ウかンにモ含多むく、 良好 橙5YR6/8 7/12 060-06 SK割42 ，サ

164土師器 杯A S JO -vl8 15.0 3J 、、•洛o -_r, , 11 行ザ・・1ltピ・tthh 白色粒若干含む 良好 橙5YR6/8 ほII'元形 にlし●涅い"' " 010-03 SK8842 

165土師器 打'A
S 10 -vl8 

15.0 32 外内 口縁緑部部"ヨコザザ、 底底部部ザザlt°tll 赤色斑粒多く含む 良好 橙5YR116 9/12 およそ 1/2周1こ013-10 SK8842 D • lt tl1 

166土師器 杯A S 10 -v!S 15.0 2B : 雷: [i-1I饂紺部33Jコザザ. I 海：部サザlt 111 赤ウ色ン斑モ粒若干多含〈、む白色粒・ 良好 橙5YR7!6 8/12 015-04 SK蹴 2 • l 
167土師器 杯A S 10 vl8 15.0 2.8 外内 ｀ 、

部-Ji'サ・1tt!1 赤若色干斑含粒む多く、 口巴在 良好 にぷい橙7.5YR7/4 3/12 023-05 SK胡42 O -i 竹’

168 !: 師器 杯A S IO -vl8 15.1 3.1 -～ ~! u ザサ• 北北' tt ttr r 赤杓色干斑含粒む多く、 日巴,.,良好 橙25YR6/8 10/12 如 2SK8842 No34 

169 t師器 杯A S lO -vl8 15.1 3.2 「[] I t" , ' lJ" 仔ザ＇ 、 ＇～ "， 仔仔. • .l北t’ tt汁1 1 赤に含色斑む粒・El色粒多く 良好 橙5YR7/6 ほぼ完形 007.()1 SK8842 No61 

170 t: 師器 杯A S IO -vl8 15.1 2.7 IJ , :1:itt、 ～！ ササ• J北I::・サ村ll 徴細な白色粒含む 良好 橙75YR7/6 6112 017-06 SK8842 No.96 'I] "ザ、
_, 

171 :I. 師器 杯A S 10 -vl8 15.1 2.8 [I' "サヽ• 、 湿 竹ザ. ・ lt tl l 赤色斑粒多く含む 良好 浅黄橙7.5Y郎14 3/12 0螂SK8842 No.i8 

172土師器 杯A S lO -vl8 15.2 3.1 ' " -～ 底底f 音
竹 ltt,1 赤若色干斑含粒む多く、 日巴杜 良好 橙7$YR7/6 ほぼ売形 005-06 SK8842 No 12 -' ザ北・汁1

173 I: 師器 杯A S 10 -vl8 15.2 2.9 、、 ,-～, 笈口i サザ、北す11 白色粒含む 良好 橙5YR7/6 4/12 011-07 SK8842 

174土師器 杯A S IO -vl8 152 2.6 ・‘
・～ ＂竹 itj!l I赤含色む斑It・ 臼色粒若1— 良好 橙5YR7/8 5/12 017-04 SK8842 No88 ＇～ サ’

115土師器 杯A S IO -vl8 15.3 13 
• ,, uサ lttわ．

徴細な白色粒若干含む 良好 橙5YR7/6 3/12 日縁端部一部に煤付沿 013-08 SK8842 No89 9行・

176 j: 師器 If.A S 10 -vl8 15.4 3.5 ・‘ ”El, サ北す,, 赤色斑粒多く含む 良好 1こぷい黄橙IOYR7/3 6/12 008-02 SK8842 NoJl ・, -サ.1e・H, 
177 J: 師器 杯A S IO v!S 15.6 3.0 ・‘

・, -n 竹ザ •2北段・111 I赤含色む斑粒•口已狂y( 良好 橙5YR6/8 2112 011-03 SK蹴 2

178土師器 杯A S IO vl8 15.6 33 o＂竹ザ▼ 北す,, I赤ウ色ン斑モ11少罰多含く、む日色R・良好 橙5YR6/6 5/12 011-10 SKll&l2 

119土師器 杯A S IO -v!S 15.6 28 p"竹ザ• 北すれ 日む色粒・ウンモ多く含 良好 橙5YR6/6 3/12 01紐SK8842 No.11 

180 J: 師器 杯A S IO -vl8 15.1 3.2 --,  .. : 音,ザtテ'・北村l 白色粒莉r含む 良好 にぶい橙5YR6/4 2/12 口緑沿邸に煤付舒 020-07 SK8842 ,[ 
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色 調 残仔度 備考

＂ 8/12 018-10 

6/12 014-05 

8/12 螂

5/12 外面開斑あり 01細

4/12 口様俎部の一部に煤付行 019-07 

7112 

“ 4/12 t細

完形 口緑婚郎に煤付着 螂

6/12 n籍培部に煤付紆 025-04 

7/12 010-07 

7/12 011-06 

5/12 底面ー11¥1黒変 022-04 

ほIf完形 底郁内面に黒斑 004-02 

7112 007-09 

10/12 四

ほIf'走形 U碑

9/12 012-06 

6/12 009-07 

底部のみ欠損 内面にウルシ艇 014-07 

2/12 内面黒Jll大 019-02 

完形 螂 l

6/12 008-07 

完形 内面1/3-1/2に開斑 011-02 

7/12 “碑

9/12 口緑躇部に煤付杓 邸 l

ほぼ完形 004-06 

9/12 005-04 

4/12 013-02 

5/12 015-10 

ほIf'.だ形 003-03 

6112 016-02 

ほIIle形 022-06 

完形 002-03 

7/12 019-08 

4/12 019-06 

2/12 059-04 

1/12 021-01 

はほ完形 023-09 

5/12 口緑姐部一郎聞変 010-06 

8/12 016-01 

9/12 019-03 

222土緬器 椀A 15.6 10/12 底部内面に黒斑あり 碑 IO

223土師器 椀A 15.9 橙5YR6/6 2/12 外面黙変か？ 01細

224土箇器 椀A 16.1 橙 7~YR7/6 ほIf'足形 l'J1/-03 

225土師召 椀A 16.1 浅黄橙75YR8/4 7112 底面に憬斑大 四.(}8

226土師器 椀A 162 浅黄橙7.5YR8/6 2/12 058-02 

'llJ土師器 擁A IM 橙5YR7/6 9/12 四

2'28土師器 椀A 16.4 橙5YR6/8 2/12 052-02 

229土師器 椀A 1[7 橙25YR618 3/12 013-04 

230 t師器 員A 16.8 橙Z5Y郎/8 9/12 013-05 

231士緬器 椀A 169 橙75YR7/6 9/12 008-03 

232土師器 椀A 172 橙5YR716 4/12 内面に開斑 叩 1

233士師器 員A l&O 橙 7~YR7/6 6/12 025-03 

234 :I: 師器 椀A 21.6 橙5YR7/6 ほIお祖う 001-06 

235土師器 椀A 19.9 橙5YR6/8 2/12 螂

236土師器 椀A 20S 橙5YR7/6 4/12 底illlf寸近内外面!II度 023-01 

お7土師器 皿A 14.0 橙75YR7/6 2/12 024-06 

碑士師器 llllA 143 明黄褐 IOYR716 2/12 058-05 

239土箇器 皿A 143 橙7.5YR7/6 完形 004-05 

240土緬苫 IIIA 14.6 黄橙7.5YR7/8 完形 螂
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番号
出土遺物

Ill 逍構I・ 法 祉lcml
器種 器形 [] If 器店 その他

逍序技法の特徴 胎 土 焼成 色 JI 残Ii度 伯考 畠り
241土師器 皿A S 10 v18 14.6 1.8 1外内 叫口緑雑t 

3市．！t狂部部ザザ" す11 白色粒含む 良好 橙5YR6/6SK8842 3中・.I 3/12 021-01 

242土師器 皿A S lO vl8 14.8 2.0 1外内 口[I 虹ゑ音 3J仔 、SK8842 3コ仔、
底底部部tti'テ•北柑l パ汗色斑含粒む多く、 ウンモ 良好 m7.5YR7/6 3/12 015-01 

213土師器 llllA 5 lO vl8 11.7 2.2 廿悶 3J仔` 底底部部ttデデ北柑l 赤ウ色ン斑モ粒若多干含く、むl'I色粒・ 良好 橙2.5YR7/8 6/12 SK8842 No.II 3Jザ、 017-IJY 

244土師器 llllA S JO -vl8 14.7 1.6 サl'J! む lJ行’、底部tテ•北 j!I I赤色斑粒多く含む 良好 浅黄橙I5YR8/6 3112 SK8842 058-03 

245土師器 皿A S 10 -v18 11.8 2.9 ー闘 ザ仔 、、 底底§ 8 
竹，ltt!I 

白色粒・ウンモ含む 良好 橙7.5YR1/6 完形 底部外面に/.I.I斑SK8842No.13 竹’ ()():1-()(; 

246土師器 IlllA SS K884IO -2 v!S 14.9 21 一仇 サザ 、、 底底舟符
tiltす,, I 赤ウ色ン斑モ粒少紐•白含色む粒多く、 良好 lU 5YR7/8 2/12 059.01 サ’

247土師器 皿A S 10 -vl8 15.0 IB ザ、 ,：音,,1 サ lttll IJ色粒若干含む 良好 橙5YR7/6 ほほ完形 IJOli.07 SK8842 No.JOO ザ． 仔＇

248土師器 皿A S 10 -vl8 15.2 2.2 ー悶 -SK8842 No24 浮涌i財tf r l t t h . lt・村l l1'J色粒若干含む 良好 没貨柑 IOYRB/4 9112 蜘 1

249 :l: 師器 皿A S 10 -vl8 15.2 21 一腐 ．． ,ti・lttll 白色粒含む 良好 橙25YR6!8 5/12 焼き歪みありSKll842 • ,,ti',n,, 01().()1 

250七師器 皿A S 10 -vl8 !SJ 2.4 ー 外内 -- 邸サ 1ttll 赤色斑粒多く含む 良好 にぷい橙 7.5YR7/•I 6112 SK8842 No.18 "tf OIIJc似

251 J: 師器 皿A SS K JO -vl8 
糊 2 15J 2.3 一悶 .. • .1; ・,"g サ・,,tll ザ

赤t十色斑含粒む多〈` ウンモ 良好 にぷい橙5YR7/4 5/12 011-116 

252上師器 皿A S lO -vl8 15.3 2.2 
--、 I・ § " サザ・ lt オ, , ,1t, 色含斑む粒•微細な El 色 良好 柑5YR6/6 6/12 022-rfl SK8842 争^、 l

253土師器 llllA SSK884ID -2 Nvol8 .34 15.7 2.4 ー 外内 __, ,、 ，1 ＂ ．＂音竹 ・ltttI 

星
良好 橙5YR6/6 5112 020-03 If' 

254 t. 師器 皿A S 10 -vl8 15.4 17 ＿ 外内 :.、 I.:a .. tIf i lt!ll 良好 没黄橙 IOYR8/4 完形 001-04 SK8842 No66 

255 t師器 皿A S 10 -v!S 15.4 2.2 -・ 底底!音 ti'1 テ・ ・.北2ビ't11 1 1 1 良好 橙5YR1/6 はぼ完形 IXl3-119 SKll842No. 岱

256 :I: 師器 llllA S 10 -vl8 15.4 1.8 i、1
n 仔tr'，. l北l:'.＇ オす"li l r 白色粒若干含む 良好 橙5YR6/6 完形 001-10 SK8842 No.69 、月

257土師器 1111A S IO -v!S 15.4 2.9 -ー・、底音＇，サtf・l北t'j!tll l 赤ン色モ斑若粒干含•白む色粒 ウ 良好 椅5YR6/8 2/12 018-01 SK8842 No9 

258上師器 皿A S IO -v!8 15.4 1.7 ザ： 心"'～-底底部部ザ仔・ ・.北北'すt,!,1 赤色斑粒含む 良好 浅横橙7.5YR8/4 3/12 021-ぽ｝SK8842 

259土師器 illlA S IO -vl8 15.6 2.0 tt デデ、I u ザナテ ・・lt1t' 村村ll 赤色斑粒若干含む 良好 !U7.5YH6/6 4/12 010-115 SKll842 内 、I

2W :t師器 皿A S IO -v!8 15.6 2.0 ー 外内 ．． 竹•北 ftl
赤色斑柁多く含む 良好 橙 7~YR716 5/12 U畑SK8842 nサ'll::'t↑l

261土師器 皿A
S 10 -v!S 

15.6 1.7 _, 海部ザザlt tt1 日む色粒• ウンモ若f-含 良好 没貨柑75YR8/4 4/12 023-04 SK8842 

262土師器 皿A S IO -v!B 15.6 1.8 
•一~• . ~ 、:ff＂サ ltj¥1 赤色斑粒白色粒含む 良好 i£ がtl~7~YR8/4 3/12 02:~fY/ SK8842 ザ

263土師器 皿A S IO -vl8 15.7 1.9 ＿ 外内 .;8, ザ竹 •・北北・I11ll , 赤色斑粒多く含む 良好 1こぷい柑7.5YR7l4 5/12 OIIJ.09 SK8842 

264 J: 師器 皿A S 10 -vl8 15~I~ 一符
,, I, 行・ltlll

赤色斑粒多〈含む 良好 柑75YR7/6 完形 002.ffl SK118'12 No況 、l ザ

26.1土師器 皿A SS K JO -vl8 !SB 1.6 ータr- "竹 lttll 赤ンモ色斑多粒く含•白む色粒 ウ 良好 柑5YR7/6 2/12 0!8-06 8842 、,if 

266上師器 皿A S 10 -vl8 15.8 2.1 、9名部~ti サ＇ l t t l l 赤若干色斑含粒む多く、 旧色粒 良好 浅質橙7.SYRS/4 3/12 1121-IO SK8842 口 印ザ、

267 :l師器 IDIA S 10 -vl8 16.0 1.7 u "'平：、 郎郎ti'板状rnによるIり弧の竹 赤含色む斑粒多く．白色粒 良好 橙5YR6/6 4/12 外面一部開斑 015-09 SK8842 I 

268上師器 皿A S JO -v!S 16.0 2.3 
ー、 l
部部サtr． . 北北・和村l 赤色斑粒多く含む 良好 橙5YR6/6 4/12 016.Ql SK8842 No.85 -・." 

269土師器 皿A S JO -v18 16.11 2.0 り::音..,～-底底罹部Ittデデ・北す,, 赤色斑粒多く含む 良好 にぶい橙7.5YR6/4 :J/12 021-07 SK8842 内

町0土師器 llllA SS K 10 -vl8 8842 16.2 2.0 げ'、 1
、i
",jtf' f•lヒ村l 赤色斑粒多く含む 良好 柑5YR7/6 4/12 02~01 

打l土師器 皿A S IO -v!8 16.J 2.1 - n 内 ．.． . ・ 、/i1 ・,"I サ lとすれ． 赤色斑粒若干含む 良好 1外内 ：： 柑1こぶ5YいR橙7/675YR714 1/12 021-02 SK81112 仔’

'll2土師器 皿A、 S IO -,IS 13.6 1.5 ー：畠
サ ll:'.H1 

赤色斑粒多く含む 良好 伐貨橙 7~YR8l4 8/12 011糾SK8842 サ‘

'l/3上師器 皿A S IO -,18 14.0 1.9 ー 外内 • ・‘.Ii ,, ・"I サ lt/!I 赤含色む斑粒、 ウンモ:r,-r良好 柑25YR6/8 ほぽ免形 底部内外面の一邸1こ燻斑 ()(15.~l SK蹴 2 ti'lt'tll 

切4土師器 皿A S IO -vl8 14.0 13 外内 I] " 3Ja:rtサデ .、 ! ，' 部部行tf'lt ttl 透む明粒 ウンモ多く含 良好 黄柑 IOYR8/6 5/12 059-02 SK8842 

'li5土師器 皿A S IO -v!8 2.4~ I IJI和 3Jげ-、、 "埠'--底Ii£部部ザザJt lll ウンモ若干含む 良好 橙5YR616 は1む完形 022船SK8842 

'l/6上師器 皿A SS K防IO1-2 vl8 141 2.0 一仇 -・ ・,"! 竹 ,,1,,行‘ 1・1色粒若干含む 良好 柑5YH6/6 l0/12 022-01 

'li)土師器 皿A S IO -vl8 14.1 1.7 ＿ 外内 --:, ・, "; サザ・ lt 什l 赤色斑柁若干含む 良好 浅黄橙 IOYR8!3 9/12 底部内面に小憔斑あり 022-09 SK8842 No.29 

?:iB土師器 llllA 
S 10 -vl8 

14.2 2.0 ＿仇 :-: 鬱サ・lttt, i;+'胆既含粒む多く、 日邑粒 良好 橙5YR7/6 はほ完形 底蔀外面に黒斑 001-09 SK8842 ザ

279土師器 皿A S 10 -vl8 14.2 l.6 デ←、、 Ii！」 :•r, 音ti'ザ '北 tll 赤色斑粒多く含む 良好 msYIW6 6112 1121)(氾SK8842 

280士！輯器 皿A S 10 -vl8 14.2 1.6 
T‘’ 、!涌部街If•北村l 赤色斑粒・ウンモ含む 良好 橙7.5YR7/6 完形 001-02 SK8842 No.78 Tー’ 、I) •北’村l

281土師器 皿A S 10 -v!S 14.4 1.8 ザ：一
,：,,脊 tIf'テ・lt/ll 赤色斑粒若干含む 良好 にぶい橙7.5YR1/4 3/12 1112-01 SK8842 

282 I: 師器 ffilA S JO -vl8 11.1 1.5 ザ竹＇ 、I! ・'!/"ザデ・北*'' 赤色斑粒多く含む 良好 i父Uiltt7.5YR8/1 8/12 0()5-08 SK8842 No5 、l，'

祁3:l:師器 皿A SS K 10 -vl8 8842 No.76 11.6 2.1 ー内
抒・-・・ . r,1 淵涌ザザ北村l 赤ン色モ斑若粒干含•白む色粒 ウ 良好 にぶい柑15YR7!4 完形 ll04・07

お4土師器 llllA 
S JO -vl8 14~1.6 ザ． ・消"tf'ザ 1ttl1 赤色斑粒多く含む 良好 没黄柑7.5YR814 7112 底部内外面の一部に開斑 007-05 SKll&l2 No.82 I ザ、

28.¥土師器 皿A S 10 -vl8 14.5 1.6 ザ、 .:, Sサtデlttll 微細な白色粒若干含む 良好 橙SYRi/6 7112 015-03 SK糊 2 ザ、 1

286 J_師器 皿A SS K lO -vl8 8842 14.6 IB ―¢ 竹`
ザ．
・滋"サ lとオ,,
ti' 徴細な白色粒若F含む 良好 戟橙7.5YR7/8 はほ完形 0!0-08 

お7土師器 皿A S JO -vl8 14.7 1.9 一符
ザ、 ＂サ 1ttl1

赤色斑粒多〈含む 良好 &黄橙7BYR8/4 9/12 012糾SK8842 --、 1， ，ザ,n,,

288土師器 皿A S 10 -vl8 14.4 2.1 ササ― 、、 l l 部部ザザ 1t t1, 赤含色む斑粒• 日色粒tiF 良好 1こぶい柑7.5YR7/4 3112 02(;09 SK岱12

289土師器 皿A
S JO -vl8 

14B IB 
ザ、！ "竹 ltl肛

赤色斑粒多く含む 良好 杓5YR716 5/12 Ot:l-03 SK8842 No.51 サ.."' ，仔’

図上師器 llilA 
S 10 -vl8 

14.8 1.4 
サ、,,', tti'デl北t’ す村11 1 i'I色砂粒含む 良好 橙2.5YR6/8 完賂 008-05 SK8842 No4 ,[―J ,,, サ',/j 

291 l: 師器 llllA 
S IO -vl8 

14.8 1.8 [I "lJサ、'， 』サ北汁1 I赤色斑粒多く含む 良好 橙5YR6/6 1/12 014-03 SK8842 行. /1 ザ北＇す 11

292 L師器 皿A
S 10 -vl8 

15.0 l.5 サ竹' 、、 1，! ,;, 凋湘 仔 lt Hr I赤色斑粒多く含む Mf 橙5YR6/6 8112 019-10 SK8842 -' ザ

お3:1師器 !UIA 
S IO -vl8 

14.9 1.5 tザr• ． 底11,剖部Itザテ・1ヒオ,, ド粒澤~くj粒含む• 微細なII也 良好 橙5YR6/6 4/12 01~01 SK8842 

294 L師器 皿A
S IO -vl8 

15.0 1.4 ザザ. l , 仔 lt11, li・1色粒ril含む 良好 橙5YR7/6 2/12 020-02 SK8842 - ,、 , Ii ，ザ

295 u; 器 llllA S 10 -vl8 15.0 1.6 ザザ、Ii 屈思ffサ・lt t,1 1'1色粒若f含む 良好 にふい橙 7~YR7/4 8/12 底部外面の一部黒変 oi1-03 SK8842 . ,,, 北・柑1

296 I: 師器 llllA 
S 10 -vl8 

15.1 1.9 竹 、、 底底，， ザザll t t'ttll l l 赤Xi色I含斑粒む多〈， II色11.良好 楼5YR7/6 はぼ必形 009-05 SK8842 No.98 

沿7I: 師器 皿A
S 10 -,18 

15.1 1.6 ：悶
サ北すtl

赤色斑I<多く含む 良好 浅抗橙7WR8/4 :1112 012-IO SK8842 サ.1t"t和

298 I: 師器 皿A
S 10 -vl8 

15.1 1.8 ：醤
サ"'tt,

fh赤ll色斑粒含む 良好 橙5YR7/6 はほ完形 002-08 SK8842 No.40 サ・

299 I: 師器 Illli¥ 
S 10 -vl8 

152 1.6 
：塁

，， サザ.ll l:'. ピtttt .1 .1 赤色Jl!粒・ l'I色粒含む 良好 橙5YR6/8 9/12 008-08 SK8842 No46 

300 I師器 皿A
S IO -vl8 

152 1.7 出 、、 1底氏t柑
サ ll:'.tt.1 

i'J色粒l'if含む 良好 橙7WR7/6 9/12 006-05 SK8842 NoB7 'I― ザ，1ピす,,
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胎 士 焼成 色 調 残存度 備考 H 
赤色Ill粒• 白色粒含む良好 橙 7~YR7/6 6/12 019-04 

橙5YR6/6 3/12 021-10 

にぶい橙75YR7/4 6/12 022-lO 

橙5YR7/6 9/12 G暉

橙2SYR6/8 9/12 内iliiごく一部に熊斑 014-02 

橙5YR7/8 完形 009-01 

橙5YR6/6 6112 01碑

橙5YR6/6 7/12 014-08 

309 土師器 llllA 橙5YR7/6 4/12 019-05 

310 土師器 IDIA 橙5YR7/8 10/12 亨

Jll 土師器 皿A 橙7$YR7/6 ほぼ完形 007-08 

312土師器 lilA 橙75YR7/6 5112 024-04 

313土師器 111A 橙5YR7/6 5/12 017-07 

314土緬器 lllA 橙2.5YR7/8 完彩 003-01 

315土箇器 皿A 橙5YR7/8 完形 004-03 

316土師器 IDlA 橙5YR7/6 6/12 015-02 

317土師器 llllA 橙5YR6/6 ほIf¥も形 014-01 

318土師器 llllA 橙5YR6/6 5112 017-01 

319土師器 皿B 橙5YR6/6 U高縁台部6113/212 017祁

320土緬器 IDlB 橙5YR6/8

321土師器 11118 橙5YR7/6

322土師器 IDlB にぶい橙7.5YR7/4

323士師器 1118 橙5YR6/6

324土輝器 lllB 橙SY郎/8

325土師器 橙5YR7/6

認土師器 橙5YR6/8

四土師器 橙5YR7/8

328土師器 甕A 浅黄橙 IOYRS/4

329士師器 甕A 浅黄橙 lOYRS/3

浅黄橙 IOYRS/4

良好 浅黄糧 10YR8/4

24B - 精良 良好 黄橙 IOYR8/4

29.1 - Hく色含粒む少il1、ウンモ多 良好 浅黄橙 IOYR8/4

26.0 - にぶい黄橙 lOYR7/4 5/12 蜘 l

浅黄橙 IOYR8/4 9/12 お碑

262 - 橙75YR716 3/12 055-01 

壺8 S0 K884IV -2 NVIn● 21 橙 7~YR7/6 D'51~* 12 051-01 

338土師器 壺B SS K884IO -2 vl8 浅黄橙 IOYR8/4 2/12 057-02 

339土師器 壺B oS voo10 』-9 vl8 浅貴橙 lOYRS/4 3/12 

340 土師器 甑

341 灰柚附器 椀
VS iK H~ IO -ヽ2• "v"l8 ・" 

白色粒含む

342 灰柚掏器 段皿 S IO -vl8 ffl良 亨SK8842 

343 灰釉陶器 椀 S 10 -vl8 白色砂粒少紐含む 良好 055-03 SK8842 

招 灰柚阻器 皿 S 10 -vl8 白色粒多く含む 良好 螂SK割42

345 緑釉掏器 段IDl SS K88410 -2 vl8 Ill凡硬質 良好 螂

346 緑釉阻器 段IDl S 10 -vl8 精緻．軟質 良好 001-01 Kll842 Nn2 

347緑釉掏器 皿 S lO -vl8 
白色粒多く含む` 硬質 良好 060-03 SK蹴 2

348緑軸陶器 椀 S IO -vl8 精良、やや軟質 良好SK8842 

349緑釉陶器 椀 S IO -vl8 精良、硬質K8842 N~93 
350緑釉陶召 椀 S IO -vl8 Ill良、硬質SK割42

351須息群 盤A

352緑釉陶器 火舎 1/12 061-01 

353金属製品 鉄鎌 060-07 

354土緬器 杯A 赤色斑粒少批含む 良好 橙5YR6/8 2/12 内面に開斑 田碑

橙5YR7/8 2112 OOii-Ol 

橙75YR716 6112 年

I白色粒多く含む I良好 I橙5YR6/8 ほぼ完形 内面約1/21こ黒斑 035-03 

浅黄橙 IOYR8/4 iJ , 2/12 035-116 5/12 

ll9土師器 椀A S;::. K885JV -1 Ul0 橙 7~YR7/6 2/12 底郁外面に黒斑 G畑

36()土師器 IIIA SS K汎105-1 ul8 17.l 1.7 - 貨橙7.IYR7/8 3/12 四

第Il-10表第140次調査区出土遣物観察表 (6)
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』整• 技法の特徴 I 胎 土 焼成 残存度 備考 i~ 
白色粒多く含む 良好 底部外面に三又トチン痕 035-09 

3621灰釉困器 IIll S ; K885lO -l vl8 白色砂粒多く含む 良好 底痕A歪うみ部、記大外号内面面にに三「又十」トチ字形ンの035-10 

3631/A患器 杯A "S "IO '"-' ul8 白色粒多く含む 良好 03,-08 

白色砂粒多〈含む 良好 031 JO 

白色粒多く含む 良好 031-09 

366土師器 杯 12.5 2.5 内面一部黙化 034-02 

361土師器 杯A 14.7 2.5 橙5YR6/8 1/12 OJI.ff/ 

368土師器 杯A 15.0 2.5 橙5YR6/8 2/12 031-02 

369士師器 杯A 14.6 - 橙7.5YR7/6 2/12 031-04 

刃0±師器 杯A 14.0 29 橙5YR7/8 Vl2 031-05 

刃I土師器 皿A 15.1 I~ 橙7.5YR7/6 3/12 031-03 

'S/2 土師器 甕A 橙7.5YR6/8 2/12 031約

373土師器 椀A 14.2 3.6 黄橙7.5YR7/8 日縁 1ヽ1./,12 033-06 

374土師器 椀A 3.9 - 黄橙7.5YR7/8 小片 032-04 

375土師器 皿A IS.I 2.0 橙5YR6/8 8/12 032-06 

'J/6土師器 皿A 16.3 2.0 橙7.5YR6/6 3/12 03砥

打7土師器 杯A 15.8 3.4 橙5YR6/8 7/12 034-01 

?{18 土師器 甕 25.8― 浅黄橙 lOYR8/4 3/12 032-08 

379 土師器 甕A 13.4 - 3/12 

380 黒色土器 椀 1J古縁ム部=5/•12 033-05 

高台片 033-01 

2/12 033-03 

383土師器 皿A S 10 -xl6 20.l 22 橙5YR6/8 1/12 033-02 S88859 

384土師器 椀A SS 8886IO -1 yl8 140 3.5 明赤掲25YR5/8 5/12 032釘

385士師器 杯A SS B臨IO-I x!S にぶい洲橙 IOYR7/4 3/12 032-01 

386土師器 椀A SS Bl10 沿団-xl6 13.0 3.5 橙5YR6/8 2/12 032-03 

387土師器 椀A SS 88858 IO -yl7 16.9 3.4 2/12 032-02 

388緑釉掏器 llil S 10 -yl7 口緑小片 内面に陰刻 031-11 s 
389土師器 杯A SS 8886IO-2 Nwol.7 9 14.9 2.7 ほIr,も形 031-01 

390土師器 杯A SS 888610 -2 Nwol.9 ID 14.6 2.5 橙7.5YR7/6

391土師器 杯A S 10 -w!9 橙7.5YR7/6S88862 No.12 

392 土師器 杯A S IO-wl9 14.4 32 橙5YR6/8 ほほ完形 030-06 88862 No.9 

393 土師器 杯A S IO -wl9 14.0 3.0 橙7.5YR7/6 完形 叫SR郎01『No.13

394土師器 杯A S 10 -wl9 117 33 橙5YR7/6 10/12 030-10 S8886?. No.4 

395 土師器 椀A S 10 -wl9 17.0 4.0 橙75YR7/6 4/12 四B8862 No2 

396土師器 皿A S 10 -wl9 142 1.6 橙5YR6/6 完形 四 lS88862 Nn5 

団土師器 皿A S 10 -wl9 14.4 1.5 橙5YR6/8 6/12 寧SB臨 2No.6 

398土師器 皿A S IO -wl9 浅黄橙7.5YR8/6 ほぼ完形 030-05 S88862 oil 

399土師器 IIlA S IO -wl9 030-02 S88862 No.5 

400灰釉阻器 皿 SS 888610 -2 wl9 
No.I 033-rJ/ 

401緑釉掏器 皿 S 10 -wl9 
033-08 S 2 No3 

402土師器 杯G S lO -xl4 P3 14B 4.6 口縁端部に煤付沿 034-08 

4().1土師器 杯A S 10 -w17 P4 14.0 2.8 完形 034-03 

404土師器 杯A S IO -wl7 P4 152 橙5YR6/8 6/12 034-06 

405土師器 椀A S 10 -wl7 P4 14.0 32 橙7.5YR7/6 10/12 034-05 

406土師器 皿A S IO -wl7 P4 15.0 浅黄橙 lOYRS/4 l0/12 昭舷

4fll土師器 甕A S 10 -wl7 P4 119 - 浅黄橙 lOYR8/4 4/12 如

4⑱ 緑釉困器 皿 包S^IO ＇ -vl8 宅抽オrリ・ー!:Iプ.、緑古瓜8207 C.VDA l'l 1/12 SK8842直J:出土 031-08 

第n-11表第14 0次調査区出土遺物観察表 (7)
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写真図版IIー 1 第 14 0次調査遺構 (1)

調査区遠景（上空南から）

調査区全景（上空から）

-38 -



第14 0次調査遺構 (2) 写真図版Ilー 2

調査区全景（北から）
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写真図版1Iー 3 第14 0次調査 遺構 (3)

S B 8854・8855 (西から）

S B 8858・8859・8860 (西から）
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第14 0次調査 遺構 (4) 写真図版IIー 4

S B 8861・8862・8863 (西から）

SK 8842 (西から）
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写真図版1Iー 5 第 14 0次調査遺物 (1)

26 31 

25 28 29 

42 

- 49 

50 

33 
66 

61 63 
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第 140次調査遺物 (2) 写真図版IIー 6

165 

234 

207 

201 
206 

こ I
327 

325 

,

326 

鴫l,, 319 
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写真図版1Iー 7 第 14 0次調査遺物 (3)

331 330 

に 333 

346 

328 

343 

344 

334 

,i 

u
 

339 338 
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348 349 

350 

408 352 
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写真図版lIー 8 第14 0次調査 遺物 (4)
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m 第141次調在
(6AG9・H9 中垣内地区）

1 調査の経緯と経過

第141次調査は、斎宮歴史博物館から南に約500

m、明和町竹川字中垣内に所在し、現況は畑地であっ

た。一昨年度から、史跡西部地域の解明のため、調

査を行っている。本調査はその2年目にあたる。第

137次調査を行った部分の最も南より、さらに南の

近鉄線に近い場所で調査を行った。調査区について

は、幅4mのトレンチとした。第VI系旧国土座標の

方向に合わせて、斎宮跡で設定している大・小地区

にほぼ沿うように調査区を設定した（第I-4、皿

-1図参照）。調査面積は533面であった。調査は、

平成15(2003)年8月19日に開始し、同年11月

12日に現地作業を終了した。現地説明会は同年10

月25日に行い、 133名の参加を得た。

2 調査区の層位

0.30-0.40 m程度の耕作土を除去後、黒褐色あ

るいは黒色土層 (10YR3/lなど）を 0.20-0.50 

m程度確認した。黒褐色土層のほぽ直下で橙色土

(5YR6/6)あるいは黄褐色土 (2.5Y5/6)の遺構検

出面（第2検出面）を確認した。これらを検出する

途上で、黒褐色土層直上の一部でも遺構を検出する

ことができた（第1検出面）。なお、レベル的には

高低があるものの時期差ではなく、遺構の確認がで

17 v/wlxlvla b/c d e f g h I .I . k I m n 
18 G ， 
19 

20 

21 

22 

0 p 

きるかできないかの差である。本来ならば、黒褐色

あるいは黒色土上面での検出がなされなければいけ

ないのだろうが、遺構検出面と遺構の埋土が同系統

の色調であるため判別が困難なのである。また、土

層の状況から、遺構検出面のレベルが西から東に

徐々に低くなっていくことがわかる。

3遺構

第141次調査では、弥生時代から中世にわたる時

期の遺構を確認した。ここでは、主だった遺構を報

告するにとどめ、本文中に記載がないものについて

は、掲載の遺構一覧表などを参照していただきたい。

なお、遺構の時期を決定するにあたり、古代の土器

については、斎宮編年Illを参照し、斎宮0-0段階

という表記をしている。

(1)第1検出面の遺構

黒褐色土の上面で検出できた遺構群については、

掘立柱建物・溝•土坑である。所属時期については、

平安～中世というように時期幅がある。ここでは掘

立柱建物について報告をする。

SB 8946 調査区外の南に延びていくと考えられ、

南北に 1間以上、東西2間の総柱建物が想定できよ

う。調査区内では東• 西側の柱列 1間、北側の柱列

2間分を確認した。柱掘形は径0.48-0.82mの円

形で、柱痕跡は調査区内すべてで確認でき、径0.22

q r I s I t U V w X y a I b c d I e I f o h I i i k I 
H 9 I ， 

コvド,カ,濠.,,,,_9;;3心

宝論叫
23 

24 

Li.I松 '!ciJ. 渫 隔 畠這 117 'J1 沿 I~,, :; ミ:：：:.ii. : 25 
粉 •• 

1 

2 

3 

4 

5 互
6 

7 G 10 H 1 0 I 10 

第1II一1図 第14 1次調査区 大地区・ゲリッド図 (1: 1,000) 
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第皿ー2図第14 1次調査区位置図 (1: 2,000) 
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第ill-4図第14 1次調査区遺構平面図第一検出面部分 (1: 200) 
10m 

-49・50 -



l
 

56.040 

I 

-162,190 -

S08878 

a
 

56,000 

I 

-162,200― 

―゚―
U
 

。

SZ8919 

2゚ 。 。4 。

SK8926 

SB8935 

Q
 

10m 

第m-5図第 14 1次調査区遺構平面図第二検出面部分 (1 : 200) 

-51・ 52 -



-0.36 mの円形を呈している。柱穴からいわゆる

ロクロ製土師器椀が出土していることから、斎宮皿

期に属するものと考えられる。

(2)第2検出面の遺構

a 古代以前の遺構

SH 8885 遺構の全体は検出できなかった。調

在区外の南に延びる、円形の竪穴住居と考えられ

る。調査区内で確認できた規模は東西6.14m、南北

2.22m、深さ 0.16-0.26mをはかる。遺構埋土は黒

褐色土であった。調査区内の床面の端には、幅0.15

-0.22 m、床面からの深さ O.ol-0.04mの壁周溝

を確認することができた。遺構の埋土から弥生土器

甕．壺が少量出土している。小片ばかりで判断に苦

しむが弥生時代中期に属するものと思われる。

SH 8886 調査区の制約があり遺構の全体は検出

できなかった。調査区の東に延びていく、円形の

竪穴住居と思われる。確認できた規模は東西4.4m、

南北5.68m、深さ 0.01-0.19 mをはかる。調査区

内の床面の端には、幅0.19-0.21 m、床面からの

深さ 0.02-0.03mの壁周溝を一部確認することが

できた。遺構埋土は黒褐色土であった。遺構のほぼ

中央に不整な楕円形の土坑を検出した。形状から炉

と考えられるが、埋土からの灰• 炭化物の出土や、

底部あるいは側面が火を受けての赤化も確認でき

なかった。遺構埋土からの遺物の出土は確認できな

かったため判断に苦しむが、 SH8885と同時期の

ものか。

SH 8892 調査区の制約で遺構の全てを検出する

に至っていない。調査区外の南• 北• 西方向に延び

ていく。時期の新しい遺構に切られているため、形

状の判別が難しいが、円形の竪穴住居と考えられ

る。調査区内で確認できた規模は東西4.60m、南北

3.95m、深さ 0.09-0.25mをはかる。遺構埋土は黒

褐色土であった。調査区内では壁周溝を確認するこ

とはできなかった。住居の中央と考えられる部分に

楕円形のSK8890があり、形状から炉と考えられ

る。埋土からの灰または炭化物の出土や、底部ある

いは側面が火を受けての赤化も確認できなかった。

遺構埋土から遺物の出土が確認できなかったため判

断に苦しむが、形状からSH8885と同時期であろう。

SH 8917 調査区の北側に延びていく円形の竪穴住

居か。後世の遺構SH8903、SD8906などに切られて

いた。調査区内で確認できた部分は、東西4.80m、南

北1.65m、深さ O.Dl-0.13mをはかる。遺構埋土は

黒褐色土であった。調査区内で確認できた床面の端

に、幅0.14-0.30 m、床面からの深さ O.D3-0.04m

の壁周溝を確認することができた。床面直上で、横

位でつぶれた状態の弥生土器壼 (2)が出土した。

-T 

万》 。゚
ob[ 
^
7ー・’い）

鳥ヽ`
u-i• 

E
N
.
C
L
 

↑
 

吋

a
 

b 
13.2m 

c
 

d 
13.2m 

la瓢冒鬱曇 麟響参瓢瓢冒Sm
第皿ー6図 第14 1次調査区 SB 8946平面・断面図 (1: 100) 

-53 -



00 
|← 

゜

。̀
9

0

0

 

l
 

0 
g 

SH8886 

E
 a・u 
q
 

゜ →I 

e 

こ》 ,---

□ 
SH8885 迄

1-

c
 

d 
12.8m 

第皿ー7図 第14 1次調査区 S H 8885・8886平面・断面図 1 : 50 

-54 -



遺構の時期は弥生時代中期に属するものと思われる。

S X 8880 幅1.81-1.92m、深さ 0.32-0.42mの

溝に囲まれた方形周溝墓と考えられる。調査区の

制約もあり、全体を検出することはできなかった

が周溝の屈曲部分が掘削されないものと思われる。

なお、周溝に囲まれたほぼ中央部に楕円形のSK

8883を確認した。埋土は周溝のものと同一で、主

体部の可能性がある。周溝、主体部は全掘していな

いため遺物の出土が少ないが、前述の竪穴住居跡群

と同時期と思われる。

b 古代の遺構

SB 8931 調査区内では東西 2 間• 南北2間の柱

列を確認した。柱穴については、柱掘形が長辺0.65

~0.78mの不整円形を呈し、柱痕跡は径 0.14~0.34

mの円形で、一部の柱穴で確認することができた。

調査区外の南に延びていく、桁行2間以上、梁行2

間の掘立柱建物になると考えられる。柱穴からの

出土遺物が少量で判断に苦しむが、斎宮II期の範

疇であろうか。柱穴の切り合いから判断すればSB

8932より新しい。

SB 8932 東西 2 間• 南北2間の総柱建物と考え

られる。建物東側の柱穴1ヶ所が未検出で、調査区

外の南に延びる。柱穴については、柱掘形が長辺0.53

~0.84 mの隅丸方形あるいは楕円形を呈し、柱痕
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跡は径0.15-0.25 mの円形で、一部の柱穴で確認

することができた。出土遺物が小片ばかりで判断に

苦しむが、斎宮I期のものと考えられる。また、こ

の建物の柱穴と重複する柱穴の存在があり、同じ場

所での建て替えなどの可能性がある。

SB 8933 調査区内では東西2間・ 南北l間分を

確認した。調査区外の北側に延びる掘立柱建物と考

えられる。柱穴については、柱掘形が長辺0.56-0.68

mの隅丸方形を呈し、柱痕跡は径0.18-0.34mの

円形で、一部の柱穴で確認することができた。東西

の柱列の柱穴lヶ所は、 SD8887に切られていて

検出することができなかった。出土遺物が小片ばか

りで判断に苦しむが、斎宮 I期のものと思われる。

SB 8934 調査区内では東西2間分を確認した。

調査区外の北側に延びる掘立柱建物と考えられる。

柱穴については、柱掘形が長辺0.64-0.77mの隅

丸方形を呈し、柱痕跡は径0.19-0.20mの円形で

あることが確認できた。出土遺物が小片ばかりで判

断に苦しむが、斎宮I期のものと考えられる。

SB 8935 調査区外に延びていくと考えられ、南

北に3間、東西3間の掘立柱建物が想定できよう。

調査区内では東• 南側の柱列2間、西側の柱列 l間

分を確認した。柱掘形は長辺0.72-0.92mの隅丸

方形あるいは楕円形を呈している。柱痕跡は径0.14

mの円形を呈し、一部の柱穴で確認することができ

た。柱穴からの出土遺物が小片ばかりで判断に苦し

むが、斎宮I期に属するものと思われる。

SB 8936 東西 3 間• 南北3間の総柱建物が想定

できよう。調査区内では北から3列目の東西束柱列

については、 3間分を確認することができた。柱

穴については、柱掘形が長辺0.56-1.08 mの隅丸

方形あるいは楕円形を呈している。柱痕跡は径0.15

-0.18 mの円形で、一部の柱穴で確認することが

できた。柱穴からの出土遺物が小片ばかりで判断に

苦しむが、斎宮I-2-3段階のものと考えられる。

SH 8884後世の遺構である SD 8567・8877など

に切られ判別が難しいが壁周溝が残存している部分

もあったので、竪穴住居と判断した。壁周溝は全周

に巡っているわけではないが北• 西• 南辺で確認で

きた。幅0.21-0.40m、深さは床面から 0.02-0.04

mの規模であった。平面形は、長辺4.90m、短辺4.08

mの隅の丸い長方形である。深さは遺構検出面より

0.09-0.25 mであった。寵跡については確認するこ

とはできなかった。埋土からは、斎宮 I-2段階に

属すると考えられる土師器皿・甕、弥生土器小片、

炭化物を少量ではあるが確認した。

SH 8888 調査区の制約があるため遺構の全部を

検出することはできなかった。平面形については、
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長辺4.36m、短辺3.80mの隅の丸い長方形である。

深さは遺構検出面から 0.14-0.30 mであった。壁

周溝は確認することができなかった。寵跡について

は、北辺のほぼ中央でみられた。火熱を受け赤変し

ている部分が北端にみられ硬化が一部ではあるが確

認できた。また、寵部分から東へ約 lmのところで、

寵跡の半分程度をもう l基確認した。所属時期の新

旧は判然としないが、竪穴住居が重複していたので

あろう。埋土からは、斎宮 I-2段階と思われる土

師器杯·皿·甕•高杯や須恵器杯蓋の出土を確認した。

SH 8891 調査区の制約やSD8887などの後世の

,sQ゚ー。
\{鱈虞戸u~

。
d) 
a oooO O 

遺構に切られているため遺構の全体を確認すること

はできなかったが、平面形については、長辺4.72m、

短辺3.8mの隅の丸い長方形であろう。深さは遺構

検出面より 0.19-0.26 mであった。寵跡について

は確認することはできなかった。埋土からは、斎宮

I -2 段階に属すると考えられる土師器杯•皿・甕•

甑•高杯や須恵器杯・杯蓋、また弥生土器壼片が出

土した。

SH 8893 調査区の制約、近現代の井戸や中近世

の溝に切られているため遺構の全容は判然としない

が、竪穴住居跡の北西隅と思われる部分を確認する
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ことができた。平面形は隅丸方形であろうか。東西

2.24m、南北1.70mを確認することができた。深

さは遺構検出面から 0.09-0.25mであった。壁周

溝は確認することができなかった。近現代の井戸に

切られる状況であるため全体は判然としないが、寵

跡の基底部半分程度を確認することができた。西側

の袖を補強するためであろうか、土師器甕が逆位で

据え付けてあった。支柱石についても 1ヶ所確認す

ることができた。埋土からは、斎宮I期に属すると

考えられる土師器皿・甕や弥生土器壼・甕片を少量

ではあるが確認した。

SH 8903 調査区の制約もあり、遺構の全体を確

認することはできなかった。平面形は隅丸方形で、

一辺4.84mの規模がある。深さは遺構検出面より

0.24-0.32 mであった。壁周溝については、調査

区内で確認した部分の全てを巡っていた。幅0.30

-0.48m、深さは床面から 0.08-0.11 mであった。

寵跡は確認することはできなかった。埋土からは、

斎宮 I-2-3段階に属すると考えられる土師器

杯・甕• 鍋や須恵器甕• 高杯、土錘や弥生土器壼・

甕片も出土した。

SH 8920 調査区の西端で一部を検出した。調査

区の制約もあり、遺構の全体を確認することはでき

なかったが、遺構の規模や形状から竪穴住居と判断

した。調査区内では住居跡の東南隅と思われる部分

を確認することができた。平面形は隅丸方形であろ

う。東西1.32m、南北2.8mを検出することができた。

深さは遺構検出面から0.18-0.22mであった。壁周

溝や寵跡は確認することができなかった。埋土から

は、斎宮I-3-4段階に属すると考えられる土師

器杯• 皿・ 甕、弥生土器壼片が出土した。

SH 8925 調査区の制約もあり、遺構の全ての検

出はできなかった。調査区内では竪穴住居跡の東南

隅と思われる部分を検出した。平面形については隅

丸方形と思われる。東西3.14m、南北4.06mの部

分を確認することができた。深さは遺構検出面か

ら0.15-0.22mであった。壁周溝については、調

査区内で確認した部分の全てを巡っていた。幅0.30

-0.36m、深さは床面から 0.18-0.38mの規模で

あった。寵跡については東辺に基底部を確認するこ

とができた。埋土からは、斎宮 I-2-3段階に属

すると考えられる土師器杯•皿·甕·甑が出土した。
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なお、隣接するSH8928に切られていた。

SH 8928 調査区の制約もあり、遺構全体を確認

することはできなかった。遺構の東辺と西辺には、

壁周溝と考えられる溝を確認することができた。こ

のことや遺構の形状から、竪穴住居であると判断し

た。結果的に、この住居跡の中央を調査区が横断す

ることとなった。一辺5.90mをはかり、深さは遺構

検出面から 0.20-0.28mであった。壁周溝につい

ては、調査区内で確認した部分の全てでみられた。

幅0.19-0.50 m、深さは床面から 0.08-0.10 mの

規模であった。寵跡については東辺に確認すること

ができたが、床面が円形に赤変していた部分と若干

の窪みのみの残存状況であった。埋土からは、斎宮

I -2 段階に属すると考えられる土師器杯•皿·甕・

甑• 鍋•高杯・鍔付円筒土器や須恵器杯・甕が出土

した。

SF 8945 過去の調査成果から、北は通称奈良古

道の付近、南は近鉄の線路周辺にまで延びる直線

的な道路遺構と考えられる。 SD8879が西、 SD

8929が東の側溝にあたるものであろう。 SD8879 

は幅0.48-0.65m、深さは遺構検出面から 0.25-

0.54m、一方SD8929は幅0.31m、深さは遺構検

出面から 0.06-0.11mの規模であった。 SD8929 

については、後世の遺構SD8878などに切られて

いることもあって残りが良くない。 SD8879とS

D 8929の間が道路となり、溝心心8.1mの幅員が

ある。調査区内の成果や過去の調査成果においても

道路の硬化面は確認されていない。 SD8879の埋

土から、斎宮 I-2-3段階に属すると考えられる

土師器杯・甕や須恵器甕が出土した。

S Z 8919 調査区の制約もあり、遺構の全体を確

認することはできなかった。また、同系統の色調の

埋土であり、平面及び断面を観察しても切り合い関

係が判然としなかったため、「落ち込み」とした。

-el 

黒褐色土 7.5YR3/1、
橙色土5YR6/6ブロック混入

2 黒褐色土 7.5YR3/2、
橙色土5YR6/6混入

3 黒色土 7.5YR2/1

4 褐色土 7.5YR4/3 0 
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第皿ー 13図 第14 1次調査区 SH  8884 平面•断面図 (1 : 50) 
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遺物についても「落ち込み」と一括して取り上げた。

埋土からは、弥生時代中期の土器から室町期までの

遺物が混在している。弥生、古代、中世の遺構が複

数重複していることが想定できよう。遺構群の切り

合い関係については、周辺の面的調査の結果を待ち

たいと思う。

c 中世の遺構

SB 8937 調査区内では東西7間・南北2間分の

柱列を確認した。柱穴については、柱掘形が径0.21

-0.44 mの円形を呈し、柱痕跡は径0.12-0.15 m 

の円形で、一部の柱穴で確認することができた。ま

た、根石についても一部の柱穴で確認することがで

きた。調査区外の南に延びていく、東西7間・南北

2間以上の総柱建物になると思われるが、建物方向

の揃った2棟である可能性もある。本報告では 1棟

として報告するが、周辺の面的調査の結果を待ちた

い。柱穴からの出土遺物から、斎宮II期に属すると

考えられる土師器甕が出土しているものの、柱穴の

規模や形状、周辺の建物群との関係も踏まえ、中世

以降の建物と考えたい。

SB 8938 調査区の制約で柱穴の全てを確認する

ことはできなかった。調査区内では東西6間・ 南北

2間分の柱列を確認した。柱穴については、径0.26

~0.51 mの円形を呈していた。柱痕跡及び根石に

ついては確認することができなかった。調査区外の

南に延びていく、東西6間・南北2間以上の総柱建

物になると思われるが、建物方向の揃った2棟であ

る可能性もある。本稿では 1棟として報告するが、

周辺の調査の進捗を待ちたい。柱穴からの出土遺物

については、室町期のものと考えられる土師器小皿

片を確認した。

SB 8939 調査区内では東西 3 間• 南北2間の柱

列を確認した。調査区外の南に延びていく、東西3

間、南北2間以上の掘立柱建物になるものと考えら

れる。柱穴については、径 0.26~0.51 mの円形を

呈していた。根石については一部の柱穴で確認する

ことができた。柱穴の埋土からは、室町期のものと

考えられる土師器小皿が出土した。

SB 8940 調査区内では東西3間の柱列を確認し

た。調査区外の南に延びていく、東西3間・南北l

_l_ 
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間以上の掘立柱建物になると思われる。柱穴につい

ては、径0.20-0.28mの円形を呈し、根石につい

ても一部の柱穴で確認することができた。建物の全

容については、周辺の調査の進捗を待ちたい。調査

区内の柱穴から遺物の出土がないため、所属時期の

判断に苦しむが、柱穴の規模や形状、周辺の建物群

との関係も踏まえ、中世以降の建物であろう。

SB 8941 調査区内では東西2間分の柱列を確認

El 

ol 
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通番遺構番号 性格 次致 調査時遺構名 地区 ゲリッド 時期 斎宮編年 遣構の性格・遺物 • その他
SK 8870 土坑 141 土坑43 H9 e25 奈良 I 弥生土器、土師器杯・甕が出土。

SD 8871 溝 141 溝l H9 w25 室町 土師器甕• 皿•小皿、須恵器杯、陶器片が出土。
SD 8872 溝 141 溝2 H9 v25 平安後 m. 3 土師器皿・甕• 台付皿か椀• 小皿、須恵器台付杯が出土。
SD 8873 溝 141 溝3 H9 x25 室町 土師器皿・甕、須恵器甕が出土。出土遺物の時期幅あり。

SD 8874 溝 141 溝4 H9 w25 平安末～室町 土師器小皿・甕•南伊勢系皿、陶器片、山茶椀が出土。
SD 8567 溝 137 溝5 H9・10 y22-yl 鎌倉 土師器甕が出土。出土遺物の時期幅あり。

SD 8875 溝 141 溝6 H9 u25 室町 土師器甕．杯•南伊勢系皿、土錘、陶器片が出土。

SD 8876 溝 141 溝7 H9 f23 室町 土師器甕・ 皿•南伊勢系小皿、須恵器小片が出土。
SD 8877 溝 141 溝8 H9・10 y24-yl 中世？ 遺物なし。

SD 8878 溝 141 溝9 H9・10 y25-yl 中世？ 遺物なし。

SD碑 溝 137 溝10 H9 y22 古代～鎌倉 山茶椀、陶器片が出土。

SD 8879 溝 141 溝11 H9 y25-x25 奈良前～中 I -2-3 土師器甕、須恵器壺・甕、弥生土器片が出土。西側道路側溝。

S X 8880 方形周 141 周溝墓12 H9 q24-r24 弥生中期 弥生土器甕・壺が出土。溝墓

SK 8881 土坑 141 土坑61 H9 滋-24室町 土師器甑・甕、南伊勢系鍋、陶器が出土。

SK 8882 土坑 141 土坑14 H9 q24 鎌倉 土師器皿、須恵器杯蓋、陶器片、山茶椀、南伊勢系皿•小皿が出土。

SK 8883 土坑 141 土坑15 H9 q24 弥生中期 方形周溝墓の主体部？

SD 8887 溝 141 溝19 H9 n23 鎌倉～室町 山茶椀 (6-7 型式）、土師器（南伊勢系）鍋体部・皿•小皿が出土。

SD 8889 溝 141 溝21 H9 m23 中世？ SH8892を切る。掘削中に消滅。

SK 8890 土坑 141 土坑22 H9 123 奈良 I 弥生壺、土師器甕、須恵器杯が出土。

SD 8894 溝 141 溝26 H9 i25. j25 奈良 I 土師器皿・甕が出土。

SD 8895 溝 141 溝27 H9 必-i25 奈良前～中 I -2-3 土師器皿・ 甕、須恵器蓋が出土。

SD 8896 溝 141 溝28 H9 g25 奈良 I 土師器杯小片、弥生小片が出土。

SK 8897 土坑 141 土坑29 H9 e25 中世 土師器甕、陶器片が出土。

SD 8898 溝 141 溝30 H9 123 奈良 I 弥生小片、土師器甕が出土。

SK 8899 土坑 141 土坑31 H9 024 奈良 I 土師器甕・ 杯、弥生壺• 甕が出土。

SD 8900 溝 141 溝32 H9 j25 鎌倉～室町 土師器甕• 皿、山茶椀 (6型式）、陶器片が出土。

SD 8901 溝 141 溝33 H9 h25 中世？ SH8903・8917を切る。調査中に消滅。

SD 8902 溝 141 溝34 H9 h25 奈良前～中 I -2-3 土師器杯・ 皿•高杯が出土。

SK 8904 土坑 141 土坑36 H9 g25 奈良 I 土師器杯・甕が出土。調査中にSB8936を構成する柱穴に。

SK 8905 土坑 141 土坑37 H9 g25 奈良 I 土師器甕、須恵器小片が出土。調査中に消滅。

SD 8906 溝 141 溝38 H9 £25 奈良 I 土師器甕が出土。調査中に5B8936を構成する柱穴に。

SD 8907 溝 141 溝39 H9 f25. g25 奈良前 I -2 土師器皿・ 甕・鍋、弥生壺• 甕が出土。 SD8906と同ーか。

SK 8908 土坑 141 土坑40 H9 f25 奈良 SB 8935を構成する柱穴に。

SK 8909 土坑 141 土坑41 H9 e25 奈良中～後 I・3-4 土師器鍋・ 杯、須恵器甕．杯蓋が出土。

SK 8910 土坑 141 土坑42 H9 c25 奈良～鎌倉 土師器甕・ 皿、須恵器杯、山茶椀が出土。

SK 8911 土坑 141 土坑43 H9 b25 平安後 ill-3 土師器甕•杯、弥生甕・壺が出土。

SD 8912 溝 141 溝44 H9 a25 奈良 I 土師器甕．皿が出土。

SD 8913 溝 141 溝45 H9 a25 奈良 I -2 土師器甕・杯•皿、須恵器台付杯・甕・杯蓋•壺が出土。調査中に消滅。

SD 8914 溝 141 溝46 H9 x25 奈良 I -2 土師器皿・甕、須恵器杯・ 甕が出土。調査中に消滅。

SD 8915 溝 141 溝47 H9 x25 奈良 I -2-3 土師器杯蓋・甕、須恵器甕体部片が出土。調査中に消滅。

SK 8916 土坑 141 土坑48 H9 £25 奈良 I 弥生壺、土師器甕が出土。調査中に5B8936を構成する柱穴に。

SD 8918 溝 141 溝50 H9 i25 鎌倉 土師器甕．皿、山茶椀 (6-7型式）が出土。

S Z 8919 落ち込 141 落ち込み51 H9 b25 弥生中期～室町
土師器長胴甕·甕·杯蓋・杯・皿•鍋、須恵器甕・杯・壺・杯蓋が出土。

み 複数の遺構の重複。出土遺物の時期幅あり。

SD 8921 溝 141 溝53 G9 x25 中世？ 遺物なし。

SD 8922 溝 141 溝54 H9 a25・b25 奈良前～中 I -2-3 土師器高杯、須恵器杯蓋が出土。

SD 8923 溝 141 溝55 H9 i25 奈良 I 土師器甕• 皿が出土。

SK 8924 土坑 141 土坑56 H9 b25 奈良 I 土師器甕・ 杯が出土。

SK 8926 土坑 141 土坑58 H9 j25 奈良 I -2-3 土師器甕• 皿が出土。

SK 8927 土坑 141 土坑59 H9 b25 弥生 弥生土器甕が出土。

SD 8929 土坑 141 溝13 HlO yl 奈良 I 遺物なし。東側道路側溝。

SK 8930 土坑 141 土坑62 H9 x25 鎌倉 土師器皿・ 甕、山茶椀 (6型式）が出土。

SD 8943 溝 141 溝78 G9 x25 不明 遺物なし。

SF 8945 道路 141 H9・10
x25-y25 
奈良 I -2-3 S D 8879・8929が側溝に相当。yl 

第m-1表第14 1次調査区遺構一覧表
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通番 調査時
地区 ゲリット・

規模 (m) 建物方向
深さ(m) 柱穴 カマド 時期 斎宮編年 特記事項

遺構番号 番号 （東西x南北） （北から）

SH 8884 竪穴 16 H9 x25-y25 4.08 X 4.90 N39.2'E 0.09-0.25 奈良前 I -2 土師器甕• 皿、弥生片、炭化物が出土。

SH 8885 竪穴17 H9 u25-v25 6.14 X 2.22+ 0.16-0.26 弥生 弥生土器壺が出土。壁周溝検出。

SH 8886 竪穴18 H9 
s24 4.68+ X 4.52+ 0.01 -0.19 弥生 壁周溝及び炉跡検出。
t23-24 

SH 8888 竪穴20 H9 023-24 4.36 X 3.8 Nl8.0'E 0.14-0.30 北 奈良前 I -2 土師器甕• 皿•高杯、須恵器杯蓋が出土。

SH 8891 竪穴23 H9 n23-o23 4.72 X 3.98 Nl8.0'E 0.19-0.26 奈良前 I -2 
土師器杯・ 皿•高杯· 甕・甑、須恵器杯蓋・
杯、弥生土器壺が出土。

SH 8892 竪穴24 H9 m23 4.6+ X 3.95+ 0.03-0.06 弥生 遺物少罷。炉跡検出。混入遺物あり。

SH 8893 竪穴25 H9 123-m23 2.24+ X 1.70+ N34.4°E 0.09-0.25 北東 奈良 I 土師器皿・甕、弥生土器壺・甕が出土。

SH 8903 竪穴35 H9 h25 4.84 X 3.82+ N31.2°E 0.24-0.32 奈良崩～中 I -2-3 
土師器甕・杯• 鍋、須恵器高杯・甕、弥
生土器片、土錘が出土。

SH 8917 竪穴49 H9 g25 4.0+ X 1.65+ O.Dl-0.13 弥生中期 弥生土器壺、士師器杯・甑・ 甕が出土。

SH 8920 竪穴52 G9 x25 1.32+ X 2.80+ N210°E 0.18-0.22 奈良巾～後 I -3-4 弥生土器壺、士師器杯・甕が出土。

SH 8925 竪穴57 H9 a25-b25 3.14+ X 4.06 Nl6.3'E 0.20-0.22 南東 奈良揃～中 I・2-3 土師器杯• 皿・甕・ 甑が出土。

SH 8928 竪穴60 H9 a25 5.04 X 4.12+ Nl6.l0 E 0.20-0.28 南東 奈良前 I -2 
土師器皿・杯•高杯・甕·甑•鍋、須恵器甕・
杯が出土。

SH 8576 H9y22pit H9 y22 3.00 X 300 N41.0'E 0.20-0.22 南？ 奈良 I 第137次調査で検出。

SH 8944 H9 023-24 X 

゜
奈良？ カマドのみ検出。 SH8888と重複。

第 11I — 2表 第14 1次調査区竪穴住居一覧表

贔贔 整遺構理時名 地区 グリッド ピット番号 ピット遺物の時期 蒻 東西間(m規)x模甫北間(m) （東西柱ー間南北） 主軸 (N方基位準） 備 考

t24 pitl2 IIの範略

SB8931 掘立柱建物66 H9 t25 pit9 II ? 2(42) x2+ (4.2) 2.1-2.1 南北 N34.5'E SB8932より新しい。

s24 pit2 

SB8932 掘立柱建物67 H9 s24 p10it4. ・5・7・ 11・14 pitl4: Iの範喘 I 2(2.8) x2(28) 1.4-1.4 総柱建物

SB8933 掘立柱建物68 H9 
n23 pitlO Iの範疇

I 2(2.8) X 1 + (1.4) 1.4-1.4 
023 pit3 Iの範疇

SB8934 掘立柱建物69 H9 m23 pit2・8 Iの範疇 I 2(2.8) X * 1.4-* 

5B8935 掘立柱建物70 H9 
f25 pSiKt789・0108 、 Iの範疇

I 3(5.4) x3(4.5) 1.8-1.5 
h25 pitl5・16・17 Iの範離

f25 
SpiKt989 ・11、
16、 Iの範疇

5D8906 
SB8936 掘立柱建物71 H9 

pSiKtll890・4 17・19、
I -2-3 3(48) x3(4.8) 1.6-1.6 総柱建物

g25 I -2-3 

h25 pitl4 Iの範略

p24 pitl7 

5B8937 掘立柱建物72 H9 
q24 pit5 

中世 7(14.0) X2+(2.8) 2.0-1.4 東西 Nl3.5'E 総柱建物
r24 pit3 pitl6: IIIの範疇

s24 pitl2 

024 pit21・24 pit21: 土師器小皿、室町

SB8938 掘立柱建物73 H9 
p24 pit3 

室町 6(12.6) xz+ (3.4) 1.6-2.0-2.2 東西 Nl0.3'E 総柱建物
q24 pit7・13 pitl3: 土師器小皿、室町

r24 pitl9 pitl9: 土師器小皿、室町

SB8939 拇立柱建物74 H9 q24 p15it8・ ・10・ 17 pitl7: 土師器小皿、室町 室町 3(4.8) x2+ (3.6) lふ1.6・2.0 南北 Nl4.4'E 総柱建物

SB8940 掘立柱建物75 H9 r24 pit9 pit9: 土師器小lill 中世 4(8.Q) + X * 2.0-* 東西 Nll.O'E 
SB8941 楓立柱建物76 H9 024 p1t25 中世 2(4.0) + X * 2.0-* 東西 Nl3.5" E 
SB8942 掘立柱建物77 H9 p24 pitl5・19 中世 2(4.0) + X * 2.0-* 東西 Nl3.5゚ E
掘立柱建物65

u25 pit2・4 
2(4.6) X 1 + (2.3) 南北 総柱建物SB8946 H9 

pit6. Dクn製土師器椀、皿開
皿 2.3-2.3 Nl3.9°E 

v25 pit5・6 

第皿ー3表第14 1次調査区掘立柱建物一覧表
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した。調査区外の南に延びていく、東西 2 間• 南北

l間以上の掘立柱建物になると思われる。柱穴につ

いては、径0.20-0.28mの円形を呈していた。根

石については一部の柱穴で確認することができた。

建物の全容については、周辺の面的調査の成果を待

ちたいと思う。調査区内の柱穴から遺物の出土がな

いため、所属時期の判断に苦しむが、柱穴の規模や

形状、周辺の建物群との関係も踏まえ、中世以降の

建物と思われる。

SB 8942 調査区内では東西2間分の柱列を確認

した。柱穴については、径0.20-0.28mの円形を

呈していた。調査区外の南に延びていく、東西2間・

南北l間以上の掘立柱建物になると思われる。建物

の全容については、周辺の調査の進捗を待ちたいと

思う。調査区内の柱穴から遺物の出土がないため、

所属時期の判断に苦しむが、柱穴の規模や形状、周

辺の建物群との関係も踏まえ、中世以降の建物と考

えたい。

4 遺物

第141次調査区からの出土遺物は、整理箱に換算

して約70箱である。内訳は大部分が土器類で、石器、

金属製品が少量出土している。

ここでは、主だった遺物について、斎宮分類・編

年及び平城• 長岡• 平安京における編年を参照して

いる1210

SH 8885出土遺物 (1) 底部にまでミガキがみ

られる弥生土器壼か。弥生時代中期に属するもので

あろう。

SH 8917出土遺物 (2) 頸部には櫛状工具によ

る直線文、体部上半には流水状の文様が施されてい

る弥生土器壼である。伊勢皿様式前半(3)に属するも

のと考えられる。

SH 8917出土遺物 (3) 口縁部直下から頸部上

半にかけて、櫛状工具による直線文が施されている

弥生土器壼である。伊勢Il様式に比定できよう。

SH 8888出土遺物 (4-7) 4は土師器杯Gで

ある。口縁部がやや内弯気味のものである。 5は土

師器皿B。器面の残存が良好でないため調整は判然

としない。 6は土師器甕A。口縁端部に面がみられ

る。小形甕である。 7は須恵器杯蓋である。口縁部
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に小さいカエリがみられる。これらは、斎宮I-2 

段階に相当するものと考えられる。

SH 8891出土遺物 (8-14) 8は底部から口縁

部に向かい内弯気味に立ち上がる土師器杯G。9は

土師器皿B。器面の残存が良好でないため調整は判

然としない。 10は口縁端部に面取りがみられる土師

器甕Aである。 11は土師器甑の体部下半から底部に

かけてのものである。 12は口縁端部が直立気味の須

恵器杯蓋である。 13は須恵器杯G。底部から口縁部

に向かい内弯気味に立ち上がる。在地系のものと考

えられる。 14は高台の付く須恵器壼Kの底部片で

ある。これらは、斎宮I-2段階に比定できよう。

SH 8892出土遺物 (15) 底部がやや丸みをもち、

口縁端部がやや外反する須恵器杯Aである。斎宮 I

-2-3段階のものと思われる。混入遺物である。

SH 8903出土遺物 (16,...,21) 16は土師器杯G。

口縁部がやや内弯気味のものである。 17は土師器甕

Cか。口縁部が大きく外反し、端部には面がみられ

る。 18は口縁端部に面取りがみられる土師器鍋Aと

考えられる。 19は口縁端部が少し外反し、底部から

口縁部にかけてやや丸みのある須恵器杯である。こ

れらは、斎宮 I-2-3段階に相当しよう。 20は球

形の土玉である。 21は円筒状の土製土錘である。

SH 8925出土遺物 (22,...,26) 22は口縁部が外

傾気味の土師器皿Aである。 23は底部から口縁部

にかけてがやや内弯気味の土師器杯Gである。 24

は口縁部が大きく外反し体部が丸く張り出す小形の

土師器甕Aである。これらは、斎宮I-2段階に比

定できよう。 25は口縁部にカエリがみられる須恵

器杯蓋。美濃須衛窯産か。 26は須恵器平瓶である。

丸みを帯びた体部から斜め上方に口縁部が外反気味

に斜位に延びる。風船技法により製作されたもので

ある匹これらは7世紀末のものと思われる。

SH 8928出土遺物 (27・28) 27は土師器皿の底

部であろうか。底部外面に線刻がみられるが小片で

あるため全容は不明である。 28は口縁部から体部

上半にかけて直線的な土師器甑である。これらは、

斎宮 I-2段階のものと思われる。

SH 8920出土遺物 (29・30) 29は底部から口縁

部が内弯気味にたちあがる土師器杯Gである。 30

は小形の土師器甕Aである。口縁部の屈曲はそれほ



ど強くない。これらは、斎宮 I-3-4段階に相当

しよう。

SK 8909出土遺物 (31-33) 31は底部から口

縁祁にかけてが内弯気味にたちあがる土師器杯Gで

ある。32は小形の土師器甕Aである。口縁部の屈

曲はそれほど強くない。33は土師器高杯の脚部で

ある。脚内は中空で、裾部は水平に延びる。これら

は、斎宮 I-3-4段階に比定できよう 。

SD 8922出土遺物(34・35) 34は高杯脚部である。

脚内は中実で、裾部は水平に延び、端部は上方に若

干反る。杯部の内面には放射状暗文と螺旋状暗文が

施されている。35は口縁部にカエリがみられる須

恵器杯蓋。これらは、斎宮 I-2-3段階に比定で

きよう 。
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SD 8902出土遺物 (36-41) 36は土師器杯C

である。器面の残りは良好でないが、口縁部直下の

外面にケズリ、内面の底部近くにミガキがみられる。

37は口縁部が外反し、端部には面取りがみられる

土師器甕Cであろうか。38は土師器甕A。口縁部

が若干外傾気味で、体部が球形になるものである。

39は高杯脚部である。脚内は中空で、裾部は徐々

に広がっていくものである。外面にはハケメが施さ

れている。40は須恵器杯Gである。41は口縁部が

外反する須恵器高杯杯部である。これらは、斎宮 I

-2 ~ 3 段階の範疇と考えられるが、 41 は時期が

遡るものか。

SD 8907出土遺物 (42) 口縁部が外傾気味の土

師器杯Gである。斎宮 I-2段階に相当するもの

であろう 。

S K 8911出土遺物 (43) 口縁端部が内側に巻き

込むように肥厚している土師器甕である。斎宮皿一

3段階に比定できよう 。

SD 8872出土遺物 (44) 粗製の土師器皿である。

斎宮皿ー 3段階のものと思われる。

SB 8938出土遺物 (45) 仁l縁部ヨコナデの粗製

の土師器皿である。斎宮皿ー3段階に属するものと

考えられる。遺構の時期より遡るものである。

S K 8882出土遺物 (46-49) 46・47は底部か
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ら口縁部にかけて直線的に外反する薄手の土師器皿

である。 48は底部から口縁部にかけて直線的に外

反する通称「山茶椀」といわれている陶器椀である。

藤澤編年6型式に(5)相当しよう。49は陶器練鉢である。

これらは、概ね 13世紀前半に属するものと考えら

れる。 50は常滑産壼の口縁部付近のものである。

時期は若干遡るものか。

SD 8567出土遣物 (51,..., 54) 51は底部から口

縁部にかけて内弯している土師器皿である。器壁が

非常に薄いものである。伊藤編年IIb期叫こ相当し

よう。 52は底部外面に線刻がみられる土師器皿で

ある。斎宮 I期の範疇のものであろう。 53は緑釉

陶器の底部片である。皿の類か。斎宮II期に属する

ものと考えられる。 54は口縁端部が内側に巻き込

むように肥厚している土師器甕である。斎宮IIIー3

段階に相当するものか。

SD 8873 出土遣物 (55• 56) 55は底部から口縁

部にかけて内弯している土師器皿である。器壁が非

常に薄い。伊藤編年皿 a期に属するものであろう。

56は黒色土器椀の底部で、高台部分が残存してい

る。斎宮皿ー 1段階に相当しよう。

SD 8874出土遺物 (57,...,59) 57は底部から口

縁部にかけて直線的に外反する薄手の土師器皿であ

る。 13世紀前半のものと思われる。 58は口縁部か

ら頸部にかけて大きく屈曲する南伊勢系土師器鍋で

ある。伊藤編年第1段階71に属するものと考えられ

る。 59は「山茶椀」といわれている陶器椀である。

藤澤編年6-7型式に相当しよう。

SD 8875出土遣物 (60) 口縁部が大きく屈曲し、

口縁端部が上方に延びる薄手の南伊勢系土師器鍋で

ある。伊藤編年第4段階に属するものと思われる。

SD 8887出土遺物 (61,..., 70) 61は底部から口縁

部にかけて直線的に外傾する須恵器皿Bである。斎

宮I期1-2段階に相当するものと考えられる。 62

-65は底部から口縁部にかけて内弯している土師

器皿である。器壁が非常に薄いものである。伊藤編

年IIb期に相当しよう。 66は底部から口縁部にかけ

て直線的に外反する薄手の土師器皿である。 13世紀

代のものか。 67は口縁部から頸部にかけて大きく屈

曲する大形の南伊勢系土師器鍋である。伊藤編年第

l段階に属するものと思われる。 68-70は底部か
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ら口縁部にかけて直線的に外反する陶器椀で、通称

「山茶椀」である。藤澤編年6型式に相当しよう。

S Z 8919出土遣物 (71,..., 93) 先述のように、こ

の遺構については、複数遺構の重複であり、したがっ

て出土遺物の時期もかなりの時期幅がみられる。 71

は縄文土器の波状口縁の波頂部分である。外面には

沈線文が施されている。中津式期の範疇であろう。

72は磨製石斧。刃部のみ磨かれている。材質は、ハ

イアロクラスタイトと思われる。弥生時代に属する

ものと考えられる。 73は須恵器高杯である。脚部の

端部には、杯蓋のようなカエリがみられる。在地系

のものか。 7世紀前半のものであろう。 74は底部か

ら口縁部に向かい内弯気味に立ち上がる土師器杯G

である。 75・76は土師器杯Aである。ともに器面の

残存が良好ではないが、 76については、土器外面に

ミガキ、土器内面には暗文が一部で確認できる。 77

は口縁部が外傾する土師器高杯の杯部か。 78は面取

りされた脚部をもつ土師器高杯の脚部である。脚内

は中実で、裾部は水平に延びるものか。 79は鍔付円

筒形土器である。 80は口縁部が外反し丸底の小形の

土師器甕Aである。 81・82は大形の土師器甕C。ロ

縁部が屈曲し、端部に面がみられる。 83は土師器鍋

Bである。把手が2ヶ所残存している。 84は須恵器

杯蓋である。 85は須恵器杯蓋。天井部には高いツマ

ミがみられ、口縁端部のカエリは低く内折する。 86

は須恵器杯蓋。天井部には扁平なツマミがみられ、

口縁端部のカエリは直立する。 87は底部から口縁

部にかけて直線的に外反する須恵器杯Aである。 88

-90は底部から口縁部に向かい内弯気味に立ち上

がり、口縁端部が若干外反する須恵器杯Gである。

91は須恵器長頸壼である。在地系のものか。体部か

ら直線的に立ち上がり口縁端部付近で外反する。こ

れらは斎宮 I期1-2段階の範疇のものと考えられ

る。 92は底部から口縁部にかけて内弯している土師

器皿である。器壁が非常に薄いものである。伊藤編

年IIa期に相当しよう。 93は釘である。

柱穴出土遺物 (94,...,97) 94は平瓦である。古代

のものと考えられる。 95は底部から口縁部にかけ

て外傾する土師器皿Aである。斎宮II-1段階に属

するものと思われる。 96は通称「山茶椀」といわ

れている陶器椀である。藤澤編年5-6型式に相当



しよう。底部外面には「＋」の墨書がみられる。 97

は鉄鏃である。

上面包含眉出土遺物 (98-114) 第1検出面を検

出するまでに出土した遺物である。 98は円形の扁

平な敲石である。石材は砂岩系のものと考えられ

る。縄文時代に属するものか。 99は底部から口縁

部に向かい内弯気味に立ち上がる土師器杯Gであ

る。 100は口縁部が外傾する土師器杯Aである。内

面には暗文、外面はミガキがみられる。これらは、

斎宮I-2段階のものと考えられる。 101は土師器

杯である。 102は口縁部が外反し底部が平になる小

形の土師器甕Aである。これらは斎宮II期1-2段

階に比定できよう。 103は不明土製品である。土馬

の胴部である可能性がある。古代のものと思われる。

104は須恵器杯蓋。天井部には高いツマミがみられ、

口縁端部のカエリは低く内折する。 105は須恵器杯

蓋である。天井部には扁平なツマミがみられ、口縁

端部のカエリは直立する。 106は須恵器杯蓋。天井

部には扁平なツマミがみられ、口縁端部のカエリは

直線的に外反する。器高が低い。 107は口縁部が外

傾する須恵器皿である。尾北産と考えられる。 108

は底部から口縁部に向かい直線的に立ち上がり、ロ

縁端部が若干外反する須恵器杯である。 109は底部

から口縁部に向かい内弯しながら立ち上がり、口縁

端部が若干外反する須恵器杯である。金属器の写し

と考えられる。 llOは須恵器杯Bである。底部内面

に「x」の線刻が施されている。 lllは口縁部が短

く直立する須恵器短頸壼である。 ll2は脚が高い円

面硯である。これらは7世紀後半のもと考えられる。

ll3は須恵器薬壼の脚部である。 8世紀代のものか。

ll4はロクロ製土師器椀である。斎宮皿ー 3段階に

属するものと考えられる。 ll5は青磁椀である。龍

泉窯産のものと考えられる(8)0

下面包含層出土遺物 (116-127) 第2検出面を

検出するまでに出土した遺物である。 ll6は土師器

杯蓋である。天井部には扁平なツマミがみられる。

ll7は土師器杯Aである。 ll8は口縁部が外傾する

土師器皿Aである。内面、外面ともケズリがみられ

る。これらは、斎宮 I-2-3段階のものと考え

られる。 ll9は鍔付円筒形土器である。斎宮 I-1 

段階に比定できよう。 120は須恵器杯蓋。口縁端部

-72 -

のカエリは低く内折する。 121は須恵器杯蓋。天井

部には高いツマミがみられ、口縁端部のカエリは直

立する。内面には「x」の線刻がみられる。 122-

124は底部から口縁部に向かい内弯気味に立ち上が

り、口縁端部が少し外反する須恵器杯Gである。

125は須恵器平瓶である。これらは7世紀後半から

末にかけてのものと考えられる。 126は須恵器臨で

ある。これらは6世紀末のものと考えられる。在地

産のものか。 127は玉縁で底部付近から口縁にかけ

て丸みを帯びつつ外傾する白磁椀である。大宰府陶

磁器分類のIV類叫こ相当しよう。

5 まとめと検討

ここでは、主な遺構及び遺物について述べ、まと

めとしたい。

(1)遣構・遺物の検出状況

弥生時代から中世の遺構を確認することができ

た。弥生時代のものとしては、竪穴住居4棟・方形

周溝墓l基などを、奈良時代のものとしては、掘立

柱建物 5 棟• 竪穴住居 9 棟•土坑 11 基・道路遺構

などを、平安時代のものとしては、掘立柱建物l棟

などを、中世のものとしては掘立柱建物6棟などを

確認することができた。遣物については、縄文土器、

弥生土器をはじめ、奈良時代から中世までの土師器

類、須恵器類、緑釉陶器、土馬や金属製品などの出

土を確認した。

(2)道路遣構SF8945の検討

今回の調査区の東端で、 SD 8879・8929を確認

することができた。

SD 8879は、今回の調査区より約 150m北東で

第2次調査（古里A遺跡・ 1971年度調査）で検出

された溝と調査区の約30m南で行われた第30次調

査 (1980年度調査）で検出されたSD1622とつな

がるものと考えられる。また、 SD8929は、今回

の調査区の約30m南で行われた第30次調査におい

て検出されたSD1635と今回の調査区から約80m

南で行われた第132次調査 (2001年度調査）で検

出されたSD8346とつながるものと考えられる。

なお、この2条の溝は平行でもある。これらのこと

から、この2条の溝は道路側溝と考えられる。この

側溝の間が道路遺構ということになろう。第30次



調査では溝心心で8.2m、第 141次調査では溝心心

で8.lmであった。古代官道である通称奈良古道の

幅員は9mであるので、規模的には若干小さくなる。

この2条の溝は一部分で遺構の深い浅いはあるも

のの、これまでの調査成果から約 200mは平行に

直線的に延びていることが想定できる。この想定の

南の延長線上には、近鉄の線路の南側で行われた第

70-6次調査区がある。調査区内ではこのような溝は

検出されておらず、その部分までは到達しないこと

がいえよう。また、想定の北の延長線上には古代官

道である通称奈良古道と交差する部分がある。古代

官道の北側で行われた第76-15次調査区でも溝は検

出されていないため、その部分までは到達しないこ

とがいえよう。古代官道との交差地点は調査が行わ

れていないので、現時点では断定できないが、 SF

8945と古代官道が合流する可能性も考えられる。

,280 -

（第132次調査）

0 10m 
I,,,,, .. ,.I 

第m-21図道路側溝検出状況 (1: 600) 

道路側溝から出土した遺物の所属時期について

は、 SD8346は奈良時代前期、 SD 1622・1635は

奈良時代、という調査成果を得ている。 SD8929 

からは遺物の出土は確認できなかったが、 SD

8879からは斎宮 I-2-3段階に属すると考えら

れる土師器小片の出土を確認できた。これらのこと

から、この道路側溝は奈良時代に属するものと考え

られ、これまでの調査成果から斎宮I-3段階まで

は側溝が機能していた可能性がある。

道路側溝と想定しているものの方向はN40°E 

で、これは斎宮跡が立地する台地の縁辺の方向あ

るいは若干低くなる谷地形に沿ったものと考えられ

る。また、この方向にほぼ合致する掘立柱建物群も

存在している。これらは字でいうところの古里・中

垣内に集中していることが、これまでの調査の成果

から判明している。また、道路の西側が微高地であ

（第30次調査）

X =-162,230 

, ,240 

X =-162,110 
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ぬ詣 器種 法lil: 調整•技法の特徴 胎土 焼成 色調 残存度 備考 登録油(cm) 

I H9u25 弥生土器 底径 7、0-7.5外’ナデ→ミガキ→ナデ、内’ハケメ IO本/cmSH8885 壺 やや根 並 浅黄橙10YR8/4 底完存 外面にスス1寸店 023-04 

2 SHH9g25 8917 
弥生土器 口径 17.5 ロ・ 一部キザミ、外櫛描文・ハケメ・ミガキ、内．

密 並 橙掲77.55YYRR65//63、1こぷい橙75YR6/4、1こぶい 口底完4/存12 032-01 壺 器高 血 ナデ

3 G9b25 
SK8927 

弥生壺土器 口径 18.1 口．ョコナデ．外・クシ描4段16本12.4cm→ナデ、内．ミガキ やや糧 並 にぶい橙7.5YR6/4 114/12 031-01 

4 H9o23 土師器 口径 11.5 ロナデ、外ナデ・オサエ、内ナデ・オサエ やや密 良 外IOY：R灰7/31'1 2.5Y8/2、内にぶい黄橙 1]3/12 020-04 SH8888 杯G 器高 32 

5峯 土師器
口径 21.9 口 ヨコナデ、外ナデ→ケズリ→ナデ．内＇ナデ 密 良 外 にぶい橙7.5YR7/4、内・ 1こぶい橙 口2/12 内面にスス付滸 022-03 皿B 7.5YR6/4 

6 H9o23 土師器 口径 15.25 口ハケヨ後コケナズデリ、外：ヨコナデーハケメ 7本/cm、内' やや密 良 にぶい橙 7~YR7/3 1]2/12 023-03 SH8888 甕A

7 H9o23 須恵罷 口径 14.4 口’ロクロナデ、外 ロクロケズリ、内：ロクロナ 密 良 灰7.5Y6/I 3/12 G紐SH8888 杯蓋 デ

8 SHH9o23 8891 閉？ 澁 器口：ヨコナデ、外ナデ、内ナデ やや密 良 橙5YR7/6 口l/12 007-03 

， SHH9n23 8891 土師器 口径 1[9 口：ミガキ？、外．ミガキ？・ハケ残る一貼付ナデ
やや密 良 橙5YR6/6 台口l/ 12 呻皿B 器高 4.3 →ナデ？、内 ミガキ？ 5/12 

10 SHH9o23 8891 
土師器

口径 l!i8 口’ヨコナデ．外’ハケメ ID本/cm後ケズリ．内 やや密 良 橙7.5YR7/6 口3/12 内面に炭化物付粁 W/-02 甕A 工几ナデ？

ll SHH9o23 889l 
土師器

底径 16.0 外．ケズリ後ハケメ 6-7本/cmーナデ、内 ケズ 密 良 にぶい橙IOYR7/4 底4/12 007-01 甑 リ

12 SHH9n23 8891 
須恵器

口径 18.4 口’ロクロナデ、ク外ロ：ロクロナデ→ロクロケズリ→ 密 良 外1天白7.5Y7/l、内灰黄2.5¥612 口l/12 002-04 杯蓋 貼付ナデ、内．ロ ナデ

13 SHH9n23 8891 
須患器 口径 10.9 口’ロクロナデ．外’ロクロナデ→ヘラおこし、内

密 良 灰白N710 IJ 1/12以下 006-02 杯G 器高 4.0 ロクロナデ

14 SHH9n23 8891 
須患器

胴径 16.0 外 ロクロナデ→ロクロケズリ→ロクロナデ、内． 密 良 灰N5/0・ 灰白N7/0 阻部のみ U紐壺k ロクロナデ

15 SHH8899m23 2 須思器 []径 15.l 
口：ロクロナデ、外［ロクロナデ→ロクロケズリ．内・

密 良 灰5Y6/l IJ9/12 015-04 杯A ロクロナデ

16悶綴 土混§ 口径 12.0 D ヨコナデ、外’ナデ・オサエ、内 ナデ やや租 良 にぷい貨橙10YR7/4 rJ 3112 020-02 

17 SH9Hh25 8903 
土師器

口径 20.0 口．ヨコナ免外ハケメ 9本/cm.内ハケメ 8 やや密 良 橙7.5YR7/6 Ll 4/12 017-01 甕C 本/cm

18 SHH8903 9h25 土師器 口径 291 
口 ヨコナデ、外：ハケ後ナデ・ハケメ 7本icm・5

やや密 良
外’浅黄橙 lOYR8/3、内 にぶい黄橙

日2112 口保にスス付行 022-01 鍋A 本!cm、内．ハケメ 1本/cm・5本fem IOYR6/3 

19 SHH9h25 8903 須恵器 口径 10.4 口内 ’ロクロナデ、外 ロクロナデ→ヘラ切り後ナデ．
密 良 灰白2.5Y8/l 日l/12 016-07 杯 器高 2.8 ．ロクロナデ

20 H9h25 土玉
最大長

翡ナデ やや密 良 にぶい黄橙10YR7/4・ 橙7.5YR7/6 ほほ完形 .!liさお匁g 021-05 SH8903 汲大幅

21 SHH9h25 8903 土製土錘 最最大大幅長 怜ナデ やや密 良 にぶい黄橙lOYR7/3 ほぼ完形 煎さ 16.43g 021-04 

22 SHH9a25 8925 ±Jill呼 日径 14.6 口．ョコナデ、外．ナデ→ケズリ、内 ミガキ やや密 良 外4明赤褐5YR5/6、内．橙5YR5/6 [11/12 020-01 

23 H9h25 
SH8925 祖？ 翡 喘口’ヨコナデ．外：ナデ・オサエ｀内 ナデ やや密 良 にぷい黄橙10YR6/4 IJ 2/12 020-03 

24 H9b25 土師器 口径 ll4 口．ョコナデ．外’ハケメ．内．ナデ→ケズリ？ やや密 良 外・ にぶいに橙ぶ7い.5黄YR橙7/104、YR内7/：4 1こぶい橙 04/12 021-03 SH8925 甕A 7.5YR7/4・ 

25 SHH9a25 8925 閉f 口径 10.1 ロ ロクロナデ．ナ外デ：ロクロナデ→カキメ→ロクロナデ、内・ロクロ
やや密 良 灰5Y6/l D 3/12 022-02 

26 SHH9b25 8925 須患器 胴径 16.3 
外．ロクロナデーロクロケズリ→ロクロナデ．内

やや密 良 灰白N7/0・ 灰N6/0 胴部のみ 006-01 平瓶 ロクロナデ

'l:I SHH9a25 8928 冑器 外ナデ？、内、ナデ やや密 良 ll/l赤褐SYRS/6 小片 線刻 008-07 

28 SHH9 8928 
土師器

口径 16.0 口．ョコナデ、外：ハケメ 5本!cm・摩減激しい、内 やや密 良 にぷい貨橙IOYR6/4 ti 3/12 021-02 甑 ナデ・オサエ

29 G9x25 土師器 口径 126-114 日：ヨコナデ、外ナデ・オサエ．内ナデ やや密 良 外にぷ：灰い黄黄掲橙IIOOYR512YR6/3、内 灰黄褐!OYR5/2. IJ 2/12 020-05 SH8920 杯G 器高 3.8 

30 G9x25 J:師器 口径 14.2 
口．ョコナデ、外．ハケメ lO本/cm、内.,ヽケメ 1

やや密 良 外橙櫂7.5Y7.R5Y7/R67/-4 Iこぶい橙7BYR6/4.内： 日3112 021-01 SH細 甕A 本/cm にぶし

31 SHK9125 8909 土師器 口径 120 口・ ョコナデ？、外ナデ・オサエ、内 ナデ・オ やや密 良 にぷい黄橙IOYR7/4 IJ 5/12 026-01 杯G 器高 4.3サ工．

32 SHK9e25 8909 
士師器

口径 16.0 
口：ヨコナデ．外：ハケメ 7ll:/cm、内．ハケメ ll

やや密 良 外にぷい橙5YR7/4、内にぶい橙7.5YR7/4 口3/12 摩耗している 025-02 甕A 本-/cm

33 SHK9e8909 25 寄 台径 106 外工具ナデ→ヨコナデーナデ 密 良 橙5YR7/6 台1/12以下 023-02 

34 H紐
S08922 店杯 底径 10.5 外．オサエ→ヨコナデ→ナデ、内．暗文 やや密 良 橙5YR6/6・Iこぶい黄橙10YR714 底2/12 U四

35 SHD9c25 如 胃 口径 107 貼口付．ナロデク、ロ内ナデ．ロ`ク外ロ：ナロデクロナデーロクロケズリ→ 密 良 灰SYS/I ロ3/12 009-04 

36 5H08902 9匹 土混9 口径 18.0 IJ'ヨコナデ、暗外文：ナデー：[Jilこよるケズリ｀内 良 良 外灰褐5YR5/6、内’明赤褐5YR5/6 日5/12 内OOにスス付粁 025-01 器高 5.1 ナデ→ミガキ、

37 5HD8902 饂 J:師器
口径 204 

口 ヨコナデ、外 ヨコナデ・刺突一ハケ5本/cm、
やや密 良 浅黄黄褐橙IOYR8/3・Iこぷい黄褐 IOYRS/3・ 口3/12 012-02 甕C 内ハケ5本/cm 灰 10YR4/2

38 H9125 土師器 D径 226 口．ョコナデ・オサエ．外 ハケメ 7本/cm、内． やや'/Ii 良 浅黄橙10YR8/3・Iこぶい黄橙10YR7/3 1こ14/12 01碑S08902 甕A 工具ナデ

39 SH08902 饂 高杯 底径 7.5外面取りナデ・ハケメ 7,1:/cm→ヨコナデ、内：？ やや密 良 浅黄橙10YR8/3 底完存？ U紐

40 H9125 須嘉 口径 10.7口．ロクロナデ．外 ロクロナデ・底部未調整、内、
密 良 灰白7.5Y71I 1]5/12 四S08902 器高 2.7ロクロナデ

41 SH08902 9fl5 須患器 口径
12.5 [J.aクロナデ．外.aクロケズリーロクロケズリ

やや密 良 灰白5Y7/l 日3/12 日緑歪み大きい 026-03 高杯 後ナデ．内• ロクロナデ

42 H9125 
S08907 土げ9 口径 11.9摩減の為調整不明 やや密 良 にぶい黄橙lOYR 日3/12 017-04 

43 SHK9b25 89ll 屯器 口径 24.0 口 ヨコナデ、外：ナデ9、内 ケズリーナデ やや良 良 外・Jli.黄褐IOYR4/2、内・ 淡黄l5Y8/J IJ 3/12 025-03 

44 5HD9v8825 72 
土師器 口径 1.97,45口デ：ヨコナデ、外’オサエナデ、内 ヨコナデ・ナ やや密 良 浅黄橙lOYRS/3 日2/3 014-02 皿 器高

45 SHRI9r24 烈18 冑器 澁 唱口・ ョコナデ｀外オサエ・ナデ．内ナデ やや密 良 橙7.5YR7/6 D 4/12 pitl9 017-02 

46 SHK9q8882 24 土緬器 口径 7.8口＇ナデ・オサエ、外ナデ・オサエ．内 ナデ・
密 良 橙7.5YR7/6 IJ 6/12 027-04 皿 器高 0.95オサエ

4渭醤 土緬器 温 7.5ロナデ・オサエ、外ナデ・オサエ．内ナデ・
密 良 外にぶい黄橙IOYR7/4、内橙5YR7/6 完形 001-03 皿 OBオサエ

48贔憎 閉 口径 16.0ロ・ロクロナデ、外・ロクロナデ，内・ロクロナデ 密 良 外’灰白5Y7/1、内’灰黄2.5Y7/2 1:12/12 山茶椀 027-03 

49畠紺 陶器 口径 36.2ll.9 ズ口リ．後ロ糸ク切ロ、ナ内デ：、ロ外ク.ロ.,ナ.げデ→ .,. ケX")→貼付ザーケ 密 良外灰D5Y711、内浅黄2.5Y7/3 甜口台2/l/1212 内面に自然釉 001-01 練鉢 器高

50塁贔 常雷産 口径 200 o自然:自釉然釉・錆釉、外．錯釉・自然釉一合成、内．錆釉• 密 良 外にぶい赤褐5YR5/4,内’橙5YR6/6 n2112雄 001-0'l 

51 SH08567 9y22 上塁器 温 唱ロョコナデ．外ザ・オサエ、内・ナデ やや密 良 浅黄櫂10YR8/3 IJ 10/12 030-02 

52 SHD9y臨237 
土師器 外ナデ・オサ工、ヘラ記号、内ナデ やや密 良橙2.5Y6/8 小片 四皿

53 SH寧9y22 緑釉陶器 底径 6.8 外；施ロ使釉用（緑釉）・ロクロ使Iり、内・ 施釉（緑釉）．
ロク 密 良 釉：ねこやなぎ825,索地浅黄橙10YR8/3 底3112 Oll-03 

第直ー4表第14 1次調査区出土遺物観察表 (1)
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出土
器種

法fit ,llJ整•技法の特徴 胎t 焼成 色調 残存度 楠考 QI点池池
遺栂 (cm) 

H9y23 土師器
口径 19.6 54 5D8567 甕

外f●→3_[JザJlナ→デハ→ケケメズ3リ-4本/cm→ケズリ、 内 3Jt やや密 良 浅黄橙7.5YR8/4 浅黄橙IOYR8/3 外面スス、内面炭化物付i/f 030-01 

55 H5D9x8825 73 
土師器 口径 13.0 →[Jナヨデコ、ナ内デ9ヨ後コオナサデエ？？後、オ外サヨエコ9ナ→デナ？デ後オサエ？ やや密 良 灰白lOYRS/2・ 浅黄橙lOYRS/3 LI 3/12 012-05 
皿

56 H9x25 黙色土器 底径 8.0 外貼付莉台→ナデ、内 ミガキ9 密 良 浅黄橙10YR8/3 暗灰N3/ 5/12強 012-03 
5D8873 椀

57 5HD9w8825 74 
土師器 口径 7.4 [Cl ナデオサエ、外オサエ、内ナデ 密 良 橙75YR7/6 日完存 012-04 
皿 器高 1.0 

58 SH09w88275 4 上師器 口径
鍋

21.3 LI • ヨコナデ、ナスデス→付エ芍具、ナ外デ：ハケメ 5-6本/cm→ケズリ、内
やや密 良 にぷい黄橙lOYR7/37/4 Lll/12 南伊勢系 015-01 

59 H9w25 洵器椀 底径 7.2 
外＇ロクロナデ→貼付商台→糸切り痕、内 ロクロ ややiJl 良 灰白2.5Y7/l 灰黄褐!OYR5/2 3112強 014-01 

5D8874 ナテ’

60 H9u25 土師器 339 Iナ―]デヨ→コケナズデリ、外ハケメ 5-6本/cm→ケズリ、内5D8875 鍋
口径 やや密 良 外内 にぶいヽ橙黄橙75!OYRYR7/7/43 ：にぷし U l/12 南伊勢系．外面にスス付舟 024-01 

61 SHD9n23 汲187
須恵器 温 25.0 LI aクロナデ、外 ロクロナデ;、P→l?貼付高台→ロク 密 良 灰白2.5Y7/1 日l/12 010-0., 
皿B 5.0 ロケズリ、内 ロクロナデ・圃心

62 H9h23 土師器 口径 126 LI ヨコナデ、外オサエ｀内オサエナデ 密 良 浅黄橙!OYRS/3・Iこぶい橙7.5YR6/4 IJ 4/12 017-03 5D8887 皿

63 5HD9n23 8887 
土師器 D径 13.0 ［］ ヨコナデ、外オサエナデ、内ナデ やや密 良 1こぶい黄橙IOYR7/3 LI完存 015-06 皿 器高 2.6 

64 H9n23 t師器 口径 14.3 ll ヨコナデ、外オサエ、内ナデ やや密 良 にぶい黄橙IOYR7/3 116112 015-05 5D8887 皿 器高 2.4 

65 H9n23 七師器 翡 14.3 
[I'ナデ、外オサエ、内ナテ やや密 良 浅黄橙IOYRB/3 I―13/12 油悦痕 螂S08887 皿 2.6 

66 SH09n88823 7 上師器 誤 71..9 2 I―J. オサエ・ナデ、歪みあり、外オサエナデ、内 やや密 良 灰白 lOYRB/2 1:J 10/12 如 3
皿 オサエ・ナデ

67 H9n23 上師器 口径 37.1 外オサエ・ナデ→ハケメ 7本/cm、内工具ナデ やや密 良 にぶい橙7.5YR7/4・ にぷい貿橙IOYR7/4 IJ 3/12 南伊勢系 011-01 SD8887 鍋

68 H9n23 掏菩椀 諜 1:~ 
[I, 口クロナデ、外 ロクロナデ→貼付ナデ→糸りJ

やや密 良 灰白2.5Y7/l I I 9/12 台完存、底祁モミガラ痕 008-02 5D8887 り痕、内，ロクロナデ

69 5HD9n88823 7 位1器椀 口径 15.0 II ロクロナデ・ガ自然ラ痕釉、 外内 ロクロナナデデ→・自貼然付釉ナデ やや密 良 灰白2.5Y7/l I] 10/12 台完存 008-01 器莉 4.6 糸切り痕ーモミ 、 ロクロ

70 H9n23 陶器椀 D径 14.4 IガIラ痕ロ→クロロクナロデケ、ズ外リ、ロ内クロロナクデロ→ナ貼デ付高台・モミ やや密 良 灰白N7/0 口完存 台はほ完存 031-02 SD投187 器高 5.3 

71 SH289d25 919 縄文上器 n ナデ、沈線あり やや密 花 にぷい黄橙!OYR7/3 LI緑小片 011-05 

72 SH2899d25 19 府製石斧 ~ 17.8 刃部に磨りが残る。全体的に敲trされるC 艮 2/3程度 煎ハさイア11ロ30クをフスタイト 033-01 7.3 

73 SH磁9d2519 
須恵器 口径 124 fl ロクロナデ、外 ロクロナデーロクロケズリ→

机 良 灰白N7!0灰白NS/0 底06/51/212弱 外内面に焼きぷくれあり 0)3-03 
高杯 器高 11.0 口クロナデ、内 ロクロナデ

74 SH289d925 19 県？ 翡 1125 日ヨコナデ、外ナデ？、内ナデ やや密 良 浅黄橙IOYR8/4 LI 4/12 024-03 3.8., 

75 SHZ89d25 919 閑烹 翡 11.25 n ョコナデ．外オサエ→ナデ、内 ナデ 密 良 外橙7.5YR6/6、内橙5YR7/8 l:J 3/12 027-02 2.6 

7b . SHZ89b925 19 翌9 口径 17.0 I] IJリtナ？、デ内？ ミガ1ナキデあり？、外 ミガキあり？→ケズ ：［具 ？ 密 良 橙5YR6/8 1:12/12 014-03 

77 SHZ89d9215 9 :L靡 口径 19.5 1-1 紺整不明瞭、外オサエナデ、内調整不lリl瞭 やや密 良 橙5YR7/67/8 l:J 6/12 011-02 

78 SH289d25 919 温器 外メ→ハヨコケナメデ？→→ナツデナ、ギ内の痕：ナ跡デ→面取りナデ→ツナギ 密 良 外浅黄橙IOYR8/4、内浅黄橙7.5YR8/4 据部l/12 0'/:/-06 

79 SH289d9215 9 鍔付土円器筒形 品馬 19.4 [本―1・ ヨコ6ナ本デ/、0.S外c ヨコナ:ケデズ・リ貼付ナデ→ハケメ 8/cm・m. 内 密 良 外にぷい黄橙10YR7/4、内浅餅橙!OYRB/4 口完存 〇訂-01

80 SH2899c25 19 閉9 口径 15.0 内Iこlヨハコケナメデ→`ヘ外ラケハズケ後リナデ→ハケメ→ヘフケズリ、 やや密 良 橙25YR6/6 浅黄橙!OYRS/4 口2112 内面炭化物付府 023-01 

81 SHZ89b925 19 土狩 口径 21.0 
日 ヨコナデ、外ヨコナデーハケメ．内ナデ・

密 良 にぶい黄橙IOYR7/4 r」4/12 012-01 3コナデ

82 SH289d925 19 閉9 口径 19.8 LI ヨコナデ・ハケ、外ハケメ 5-8本1cm.内 やや密 良 にぶい黄橙IOYR7/4 U4/12 O!!l-01 ナデ→ハケメ

83 SHZ89d925 19 誓信 口径 39.0 ［］ ヨコナデ、外ハケメ｀内ハケ後ケズリ 密 良 外にぷい橙7.5YR714、内浅黄2.5Y7/4 LI 4112 内外面磨耗、把手貼付 028-01 

84 HS29 8919 須杯忠蓋器 口径 氾O
［二［ロクロナデ．外ロクロナデ→ロクロケズリ、内

密 良 灰5Y6/l Cl 1/12 018-03 ロクロナデ

8.1 SHZ89c25 919 唱f 翡 J0.2.58 11/i「]付.ナロデク、ロ内ナデロ、外クロナロデクロナデ→ロクロケズリ→ 密 良 灰白 r: ―13/12 018-05 

86 SH289e925 19 須杯恵甚器 温 134..6 8 貼LI付ナロデク、ロ内ナデロ、ク外ロ：ナロデクロナデ→ロクロケズ）→ 柑 良 灰N610 灰N5/0 rJ 7/12弱 013-02 

87 SGZ89b925 19 須杯恵A器 口径 12.9 n ロクロナデ、外 ロクロナデ→ヘラ切り後ナデ、
密 良 黄灰2.5Y6/l・5/1、暗/fi.N3/0 J:12/12 016-08 器浪 4.0 I~· ロクロナデ

88 SH289c925 19 須杯忠G器 誤 9.7 日’ロクロナデ、外一方：ロクロナデ→ヘフ切り後ナデ、
4.0内 ロクロナデ→ 向ナデ 密 良 灰7.5Y5/I LI 9/12 018-02 

89 SH2899d25 19 須杯恵G器 澁 10.0ロ ロクロナデ、外ロクロナデ、内 ロクロナデ
密 良 灰白25Y7/I 111/12 01紐2.9→ Ii向ナデ

90 HS2899d25 19 須杯患G器 翡 11.0日ロクロナデ、外ロクロナデ→ケズリ後ナデ、内
密 良 にぶい黄橙IOYR7/3 「14/12 027-05 4.25 ロクロナデ

91 SH289b925 19 
須恵器 晶h 9.1 日 ロクロナデ、外ロクロナデ凹線2条．内

密 良 灰N6!0・5/0 口頚完5/存12 016-01 長頸壺 5.3 ロクロナデ→ナデ

92 SHZ89c25 919 
上師器 翡 12.3 n. ョコナ免外オサエナデ、内 ヨコナデー

ややfil 良 浅黄橙 7~YR8/4· 橙7.5Yll7/6 [Jll/12 013-01 皿 2.6ナデ

9'1 5G2899y25 19 釘 は
16.6 

良 完形 厚さ 0.4cm 029-05 1.0 

94 HP9yit2 25 平瓦 外 4;g' コピキ痕→ケズリ， I~ Ill! 月，コピキ痕 密 良 にぶい~\橙 IOYR6/4·714· 橙7.5YR7/6 1/2程度 G9y25包含層遺物と接介 019-01 

95闘閉 胃 翡 唱ロヨコナデ、外ナデ・オサエ、内ナデ やや密 JQ にぶい橙7.5YR7/4 口11/12 024-02 

96 ll9t25 
Pit5 掏器椀 店台径 73 外ロナ切デa、tデ自然→釉貼付後ヨコナデ→糸切り痕、内 ロク やや密 fl 灰白2.5Y7/I 高台6/12 底底部部外モ面ミ恩ガ府ラ痰「X」、歪みあり。 029-02 

97 H9t25 鉄鏃 最残大此幅
4.9 

良 1/2程度 029-07 Pit3 15 

98茫9ぽ 敲Ii 悶 望敲打痕 n ほぽ完形 790g 029糾

99 , ll＆ 9c25 惚 翡 渭 D ヨコナ孔外ナデ・オサエ．内ナテ’ やや密 良 外にぶい柑7.5YR7/4、内橙7.5YR7/6 口5/12 004-02 

100 HI: 9包b25 土師器 U! 怜 172 ロ ヨコナデ、外 ミガキ→ケズリ後ミガキ、内
やや密 且橙2~YR6/6·6/8 D 2/12 009-01 杯A ミガキ、暗文

IOI HL9o包23 環器 澁 唱ロョコナデ、外ナデ・オサエ、内ナデ 密 良 淡黄25Y8/3 4/12 内外面摩耗 002-01 

102密 閉9 温 11.5ロヨコナデ．外ハケメ→ケズリ→ナデ．内ナデ
やや密 良 外 黒褐貨褐IOIOYRY3R/25/3・浅・浅黄黄橙橙IOIOYYR8R/83/、3内 口5/12 「l象点炭化物` 外lhiススfすれ 005-01 l0.9オサエ にぷい

1111 Hk9o包23 和!It製品 密 J'! 浅黄橙IOYR813・ 暗灰N3/0 上馬の朋部か 010-02 

Iii ll鼠9di25 l/i杯凡社！器 温 103.2.7 貼ロ付ナロデク、ロ内ナデロ， 外クロ：ナロデクロナデ→ロクロケズリ→ 密 良灰N6!0 口完存 016-02 

I伯 HI: 9邑c25 閏9 Ill洛 14.6 ロツマロミ貼ク付ロナナデデ、， 内外＇ロロクク Uロ-J・J-デデ→→ナ0デクロケズリ→ 密 良 外灰N5/0・暗灰N3/0、内灰N510 4/12 002-06 

暉 HI・9d. 位25 iiHi!、~社!, 翡 162..5 2 貼IJ付後ロナクデロ、ナ内デ． ロ外ク：ロ0ナクデロ→ナ乱デナーデロクロケズリ→ 密 良 I反7.5Y5/l 口3/12 016-()J 

第m-5表 第14 1次調査区出土遺物観察表 (2)
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ることや第100次調査検出の柵の存在を考え合わせ

ると、初期斎宮の位置を考える上で貴重な成果を得

ることができた。 （小演学）

＜註＞

(1)駒田利治・泉雄ニ・倉田直純「斎宮跡の土器」（『斎宮跡発

掘調査報告』 I 斎宮歴史博物館、 2001年）を参照した。

(2) (1)の文献及び「平城宮発掘調査報告』 XN (奈良国立文

化財研究所、1993年）や『古代の土器1 都城の土器集成』（古

代の土器研究会、 1992年）を参照した。

(3)上村安生「伊勢・伊賀地域」（『弥生土器の様式と編年東海編』

木耳社、 2002年）

(4)木曽川学研究所渡邊博人氏のご教示による。

(5)藤澤良祐「山茶碗と中世集落」『尾呂』（瀬戸市教育委員会、

1990年）、「山茶碗研究の現状と課題」（『研究紀要』第3号

凡誌 器種
法祉 調整•技法の特徴(cm) 

1111 H上9包n23 須恵器 口径 15.6 ロロクロナデ、外ロクロナデ→ロクロケズリ、内'
Ill 器高 2.9 ロクロナデ

l簡 H上9d包25 須伊 温 10.4 ロロクロロクナロデナ→デナ、デ外ロクロナデ→ヘラ切りナデ｀内
29 

llll H上9包b25 須恵器 口径 120 ロロクロナデ、外ロクロナデ→ロクロケズリ、内
杯 器高 4.7 ロクロナデ

110霜23 須杯恵B器 高台 9.8 
外 ロクロナデ→ロクロケズリ→裔台貼付ナデ→口
クロケズリ、内 ロクロナデ

Ill霜25 須患器 口径 5.9ロロクロナデ、外’ロクロナデ→ヘラケズリ後ナデ、
短頚壺 器商 65内 ロクロナデ

11211:9:ai 円面硯 胴棉径 15.4 外 ロクロナデ？、内 ロクロナデ？

Ill H上9d25包 須薬患壺器 ナデ

Ill阻誓 士師器 口径 16.5 付口芍→tJ糸ク切ロナり痕デ、、内スス：ロ付ク行ロ、ナ外デ：ロクロナデ、 スス椀 器高 4.8 

II遭管 脊磁 D径 159 
ロ ロクロナデ後施釉．外ロクロナデ後雄柚、内

椀 ロクロナデ後施釉

116 H"f~ 炉a!. 土師器 口径 16.6 口 調整不明瞭、外岡整不明瞭→貼付ナデ、内'
杯苗 器高 3.4 調整不明瞭

117霜25 閉9 翡 15.2 口 ヨコナデ、外ヨコナデ→ナデ、内 ヨコナデ
3.6→ナデ

118 H下9c包25 土師器 口径 ZlO 
口 ヨコナデ、外 オサエ・ナデ・エ具痕，．内

皿A ケズリ

119 H下9c包25 鍔付円筒形 口径 18.8 口ハケ：メヨ少コ残ナ、デ内` 外’ハケヨメコ4ナ本デ/→cmユピオサエ→ナデ→土器

131 H下9包b25 須忠器 口径 !OE 貼口付：ナロデク、ロ内ナデ．ロ、ク外ロ：ナtJデクロナデ→ロクロケズリ→杯互

121 H下9包c25 須忠器 翡 16.7 貼口付：ナロデク、ロ内ナデロ、ク外ロ：ナロデク、ロヘナラデ記→号ロクロケズリ→
杯益 33 

I~ 関25 須杯恵G器 翡 9.6 IJロクロナデ、外．ロクロナデ→ヘラ切後ナデ、内
3.2 ロクロナデ

IZJ H下9包h25 須恵器 口径 9.4 ロ ロクロナデ衷釉、自内然釉、外 aクロナデ→ヘラ切
杯G 器高 2.95 り後ナデ、自然 、 ．ロクロナデ

m 将予 須患器 翡 9.8口ロクロナヂロ外ナ：ロクロナデ→ヘラ切り後ケズリ
杯G 3.0ナデ｀内ロク デ

l店腎5 須思器
体郎径 13.8 外内 ロクロナデ→貼付浮文→カキメ→ロクロケズリ、平瓶 ロクロナデ

I妥 H遠9 25 須恵器 頚部径
30 外 ロクロナデ・沈線→ロクロケズリ、内 ロクロ

胤 ナデ

1打陪忠 白磁
口径 14.4 ロ ロクロナデ後施釉、後外総・釉ロクロナデ後梅釉・ケ

椀 ズリ痕、内 ロクロナデ

第圃ー6表第14 1次調査区出土遺物観察表 (3)

調査次数 大地区 グリッド 遺構・層名

141 H9y22 A 19 SD姫虹

141 H9 排土中

胎土

密

密

やや密

密

やや粗

やや粗

密

やや梢

密

やや密

密

密

密

密

やや密

密

密

密

やや密

やや密

密

三重県埋蔵文化財センター、 1994年）を参照した。

(6)伊藤裕偉「VI 調査のまとめと検討」（［岩出地区内遺跡群

発掘調査報告』、三重県埋蔵文化財センター、 1996年）を参

照した。

(7)伊藤裕僻「伊勢の中世煮沸用土器から東海をみる」（「鍋と

甕—そのデザイン—』 東海考古学フォーラム、 1996年）を

参照した。

(8)三重県埋蔵文化財センター伊藤裕偉氏のご教示をえた。

(9) 「大宰府条坊跡xv —陶磁器分類編—』（太宰府市教育委員会、

2000年）を参照した。

焼咸 色謳 残存度 鉗考 登録ぬ

良 外灰5¥6/1、内 'Iこぶい黄2.5¥6/3 4/12 002-03 

良 灰N5/0 D 1/12 016-03 

良 外灰N5/0・N4/0、内・ 灰N5/0 D 3/12 004-01 

良 外褐灰IOYR5/l、内灰黄掲IOYR5/2 底部8/12 002-02 

良 灰白5Y7/l・灰白5Y6/l 口完存 013-04 

良 灰N6/0・ 灰N5/0 1/2 014-04 

良 計灰586/1 脚部のみ 011-04 

良 灰黄褐IOYR5/2 口l/12 ロクロ製成形 017-05 

良 灰白25Y7/l・抹茶838釉 口2/12 ffli泉窯産 010-03 

良 明赤褐2.5YR5/8・ 橙5YR6/8 IJ 2/12 015-03 

良 外橙2.5YR6/8、内，明赤褐2.5YR5/8 ~/12 外内面庶耗 003-02 

良 橙5YR6/6 日2112 002-05 

良 外にぶい黄橙IOYR7/4,内橙5YR7/6 DVI2強 外内i!ii摩耗 003-03 

良 外灰N6/0、内’灰N4/0 l:J 5/12 009-05 

良 灰白N7/0 穴口ミ4完/1存2 010-01 

良 灰5Y6/l 口4/12 01砂5

良 灰白5Y7/I 口5/12 016-06 

良 灰7.5Y6/l 口6/12 如］

良 外灰N灰5/7.5Y6/l 灰N5/、内 灰7.5Y6/l・ 005-02 

良 外灰N5/0-4/0、内暗灰黄2.5Y5/2 ほぼ完形 穿存孔。一を抜方のくみ時穿の孔土。が内部に残 004-04 

良 灰白NS/0・ 灰白7.5Y7/l釉 口1/12 010-04 

緑釉破片数 備 考

1 

1 

第m-7表 第14 1次調査区緑釉陶器出土地点・破片数一覧
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写真図版m-1
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調査区東端部分全景（北から）
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調査区東側部分全景（西から）

第 14 1次調査遺構 (1)
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第 14 1次調査遺構 (2) 写真図版m-2

調査区西側部分全景（北東から）

調査区発掘体験塾部分全景（東から）
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写真図版m-3 第14 1次謂査遺構 (3)

SH 8903・8917 (南西から）

／
 

SH 8917出土状況（南東から）
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第14 1次調査 遺構 (4) 写真図版m-4

S X 8880、SK8883 (南東から）
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写真図版皿ー5 第 14 1次調査遺構 (5)

S B 8935・8936 (北西から）
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第 14 1次調査遺構 (6) 写真図版皿ー6

SH 8888 (南西から）

SH 8888爾跡（南から）
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写真図版皿ー7 第 14 1次調査逍構 (7)

SH 8925窟跡（西から）
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第14 1次調査遺構 (8) 写真図版皿ー8

SH 8893爾跡 （北から）

SF 8945 (南西から）
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第14 1次調査 遺物 (1) 写真図版ill-10
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写真図版皿ー 11 第 14 1次調査遺物 (2)

29 

26 

31 

32 

36 

34 

37 

38 

40 

43 45 
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第14 1次調査遺物 (3) 写真図版皿ー 12

51 
47 

50 

58 

62 

63 

54 

68 

61 

70 

67 

69 72 
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写真図版皿ー 13 第14 1次調査 遺物 (4)

74 

、投 73 

77 

78 

79 80 

81 

82 

83 85 
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第14 1次調査遺物 (5) 写真図版皿ー 14

86 
89 

90 

91 

92 

95 

98 94内

107 106 
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写真図版l[一15 第 14 1次調査 遺物 (6)

108 

104 

106 

113 

114 

111 

121 

112 

124 

125 126 
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村遺跡番号
,゚ ,, 0 , ,, m 2 

34° 136° 
31' 36' 

535面多t・気き郡く‘んめ明い和わち町ょう 55" 16" 20030401 
械 泣呂

あと （第140次）
跡 斎さい宮くう ・竹たけ川かわ 24442 210 ～ ～ ～ 学術調査

34° 136° 20040331 
505面

32' 37' 
（第141次）

30" 37" 

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

掘立柱建物
土師器 須恵器

寮庫と類似する
斎宮跡第140次 官 術 奈良平安

土坑
緑釉陶器灰釉陶器

遺構配置
製塩土器鉄釘鉄鎌

方形周溝墓
弥生土器磨製石斧

ハイアロクラス

竪穴住居 タイト製の磨製

斎宮跡第141次 官術・集落
弥生奈良平安

掘立柱建物
土師器 須恵器

石斧が出土
鎌倉室町以降 緑釉陶器灰釉陶器

土坑
陶器（山茶椀• 山皿）

道路跡

第140次は、史跡斎宮跡の東部の方格地割内の主神司推定区画の調査で、平安時代前期を中心と

要 約
した建物群の変遷が確認された。土坑から平安時代前期の土器が一括出土した。

第141次は、史跡を横断する奈良時代古道から分岐すると思われる北東～南西方向に延びる奈良
時代の道路跡が確認された。
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